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【登場人物紹介】


　鈴木志穂すずきしほ

　第一部の主人公。１７０近い身長。長い黒髪のポニーテールが特徴的な高二女子。

　ある日突然、幼馴染の愛海から女の子を好きになったと打ち明けられ、以降は彼女のサポート役として行動する。しっかりものなお姉さんタイプに見える見た目だが、逆に世話され心配される変人タイプ。小型二輪免許を所有しており、朝は新聞配達のアルバイトをしている。幼い頃に病気で母親を亡くしており、父親と二人暮らし。










　上塚愛海かみつかまなみ

　第三部の主人公。志穂と同じクラス。別のクラスにいる榎本綾に恋をする。小柄で小動物のような見た目をしているせいで守られるタイプかと思われがちだが、実はしっかりもので面倒見が良くかなり気が強い。ただし恋愛面だけはドジで奥手だったせいか、過去の恋愛には全て失敗している。興味のあることは徹底的にやり込むせいか『こだわり女子』という異名を付けられている。小三の頃に付けられたあだ名『まなみん』と呼ばれることをひどく嫌がっている。口癖は『ぬあー！』










　榎本綾えのもとあや

　第二部の主人公。愛海の想い人であり誰もが認める美少女。穏やかな性格をしているので内面も良い。お嬢様のような見た目のせいか初対面の人からはいいとこのお嬢様と勘違いされることが多い。実の母親が若い男と浮気をして出て行ってしまったという過去を持っている。父親と二人暮らし。寂しがり屋。










　小野関陽菜おのぜきはるな

　綾の幼馴染で大親友。１７０以上の長身で髪が短めなせいか運動部と間違われやすい帰宅部。明るい性格で綾を大事に想っている。他の女子が羨むほどのイケメン彼氏がいるが、関係は崩れかかっている。普段はコンタクトだが家ではメガネをかけている。










　藤沼郁美ふじぬまいくみ

　愛海と志穂の友人。二人とはクラスは違うものの、休日は同じクラスの真帆も含めて四人で遊びに行くほどの仲。食べることが好きでスイーツには目がない。実は祖母の家がお金持ちのリアルお嬢様なのだが本人は否定している。変人で歳の離れた姉がいる。綾、陽菜、真帆の三人とは小中高と学校が一緒。










　岩崎真帆いわさきまほ

　郁美の幼馴染。放課後は図書室で本でも読んでそうな大人しめな見た目をしているが、実はネット麻雀やギャンブルが趣味。そのせいか勘が鋭い。煙草に興味を持っているが、誰にも言えないでいる。父親の趣味がキャンプでそれに付き合わされていたせいか、それなりのキャンプ知識を持っている。










　戸田大吾とだだいご

　志穂がお世話になる町の自転車屋『戸田自転車商会』の店主。小型バイクも取り扱っている。志穂が通っている国木高校の元卒業生でもあり、志穂の両親とは親友でもある。長身のレスラー体型で腕っぷしも強いせいか、近所から悪い噂を流されやすい。志穂と同じ高校に通う恵けいという一人息子がいる。










　藤沼千明ふじぬまちあき

　郁美の姉。大手化粧品メーカーに勤める社会人であり、美少女を綺麗にするのが生き甲斐と自称する変人。メイク技術に定評があり、メイク動画を動画投稿サイト等に挙げている。男も女も愛せる二刀流。










　上塚譲かみつかゆずる

　愛海の弟。中学生。姉に似て小柄で幼い見た目をしている。母親とは仲が良い。鋭い観察眼があってそれが原因で愛海とケンカになることが多い。本人もそれを自覚しているのだが、ついついお節介を焼いて愛海からの鉄拳を貰ってしまう。










　鈴木孝宏すずきたかひろ

　志穂の父親。志穂にあらゆることを吹き込んで変人にした張本人。飄々としているところや見た目の所為か軽い性格と思われがちだが、根はしっかりしている。志穂の母親である妻の美穂を病気で失っている。










　金本弘毅かねもとひろき 

　陽菜の恋人。長身で爽やか系イケメンではあるが、子供っぽい性格をしている。そのせいか陽菜との関係が崩れかかっているのだが、本人はそこまで危機感がない。










　まなママ

　愛海の母親。本名は上塚のぞみ。立ち話と世間話が好きで孝宏と長話をしていることが多い。

    
        
【第一話　志穂編】


「志穂。私ね――好きな人ができた」


　遠い朝焼けを背に、幼馴染の上塚愛海かみつかまなみはそう言った。

「……」

　突然の告白に何も言わずじっと愛海を見つめる。あ然としていたのではなく、前に愛海が同じことを言ったのはいつだったかをボンヤリと思い返していた。






　――確か中二の夏だったか。






　あれからもう三年経ったかと、そう思っていると愛海は私の表情を見て何を勘違いしたのか「本当だよ！　本当に本当！！」と慌てて言う。

「いや、別に疑ってないんだけど……」

　私達の間でこういうことはよくある。

　小一の頃からの長い付き合いだというのに、愛海とはこうして噛み合わないことが多い。以心伝心なんて言葉は私達の間にはうっすらとしか存在していないのだ。

「――誰なの？」

　尋ねた私は三組の男子（名前は忘れた）ではないかと予想。少し前に愛海が校内で生徒手帳を落としたことがあったとき、それを拾った彼がわざわざ教室まで届けに来てくれたことがあった。






『爽やかでカッコイイ』






　そう言って愛海がはしゃいでいたのを記憶している。

「……」

　おっとダンマリだ。

　予想通りというか、愛海は恥ずかしそうな顔を見せると俯いてしまった。

　これも記憶している。以前の恋もその前も愛海は初めて相手の名前を言い出すのに少しのインターバルを要する。私に恋愛相談を持ち掛けるのは初めてのことではないというのにいつもこれだ。

　こういうときは待ちの姿勢に入る。

　無理矢理聞き出すべきではない。言い出し辛いことだろうし、例えここまできて言い出せなくなってしまったとしても私は構わない。






　――お好きなペースでどうぞ。






　咥えている棒付きキャンディーを舌の上でコロコロと転がしながら、彼女の隣に立った私は彼女が背にする朝焼けを見上げる。

「……」

　愛海は俯いたまま。私は見上げたまま。無言の時間が少しだけ流れる。

　半分以上溶けた飴をボリボリとかみ砕き、今日は一段と綺麗だと思っているところで愛海は黙って私から離れて行く。






　――言い出せなかったか。






　目で追った愛海の後ろ姿。そのまま帰るのかと思いきや、愛海はくるっと振り返る。手を後ろに組んで正面から私を見据える。

　そして小さく息を吸って吐いた後、意を決した表情を向けた。

「――なの」

　ようやく開いた彼女の口から出た言葉に、私の思考は急停止を踏む。今度はあ然としたせいで咥えていた棒を落としてしまった。

「――え？　何て、言ったの？」

　愛海の顔を真っ直ぐに見ながら、おそるおそる口にする。

　聞き間違いかと自分の耳を疑った。それか何かの冗談。


　でも……目にした愛海の表情は冗談を言っていない。


　三年前の愛海を思い返す。

　そのときの愛海もこう、、だった。

　好きな人の名前を口に出したときの赤く染まった頬。いつも伸ばしている背筋を少しだけ緩め、手を後ろに組んでこっちを見つめるその姿勢。






　そして彼女の――赤い瞳。






　それは愛海が恋をしたときにしかみせない色。

　それを持って、あの頃よりも愛らしい表情と仕草を私に見せてくる。






「――女の子なの」






　もう一度同じ告白をした。

　流れたその声は聞き間違いではない。確かに彼女はそう言った。






「――え、榎本さん。二組の……女子」






　そうしてその赤い瞳が以前よりも強く私を捉えていることに気づく。

　彼女の告白を聞いた私は少しの間、呆然と彼女を見つめていた。

    
        
【第二話　志穂編】


「志穂。私ね――女の子が好きなの」


　遠いのか近いのかよくわからない場所にいる愛海が、隣に顔の見えないのっぺらぼうの女子と手をつないで私を見ている。周囲は真っ暗なのに、どういうわけか二人の姿だけはよく見えた。

　のっぺらぼうの女子は微動だにせず顔をこちらへ向けている。すっげー怖い。

「ほ、本気で言ってんの……？」

　尋ねた私の動揺に愛海は冷ややかな目をする。

「どうかしたの志穂？　大丈夫？」

　志穂らしくないなぁと、こちらの動揺を読み取って薄く微笑む。なんだこの愛海らしくない余裕な態度はと私の身は竦む。

　そして私と同じ位置で向かい合っていたはずの二人はいつの間にか遠く高い位置から私を見下ろしていた。

「――え、だだだだ、だって！　今まで男子だったじゃん！　それがどうして急に女の子になったの？　意味わかんないんだけど！？」

　愛海から恐怖に加え、妙な色気を感じる。

　それに負けじと大声で対抗するものの、愛海は相手にするまでもないと言った風に何も答えない。静かな動作で隣ののっぺら女子と顔を見合わせ、僅かに微笑む。

　そしてのっぺら女子の首に両腕を回し、ゆっくりと体を密着させた。

「え……？」

　サーっと、血の気が引く。

　恥じらいを少しもみせない手馴れた動き。

　密着する二つの体は男女ではなく、女と女で見つめ合う異質な形。

　小芝居じゃない。どっちが男役だとかそういったものでもない。






　彼女達は――どちらも女だ。






「ちょ、ちょっと！」

　やめさせようと、二人の所まで足を急がせる。

「榎本さん……」

「上塚さん……」

　こちらのことなどお構いなしに、二人は互いの顔をゆっくりと接近させる。距離が離れているのに熱い息遣いがこちらにまで届いてくる。

　愛海は少しも戸惑う様子を見せない。

　むしろ恍惚とした表情をのっぺら女子に向けている。

「ちょっと待って！　唇ないのにどうやってすんの！？」

　ツッコミながら夢中で駆けだす。しかしどんなに足が速くても間に合いそうになかった。9秒５８のボルトでも無理だと足を止める。手の届かない私には二人に向かって強く叫ぶことしかできることはない！

「バカーーー！　早まるなーーー！」

　私の声に反応した愛海はゆっくりとこちらを向く。そして軽く微笑んでからこう叫び返した。

「コーケコッコー！」

「は？」










「――あ？」

　見慣れた天井。伸ばした手。何度も繰り返されるコケコッコー。

　それらで全てを理解し、上体を起こして鳴き声を連発するスマホを止める。相変わらずうるさいコケコッコーは去年誕生日プレゼントだと言って愛海が私のスマホに送ってくれたものだ。

「……なにこの夢オチ」

　ふぁーっと、乾いた口から欠伸が出る。

　時刻は午前二時半。

　こんな時刻に現役ＪＫが目覚ましをかけることなどまずない。むしろこれから寝るのが大半だろう。バイトでもない限り、起きる時間帯ではない。

　クーラーを消し、起き上がってフラフラと移動して準備を行う。準備と言っても洗面所で軽く顔を洗って動きやすい服装に着替え、乱れた髪を結ぶ。それだけで終わり。






　――長くなったなー。






　鏡に映る自分の姿を見ながら結んだ髪先を少しつまむ。しばらくほったらかしにしていたので結構伸びた。そろそろ美容院行った方がいいか。

「でもめんどい」と、鏡の中の自分に言ってから洗面所を出る。

　玄関に置いてある免許証と小銭の入ったコインケースをポケットに入れると、小さな声で「いってきまーす」と言って外へ出た。






　――あっつい。






　玄関開けてすぐにむあーっと嫌な熱が襲い掛かってきた。ここ連日続く猛暑は真夜中にまでその影響を広げているせいか、外に出るだけで汗が出る。夜でも熱中症で運ばれる人が多くなる理由も頷けた。

　空を見上げてみる。真っ暗な空に雲が少しも浮かんでいない。暑いけど天気はいい。

　自宅の駐車場に置いてある自転車に乗って走り出す。

　まだ眠気が体から抜け切れてないせいか、走行中にも欠伸が出た。うっかりすると寝たまま走行しそうになる。

　車通りの少ない道をフラフラと危なっかしく走る。この時間帯では当然人は見かけない。見えるのは夜の街を徘徊する猫や違法駐車の車とコンビニの明かりぐらい。毎晩見るその光景を素通りして進んでいくと、バイト先の新聞屋へと辿り着く。

「おはようございまーす」

　新聞屋の前でバイクの荷台に新聞の束を積み込んでいる配達仲間へ挨拶。おはようと野太い声が返った。

　自転車を邪魔にならないようにその辺に停め、中へ入ると他の配達員が黙々と作業をしていた。挨拶の後、タイムカードを押して私も彼らと同じ作業に取り掛かる。

　薄汚れた軍手。新聞紙の束。折り込みチラシを用意した後、新聞紙に一つ一つチラシを挟む作業を行う。それが終わると今度はチラシの入った新聞を配達順に並べ、バイクの荷台と前カゴに積み込む。これで準備は終わり。

　今日はチラシの枚数が少ないので新聞の厚みはかなり薄い。

　積んだ新聞紙の数だけ重くなったバイクを押して車道へと出ると、キックでバイクにエンジンをかける。一発でかかったエンジンから出す独特な音を響かせながら、配達区域を目指して夜の町をトコトコ走っていった。

　後ろも前も車のない静かな道路を独占したような気持ちで走ること十分ほど。私の担当区域へと到着。新聞屋では十区と名付けられているこの区域は警察署を囲むようにして家が立ち並んでいる住宅街である。

　最初に警察署へと新聞を届ければ、後は普通の家ばかりが続く。

　家と家を繋ぐ道は基本原付一台がギリギリ擦れ違えれるほどの狭い道が多い。しかも横からいきなり猫が飛び出してくることがあるので、ゆっくり運転しなければならない。

　この区域は街灯が少なくて暗い道が多い。家の並びも複雑なので最初は憶えるのに苦労させられたが、今では帳面を開かずに配達できるのでスムーズに進む。ボーっとしているとたまに目的の家を素通りしてしまうこともあるが、間違いはすぐに気づくし時間のロスも大したことはない。

「――よし、終わり」

　一時間ちょっとで最後の家を後にする。見上げた空が少し明るくなってきている。バイトは終わったが、真っ直ぐ帰らずに寄り道することにした。

　今日も行ってみるかと、配達区域を出て次の目的地へと向かう。

　住宅街を外れ、田んぼの多い道路を走って行くと、こんな早朝の時間帯でも騒がしい明かりのついた建物がポツンと見えてくる。

　あれは『オアシスハウス望月』という二十四時間営業のドライブスルーだ。年中無休で休みなく毎日同じ光と音を垂れ流している。

　建物を囲む広い駐車場に車は一台も停められていない。入口前にバイクを停め中に入る。店内は自販機やビデオゲーム、スロットがいつも通りに動いているだけで人影は全くない。周囲を見回しても私だけで店員すらもいない。

　ちなみにここ。父さんのお友達のお店らしい。

　小さい頃から何度も利用しているが、店主の姿はまだ一度も見たことがなかった。父さんはよく見かけると言っていたが本当にいるのかどうか疑わしく思えてしまう。

　自販機でペットボトルのコーラを買って外に出ると、すぐ近くにある丘を目指してバイクを走らせた。頂上に広い公園のあるその丘は坂の下と坂の中間地点に家が並ぶ住宅街でもある。






　――今日も期待できそう。






　ゆっくりと坂を上りながら日が昇る方角を見つめる。まだ遠くの小さな山に隠されているせいでその姿は見えないが、赤い光はもう目に見えていた。

　丘は上までは上り切らず、途中にある屋根付の小さなバス亭で停まる。そこでエンジンを切ってバス停の裏へと回れば、柵状の手摺の先に街を見下ろせる景色が広がっている。

　手摺の左側には下へ伸びる階段があり、坂の下にある住宅街へと続いている。この階段を下って少し歩けば愛海の家だ。






　――今日は来てない、か。






　コーラを飲みながら階下の先を見下ろす。愛海の姿が今にも出てきそうな気がした。おーいと、朝っぱらから大きな声で手を振る彼女の姿が浮かぶ。

　私がバイトを始めてからというものの、愛海はバイト終わりの時間帯を狙ってここで待ち伏せしていることが偶にある。私が来ない日もあるので一言スマホで連絡すればいいものを、どういうわけか彼女は何の連絡もなしに突然やってくる。






　――今日も来ると思ったんだけどなぁ。






　昨日の愛海はバス亭のベンチに座って私を待っていた。

　いつもなら。そのまま軽くトークするだけで終わる彼女との時間。

　それが昨日は内容が大きく違っていた。






『――好きな人、できたの』






　前回の失恋から三年が経ってからの、愛海の新しい恋。

　それが始まることはいいことだと思う。

　けど――。






『女の子なの……』






『――え、榎本さん。二組の……女子』






　今年一番――いや、愛海の起こした出来事の中で一番驚いた。

　さっきのような夢オチじゃない。確かに現実で彼女はそう言っていた。






『――二組の……榎本さん？』






　愛海の告白を聞いた後少しの間呆然としていたが、ようやくそれが解けるといつの間にかそう尋ねていた。

『うん……知ってる？』

『いや、知らないと思う――てか本気なの？』

　真剣な表情で『うん』と返ってくる。

　そのときの愛海の瞳が脳裏に浮かぶ。

　強い決心が窺えるあの瞳。今でも私の脳裏に焼き付いていたせいか、昨日と同じ鮮やかさでこっちを見ていた。

　それからどうなったかというと、愛海は逃げるように去って行った。私はどうしたかというと、ただぼー然と彼女の後ろ姿を見ているだけで終わらせてしまった。

　それから家に帰って寝て、起きて色々やっている間、ずっと愛海に何があったのだろうかと考えていた。連絡を取ろうと何度か思ったものの、どうにもそんな気になれず、何もできないままで昨日という一日を終わらせた。






『女の子なの……』






　何があったんだろ。今まで好きになっていた相手が異性だった愛海が、ある日突然女の子を好きになる……そんなことある？

　振り返ってみても、十年以上の付き合いの中で愛海にそんなところは少しもなかった。見ないようにしていたなんてことはない。少なくとも、私の前ではそんなことを思わせるような場面はなかった。愛海が上手く隠していたというわけでもないと思う。そんなことができるようなタイプじゃない。

　どんな子なんだろう？

　女の子だけど、男らしいタイプとか？

　筋肉女子、男装女子、etc……。

　浮かぶ限りのキーワードを並べてみる。どれを選んでもそれに該当する人は学年にはいなかったと思う。

　榎本さんと言っていた女子。

　どんな子だ？　名前は聞いたことあるような気もしたが結局誰かはわからない。顔を見れば思い出せるかもしれないけど、多分話したことすらない。






　――二組の女子って言ってたな。






　一度覗きに行ってみるか。一目見れば、愛海が好きになった理由もわかるかもしれない。

「……」

　そしてなんだか不思議な話だ。まさか親友の好きになった男子を見に行くのではなく、女子を見に行くことになるなんて……。

　同性愛なんて、テレビの中だけで自分とは無縁なものだと思っていたけれど、こんな身近に起こるなんて想像もつかなかった。

　とりあえずこの後学校で本人をとっちめてもう一度話を聞こう。今度は詳しく説明してもらって、それから先のことを考えるか。

　いつの間にかコーラを飲み干していた。ということは愛海は来ない。帰るかと空のペットボトルをゴミ箱へ入れてバイクを走らせる。

　家へ帰り着いた頃、今日見上げたはずの朝焼けを思い出そうとしたが、なぜか少しも思い出せなかった。

　記憶に残っているのは、昨日の紅い光に照らされた愛海の顔だけ。

　なぜかそれだけはどんなに時間が経過しても頭から離れなかった。

    
        
【第三話　愛海編】


　目を醒ました途端、起き上がって慌ててスマホの時計を確認する。

　やっば……寝過ごしちゃった。

　目覚ましアラームをセットし忘れた。時刻は志穂の配達が終わる時間をとっくに過ぎている。今は家で寝ているだろう。

　あーあと言って、ベッドに仰向けに倒れる。

　学校……サボりたい。

　そうしたかったが、すぐにそれはやめようと思った。お母さんに怒られるくらいなら大人しく行った方がいい。

　ごろりと、仰向けからうつ伏せにチェンジする。






　――志穂に会いづらい。






　昨日の朝、あんな告白をしたせいだ。

　一番信頼している志穂とはいえ、ついに言ってしまった。好きな人に好きと言うみたいに緊張した。






　――どう思ってんだろう？






　学校へ行く前にそれが知りたかった。だから一日経った今日の朝彼女がどんな気持ちでいるかを直接確かめたかった。






　――引いてるかも……。






　十年以上の付き合いである幼馴染にもそんな不安を抱く。

　女の子を好きになってしまったのだ。当然なのかもしれない。

　昨日の志穂。あ然としていた彼女の顔。

　思い出したせいか、あーやっぱ言わなきゃよかったのかなーとか考えてしまう。なんであのとき逃げるように去ってしまったのだろうか。

　それからは何もなかった。

　志穂から連絡が来ることもなかったし私も何もしなかった。何も起こさないまま、昨日は一日中モヤモヤしてた。

　今日学校で志穂と会ったら、どう接すればいいのだろうか。






　――気持ち悪いって思われたかな。






　人によっては拒絶するし、嫌がられたりすることもある。

　でも何も考えなしに告白したわけではない。打ち明けるのは悩みに悩んだ。ネットにたくさんあった自分の同性愛を家族や友達に打ち明けた体験談にも何度も目を通した。

　女の子に恋してるって気づいたのは一か月も前。

　それから昨日志穂に打ち明けるまでずっと考えて、それでようやく決断したのだ。

　志穂なら打ち明けても大丈夫だってことは、昨日の私も一か月前の私も思ったことだ。

　けど昨日の志穂の様子はどうにも掴めなかった。ポカーンとしていたようにも見えたし、ショックを受けているようにも見えた。

　今思えば、冗談と捉えられているようにも見える。






　――いやいやいや。






　それはないはず。『本気なの？』と言われたときにうんと真面目に答えた。私の真剣さは伝わっているはずだ。






　――うーん……でもなぁ。






　伝わってない可能性は低くはない。志穂とは十年以上の付き合いではあるけれど、色々と噛み合わないことが何度もあったからだ。

　以前一緒に協力系のゲームをしたとき、志穂にそっちの敵を倒してと言ったら親指を立てたので任せたらゲームオーバーになった。てっきり了解まかせろって意味なのかと思いきや、全てお前に任せるという意味だったらしく後でケンカになった。

「……」

　いきなりのことだったし、冗談だと捉えられたかもしれない。

「だから何も連絡ないのかな……」

　誰もいない部屋の中、独り言を言いながら起き上がる。

　冗談と思われて放置されている可能性が高くなってきた。私も何も連絡しなかったから尚更かも……。






『そんな手に引っ掛からないよおチビ。短足』

『もっとおもしろい嘘つきなよ。まなみーん♪』






　心の中の志穂が嘲笑ってそう言っている。

　急にムカムカしてきた。あのボケナスビめとドスドスと足音を響かせながら部屋を出る。

　そして一階へ降りて居間へ向かう途中で玄関へ向かう弟の譲ゆずると擦れ違った。

「いってきます」

「いってらっさーい」

　擦れ違いざまにそう交わすが、なぜか弟は足を止める。そしてこっちをじっと見つめてくるので「何？」と眉をひそめながら言う。

「――なんか怒ってる？」

「怒ってない」

「誰がどう見ても怒ってるよ」






　――うるさいなぁ。






　仕方ないなと私は必殺の言葉を出すことにした。実の弟とはいえ朝だろうと容赦はしない。

「エロ動画の視聴履歴バラされたくなかったら、とっとと部活行けブラザー。メガネが好物なんでしょ？」

「ウッス。いってきますシスター」

「ウッス。いってらっしゃい」

　空手部っぽい挨拶を姉弟同士で交わす。中学生最後の大会が近い弟は、ここのところ毎日朝練で早寝早起きをしている。姉と同じく小柄な体躯だが戦略を立てるのは上手いらしく、一年の頃から良い成績を残しているらしい。

　ちなみに弟は囲碁部だ。


「あら？　早いじゃない」

　居間に入って来た私の顔を見たお母さんは台所で朝食の準備を始めようとする。

「ありがと。でも今日私やるよ」

「毎日そうしてくれると助かるわねー」

　台所に入るとお母さんからフライパンと卵二つを受け取る。

「今日は志穂ちゃんの所へ行ってきたの？」

「目覚ましかけ忘れて行けなかった」

「あ、そう」と、お母さんは居間のソファに座ってテレビを観始める。ＮＨＫの人気女子アナが日付と時刻を伝える声が聴こえてくる。

「あら、この子痩せたわねー」

　昨日も同じことを言っていたような気がする。私に言っているわけではないので、私は何も言わずにフライパンに油をひきＩＨのスイッチを入れて温める。

　学校についたらまずは志穂をとっちめるか。

　温まったフライパンを見ながらそう思った。

    
        
【第四話　志穂編】


　ぜえぜえと、学校の正門前にある長くて急な坂道を自転車を押しながら上って行く。この坂道をバイクで走りたいと毎日思う。

「なんでうちの学校……バイク通学、禁止、なの、よー」

　他の生徒も私と同じように立ち漕ぎを諦め（私は最初からする気はない）坂を上っている。みんなも汗だくで同じようにヒーヒー言っている。

「根性、ねぇぞ、鈴木ぃー」

　しかし中にはコイツのような例外もいる。今私の横をクラスメイトの男子が通ったのだが、毎朝立ち漕ぎでこの長い坂を上り切っている無駄にチャレンジャーな脳筋野郎。

「うっさい。こけろ」

　やつの行動は理解に苦しむ。脳筋の思考わからーん。

　中学の頃からずっと一途に帰宅部を続けてきた私には生涯理解できない存在だ。






　――ああ、体が重い……。






　寝不足のせいか坂がいつも以上にキツく感じる。

　そう。寝不足なのだ。

　いつもならバイトが終われば家に帰って愛しい布団で登校時間になるまで寝ているというのに、またあの変な夢を見ると思ったからか少しも眠れなかった。

　普段の姿からは想像もつかない艶っぽい愛海。またアレが出て来るのではないかと思うとなんか眠れない。

　気にするなと思えば思うほど気にしてしまい、余計に眠れなくなってしまった。夢の中の話とはいえ、あの大人の階段を軽く三段ぐらい飛び越えたような雰囲気は今思い返すだけでもゾッとする。






　――正夢じゃないといいけど……。






　学校で愛海と顔を合わせるのが少し怖くなってきた。昨日の今日でいきなり大人の階段を上ってしまうわけではないので心配ないとは思うが……。

　そんなことを考えている内に坂を上り切る。考え事をしていた方が案外早く着くなと新たな坂道対策を思いついた。

　学校の駐輪場に自転車を停め軽く汗を拭いて「あー眠いし汗かくし、ホント最悪」とグチってウンザリ感をそこらへんに飛ばしながら校舎へと入る。

　そして下駄箱を通って教室に向かおうとしたそのときだった。






「――おはよう。鈴木さん」






　聞き慣れない声に反応し、振り返った先にいる彼女を見た瞬間私の体は硬直した。






　――この前の……。






　笑顔で私に挨拶をしてくれたのは、先週購買部で知り合った女の子。後輩でも先輩でもない同じ学年ではあるが別のクラスの彼女。

　不思議なことに彼女を目にした瞬間、体にまとわりついていた眠気とダル気は一瞬で消えて無くなる。それぐらい彼女の存在は特別感がある。

　人に見えるが人じゃない別の……神々しい生物。

　夢の中の愛海を悪魔とすれば彼女は天使と称するに相応しい。今にもその背中から純白の翼でも生やしそうな美少女から朝の挨拶をされた。

　その存在感に思わず後ずさりそうになる。

　白い花、白い羽だとかそういった白という表現がとてもよく似合う清潔感溢れるその容姿。そしてその清楚な顔立ちには、私と違ってひとつも汗が浮き出ていない。とてもじゃないが学校前の坂道を上ってきたとは思えなかった。彼女専用のエスカレーターかワープゾーンがあるのではないか、それとも本当に人間ではないのではないかと変な想像ばかりが浮かんでくる。

「――お、おはよう」

　僅かな間の後に慌てて返す。そしてひとつの問題が浮上。






　――まずい。名前なんだっけ……






　外見の印象は強いので顔は覚えているのだが名前がわからない。どこのクラスかすら憶えていない。思い出せ思い出せ思い出せ思い出せ。






　――なんだっけ？　山なんとかだったような川なんとかだったような。






　並んで一緒に廊下を歩く彼女の名前を必死に思い出そうとする。背中や脇に嫌な汗が流れてきた。

「――この前はありがとね」　

　夏のひまわりのような笑顔でお礼を言う彼女。やめてくれ。眩しすぎてみれない。

　この笑顔が自分の汚い心を外に引っ張っているようで怖い。

　慎重に話を合わせながら教室までの廊下を一緒に歩いたが、結局最後まで名前を思い出せなかった。

「じゃあね。鈴木さん」

　笑顔で手を振った彼女は自分の教室へと去っていく。急いで彼女に気づかれないように物影にしゃがんで隠れ、彼女が入った教室の入り口にあるプレートを見上げた。






　――二組の人か。






　そこでハッとする。ようやく思い出した。確か本田さんだ。

　そうだそうだ。良かった良かったと安心していたそのときだった。

「おいコラァ！！」

「うおぉっ！」

　背後からのいきなりの大声に心臓が跳ねた。振り返って見上げると腕を組んだ愛海が怒りの形相で私を見下ろしている。

「びっくりしたぁ、なにいきなり……」

　背が低い割に声だけ大きいのは昔から変わらない。どういうわけかお怒りのご様子。

「なにいきなりじゃないわよ！　昨日は『いや、知らないと思う』なんて言っておきながら今並んで楽しげに話してたじゃん！　なんで嘘ついたの！？」






　――え……？






　愛海はフンっと腕を組んで鼻息を荒くしている。『いや、知らないと思う』の部分だけ両手を上げてアホ面になっていたので、普段の私ならそこでゲンコツを喰らわしているところだが、それどころではなかった。

「――え？　ちょ、ちょっと待って――」

　二組の教室を見る。当然そこにはもう先ほどの彼女の後ろ姿はない。愛海の方を振り返る。

「――あ、あの人が……あの……なの？」と、うっかり名前を出さないように愛海に尋ねる。

「ん？　あの可憐な乙女がそうだけど？」

　可憐な乙女。その表現は当たっている。なんていうかお嬢様といったような感じというかなんというか……。

　おそるおそるまた二組の方を見る。






『――え、榎本さん。二組の……女子』






　愛海の告白を思い出しながら嘘でしょと頭を抱える。






　――あ、ああああれが！　愛海の！？






「どういうことか説明してよ。どっからどう見たって超親密にしてたじゃん」

　ギャーギャーと愛海の声がするが今の私は混乱状態なので何を言っているのかわからない。

「ああーもう先生来た。後でちゃんと説明してもらうからね」

　愛海は担任の先生がこちらに向かって来るのを見て、ふくれっ面のまま教室に入っていく。私もそれに続いた。






　――あれが……あれが……。






　ふらふらと席に座った私は榎本さんの顔を思い浮かべていた。

　どんな人かと思ってみればのっぺらぼうでもないし（当たり前だ）男っぽい女子でもない。

　普通の女の子――いや、違う！　普通じゃない！

　あれは……正真正銘の美少女だ。

　肩までの毛先が少しカールしたゆるふわな髪。この世の美を全て集めたかのような整い過ぎてる端正で綺麗な顔。びっくりするほどの白い肌と体のパーツに悪い部分なんて何一つないと断言してもおかしくない容姿。芸能人でもあんな女の子はなかなかいない。

　あれが愛海の……好きな人。

　――っていうか名前本田じゃなかった。全然違った！ あっぶな！

　朝のＨＲは頭の中が大分ゴチャゴチャしていた。当然担任の話など一文字も耳に入ってこなかったのであった。

    
        
【第五話　志穂編】


　榎本さんと知り合ったのは先週のことだ。

　昼休みに購買部のパンを買いに行ったときのことなのだが、ここで少しわが国木くにき高校の購買部について話しておく。

　国木の購買部は地元民だけでなく、県外の人からもその名を認識されているほどの知名度がある。

　国木高校といえば？　と聞かれれば間違いなく誰もが購買部のパンだと答える。それもそのはず、国木のパンは学生パンとは思えないほどにその質の高さと味のうまさに人気があり、多くの（元）生徒達から絶賛されているのだった。

　それは地元の新聞やローカルＴＶ等で取り上げられるだけでは収まらず、超有名な県民性を紹介するバラエティ番組やグルメ雑誌にも取り上げられるほどの人気っぷりであり、パンを目当てに国木を受験するという学生も少なくなかった。

　かつてここの生徒であった卒業生も購買部のパンを思い出の味としているものが多く、あのパンがあったから学校へ行けた、あのパンがあったから〇〇君と付き合えた、あのパンがあったから東大に受かった等と、卒業生達の原動力になっていたことが多かった。

　そして彼らの同窓会が開かれる度に、卒業生達は会場で特別に用意されたパンを食べては青春時代を思い返し、涙するというのが伝統らしい。そして彼らは皆口を揃えて現役生に対し、青春の味を大切にしてねと涙ながらに訴えるのであった。

　それほどの人気があるのなら、一般向けにも販売されているのではと思った人は何人いただろうか？

　驚くべきことに、それほどの話題性を集めているというのにも関わらず、製造会社は国木の学生にしか販売しないというスタイルを数十年に渡り続けているのであった。もちろん多くのテレビ局や雑誌社はパンを製造する業者にその理由を問い合わせた。しかしどこも門前払いで一言も回答を得られないままで終わらされてしまい、未だに謎の多い国木高校のパンとして語り継がれている（そのせいか一部の地域では宇宙人が製造している等といった都市伝説まで勝手に作られていた）。

　話題性溢れる国木のパンは味と質だけではない。一番肝心な値段もリーズナブルという優しさに溢れた設定のせいか、毎日の昼食をパンにしている学生も多い（私もその一人だ）。　　

　品数も豊富で生徒に飽きさせない為の工夫が凝らされており、中でも特に製造に手間暇をかけているパン達が学生たちの間で大人気であった。

　それは一年の中で期間限定でしか販売されないレア物パンと呼ばれている。

　まずは男子に人気のこっぺぱんにすき焼き風味の肉と玉ねぎを挟んだすき焼きコッペパン（量が多いので一部の女子は手が出せないが、私はいける）

　県内にある全国的にも有名なブランド豚を使用したとんかつマヨネーズサンド（これは量もカロリーも高いが、私はいける）

　そして私だけでなく多くの女子生徒の心を悩ましているハニーフルーツホイップとブルーベリーブレッド（男子にも人気だが、女子の間に入って買う勇気のある男子は少ない）。

　以上の四つが毎年の生徒大好きランキング上位を常に占めているのであった。生徒からは四天王パンと呼ばれているそれは製造には結構な手間のかかるものらしく、年四回の一週間限定でしか発売されない。

　そして先週が今年二回目のレア物パンの販売週間だった。発売されたのはブルーベリーブレッド（以下ブルベリとする）である。

　このブルベリこそが私と榎本さんを引き合わせた。

　レア物パン発売の発表は発売一週間前から昇降口近くにある掲示板にて告知される。毎週それをチェックしている私は先週の月曜から毎日昼に二つ以上購入しては、至福の昼休みと放課後を過ごしていた。

　そして最後の発売日を迎えた金曜の昼休み。いつものようにあの手この手でほぼ強引にブルベリを三つも確保し、満面の笑みで教室に戻ろうとしていたときだった。

　購買部の前で榎本さんと出会ったのである。同じクラスの子と一緒にブルベリを求めて訪れたらしいのだが、ひとつも買えなかったらしく二人揃って残念そうな顔をしていた。

　いつもの私ならそんな光景を見ても、これが現実だと思うだけでその場を立ち去る。しかしどういうわけか榎本さんの愛らしい顔に貼り付いた悲しみの表情が、（イカサマを使い）三つも欲張って買ってしまった私に罪悪感を抱かせた。

　結果、抵抗はしたものの見えない圧力に負けた私は、初対面の彼女達に苦労して買ったブルベリをひとつずつ差し出したのである。最初は遠慮していた彼女達だったが、私を助けると思って受け取ってくれと言われたことに押され、代金を支払って引き取ってくれた。






『――ありがとう』






　いきなりの私の出現に少々戸惑ってはいたものの、榎本さんは笑顔で対応してくれた。ブルベリを初めて食べると言っていたが、そんなことは言わなくても遅い時間に購入しに来た二人の姿を見れば、私ベテランには一目瞭然だった。






『私達いつもお弁当だから、パンを買う機会なんて全然なくて――』






　噂の味を知りたくて、二人共今日は弁当を持って来なかったらしい。






『――二組の榎本です。あなたは？』






　そうだった、と頭を抱える。あのときに自己紹介してたんだ。

　なんで忘れた？　あんな印象深い人と知り合ったというのに……。

　首を傾げたくなる。女の私から見てもすっごく可愛いと思える顔立ちなのに……。

　しかもただそれだけじゃなくて、言葉では表現できないオーラというかそんな魅力も持っている。それなのに、どういうわけか名前だけは忘れていた。

　暗記科目不得意だからか……。

　ブブっと私のスマホが振動する。授業中なので先生に見つからないように確認すると、また愛海からだった。実はさっきからスマホに愛海のお怒りスタンプが送られてくるのだ。めんどくさいので昼休みにちゃんと説明すると返信。

『了解』と、ニワトリが親指を立てたスタンプが送られてきた。

　私の席から左斜め四つくらい前の少し離れた位置にいる愛海の方を見ると、スマホをいじることはやめてノートに何か書き出していた。授業を受けているフリをして絵を描いている。嫉妬して怒っているかと思ったが、なんだか嬉しそうだ。






『――女の子なの』






　横顔を見ていると、またあのときの彼女を思い出す。






　紅くて強い――あの瞳。






　最初は信じられなかった私でも、好きになった相手を見た今なら本気だというのもわかるような気はした。榎本さんは容姿だけ見ても男子だけでなく、女の子も惹きつけるほどの魅力がある。

　愛海も内面に問題がある（本人の前では言えないが）とはいえ可愛い顔をしている（これも本人の前では言えない）けれど、榎本さんと比べるとまたそれは違う。

　同じ可愛いではない。別次元というかなんというか、あれが真の美少女ってやつなのかと思えてしまうのだ。

　何が違うって、まずあの体中から溢れるオーラが凄い。人間じゃないのではないかとそんな錯覚さえして神格化までしてしまいそうなほどだ。






　――うーむ。






　両腕を組んで下を向き、一人唸る。傍から見れば問題がわからなくて考えているようにしか見えないだろう。目線の先、机の上にはシャープペンシルと筆箱と真っ白なノートがある。どれも少しも動かそうという気になれない。

　少し顔を上げ再び愛海を見る。真剣な眼差しでノートに鉛筆を走らせていた。

　今愛海が描いているのは法隆寺だろう。少し前に姫路城を描き上げたので次は法隆寺を描き上げてみせると言っていたのを思い出す。富士山から始まった無駄にクオリティの高い愛海の落書き日本の世界遺産シリーズは高校入学の頃から続いている。






　――呑気に落書きなんてしているけど、これから一体どうすんの？






　小さい頃からずっと愛海と過ごし、彼女の恋愛イベントが起こる度に私は後方支援を担当していたけど、今回は何をすればいいのだろうか？

　相手が女子となると色々と難し――いや、むしろ同性だから近づきやすくていいのか。すぐ友達関係にもなれるし接近はしやすい。

　でもそこからどうやって恋人になるまで持っていくのかな。異性じゃなくて同性だし。






　――女の子同士か……。






　そこでざっとクラスを見回してみる。同じクラスなのにほとんど話したことのない女の子は何人もいる。彼女達の中にも、愛海と同じような子がいるのだろうか。隣のクラスにも上の学年にも下にもいるのだろうか。

　……なんだかみんなそうなんじゃないかとさえ思えてきた。愛海からあんな告白を受けてからというものの、頭がどうにもこんがらがっている。






『――女の子、好きになった』






　愛海の決断は本人が悩みに悩んだ上での告白だ。人によっては一生誰にも言えないまま終わることもある。そう簡単に言い出せることなんかじゃない。

　そんな彼女の決断に嫌悪感は少しもない。






　――でも、なーんか変な感じ。






　まあ、きっといきなりのことだったからだろう。私の中で上手く整理できてないだけだ。じきに慣れる慣れる。






　――好きな人が男の子から女の子に変わっただけだ。






　難しいことなんてない。どんな相手であれ、愛海の新しい恋を応援してやるべきだ。以前と同じようにやれるだけのことをやってやるだけでいい。

　よし、と自分の中で踏ん切りをつける。

　教壇の上の時計を見ると、もう時刻はチャイムが鳴る五分前になっていた。結局この時間、真っ白なノートを眺めるだけで授業は終わってしまった。

    
        
【第六話　志穂編】


「――だからこの前ブルベリがひとつしかなかったのか」

「そーゆーこと」

「なんで教えてくれなかったのよー」

「そりゃ聞かれなかったからねー」

　昼休み。愛海と購買部までの廊下を一緒に歩きながら、今朝のことを説明する。

　全て聞いた後の愛海は朝と同じふくれっ面。

「しかも自己紹介し合ってたのに忘れるなんて、信じらんない」

「昔から暗記科目苦手なのはよく知ってるでしょ？」

「あんな美少女を一度でも見たら普通忘れなくない？」

「う……」

　確かにそうだと頷ける。

　しかし顔は忘れていない。名前を忘れただけだと言い訳しようとしたが、言っても白い目で見られるだけなので言わなかった。










　購買部へ着くと、驚くべきことに榎本さんがいた。パンを買う列の最後尾に一人で並んでいる。






　――まじかー。






　慌てて肘で隣に立つ愛海をつつく。

「チビちゃん。ターゲットいるよ」

「……」

　返事なし。チビと言ったのに怒らないところから、まさかと思って顔を覗く。






　――あちゃー。






　見てわかるくらいに棒立ちで固まってる。恋愛中の愛海がよくやるフリーズだ。さっきまでは『また購買部へ来るかもしれないからチャンス！』だとか言って強気でついてきたというのに。






　――恋愛だとここぞというときに動けなくなるんだよなー。






　さてどうしたものかと思っていると、私に気づいた榎本さんが軽く手を振った。それを見た愛海は硬直が解けたのか、急に慌て出す。

「と、どうしよう！　手振ってくれたよ！　ねえ！　目も合った！　どうしよう！」と、私の袖を引っ張る。

「落ち着け。私に振ったんだよ」

　まるでアイドルのコンサートを観に来たみたいだ。行ったことないけど。

「とりあえず後ろに並ぼう」

　愛海にだけ聴こえるように言うと、彼女の手を引いて榎本さんの後ろへと向かった。愛海は心の準備がとか言っていたが、今行かなければ榎本さんの真後ろには並べない。ここは背中を押してでも行く。どっちにしろパンも買いたいので並ぶしか選択肢はない。

「今日もパンにしたんだ？」と、並んで早々に榎本さんにスマイルで話しかける。

「うん。先週食べたのがすごくおいしかったから、今日も同じものにしようと思ってたんだけど、残念ながらもう終わっちゃったみたいね」

「あれが毎日販売されてたら、激太りして大変なことになるよ」

　そうだね、と榎本さんは笑う。レア物パンの販売が先週で終わってしまったことに気づいていなかったみたいだ。






　――いかん。






　どういうわけか私も緊張してきた。不審に思われないように平静を装って話しているのだが大丈夫だろうか。榎本さんの表情を見る限りでは問題はなさそうに見える。






　――まあ私のことはどうでもいい。






　おい、と肘で隣のおチビをつつく。ちらっと横目で見てみると顔が無表情。再凍結しやがったな。

　このままでは何も進展しない。せっかくのチャンス（愛海にとっての）なので、無理矢理だがこのポンコツを紹介することにした。

「――紹介するね。こっちのおチビはクラスメイトの上塚ちゃんでーす」

　パン、と軽く愛海の背中を叩いて前に出す。ハッとしたような顔をしているので、おそらくフリーズは解除された。

「鈴木さんと同じクラスなんだ？　榎本です。よろしく」

　相変わらずの眩しいスマイル。そんな顔で愛海を見つめないであげてほしい。このままでは彼女が石化してしまう。

　石化光線に耐えられるか、それとも固まるか。勝負の見せどころ。

　行け！　強気で！　と私は愛海の背中をもう一度叩く。

「あ、どうもー。上塚愛海でーす」

　まるで漫才やる前の挨拶みたいだ。いくら緊張で頭真っ白とはいえそれはない。しかもチビって言ったのに怒らなかった。言われたことにすら気づいていないくらい今の愛海には余裕がない。愛海が弱すぎるせいか、状況はだいぶ悪い。

「職員室で何度か会ったことあるよね？」と榎本さん。

　愛海の寒い対応を微塵も気にした様子もなく、会話のボールをスマイルと一緒に投げてくれる。なんていい子なんだ。

「うん。職員室で何度か会ったね」

　それに比べてこの対応。オウムかよ。

　ツッコミたくなったがやめた。愛海は返事をするのにも窮している。

　そういえば二人がいつ出会ったのかをまだ聞いてなかったな。今の話からすると職員室で初めて顔を合わせたっぽい。

「上塚さんもよく購買部に来るの？」

「うん、毎日来るよ！」

　このままではダメだと思ったのか、無理矢理明るめの声を出す。購買部のパンは太るから絶対買わないと言っていたような気がするが……。






　――緊張して適当なこと言い出し始めちゃってるな。






　それにしても榎本さんは随分と友好的だ。自ら話題を振っては愛海と打ち解けようとしてくれている。見た感じ奥手そうなのに。

　私からしてみれば橋渡しをしないで済むので有難いことではあるが、愛海にとってみればそれがフリーズ要素にもなっている。好きな人からグイグイ来られれば当然かもしれないが、こんな状態がいつまでも続けば今回の恋も何も進展せずに終わってしまう。

　パンを買い終え、教室に戻るまで榎本さんと三人で会話したが、やはり愛海はいつも通りにできずにいた。フリーズはしなくなったものの、返事がぎこちない。私との会話のときだけ本調子だ。

「――綾あや」

　二年の廊下へ戻ってバッタリ出会ったのは、先週榎本さんと一緒に購買部へ来ていた女の子だ。前も思ったが背が私と同じくらい高い。二組のはずなのにどういうわけか三組の教室から出てきたな。






　――てか、榎本さん。下の名前綾っていうのか。






　綾、榎本綾――うん、いいね綾。合ってる合ってる綾。

「もう用事はいいの？」と、榎本さん。

「うん。ごめん一緒に行けなくて」

「今日は二人が一緒だったから平気だよ」

　私に気づくと「鈴木さん。この前はありがとう」と彼女から軽くスマイルを貰う。背が高く髪が短めなせいか、スポーツ少女といった印象を受ける。夏が似合う女の子だと思った。

「どういたしまして」と返した私は、そこでハッと思い出す。






　――そういえば、先週彼女とも自己紹介してたな。






　苗字が思い出せず、冷や汗が出る。

　愛海のフォローを期待したが、愛海は黙ってニコニコしているだけだった。

「――それじゃあね」と、榎本さんは合流した女の子と二組へ戻って行く。バレずに済んだとホッとした私は隣を見てみると、愛海が手を振りながらうっとりしていた。

「顔に出てるよ」と注意。

「うん。知ってる」

　わかっているのかいないのか、二人を見送るとフラフラと教室に入っていく。そして私の席に着くと「うひゃー」と言って机に突っ伏してしまった。

「ああー可愛いー。ヤバイヤバイ」

　顔を真っ赤にデレデレしている。

　机を挟んで対面に座る私は、その姿を見ながらパンとコーヒー牛乳を平らげた。愛海は興奮し過ぎたせいかお昼休みが終わるまでずっとこの状態だった。

「およ？　上塚ちゃんどしたのー？」と近くにいた寺ちゃんこと寺田万輝てらたまきちゃんが興味深そうに覗いてくる。

「春が来たからさ」と答えてやると「満開だねー」と言って、彼女は愛海の頬を人差し指でツンツン。

「上塚ちゃん。ちっちゃなネコみたいで可愛いねー」と彼女にいくらちょっかいを出されても、愛海は気にしていないのか怒ることなくデレデレ。

　はあーっとため息が出る。先行きが不安だ。

    
        
【第七話　綾編】


「――じゃあね。綾」

「うん。バイバイ」

　帰り道。いつもの場所で陽菜と別れた後、帰り道を真っ直ぐ進まずに道を右へ左へと適当に曲がっていく。






　――今日はどうやって帰ろうかな。






　ここから始まる一人の時間。特に考えもなしに、適当に選んだ道を歩く。

　とある通路を歩いていると、誰かが打ち水をしたのかアスファルトが水に濡れていた。足を踏み入れると僅かに水を弾く音がする。右手には平屋建ての小さな居酒屋が三軒並んでいた。

　店の前に前掛けをした男の人が開店の準備をしている。二本の赤いのぼりが玄関を挟むように立っており『美味い』『安い』の文字を強調している。






　――こんなところに居酒屋あったんだ。






　飲み屋街と呼ばれる街中から遠く離れた場所だ。ここからだと駅よりも住宅街に近いので、会社帰りのサラリーマン狙いではないことがわかる。

　その場を離れると静かな住宅街に入った。視線を感じたのでその方を見ると、とある家の駐車場からこっちを見つめる白い大きな犬を見つける。

　目が合ったので少しだけ近づくと、尻尾を振りながら鳴き出した。威嚇するような表情ではなく喜んでいる。






　――歓迎されてる？






　コッチへ来い来いと鳴いているように見える。嬉しいけど、近所迷惑になってしまうのでゴメンネと手で示してからこの場を離れる。

　そしてしばらく適当に歩いていると、今度は私の頭一つ分高い塀の上でこちらを見下ろす猫を見つけた。

　こちらをじっと見ている茶トラの猫はよく見ると少し太目。足を止め、なんとなく私もじっと猫を見つめ返してみる。猫は警戒することなく静かにじっとこちらを見ているだけだ。

「……」

「……」

　無言の時間が少しだけ流れる。猫は瞬きひとつしない。対抗するように私も瞬き無しで見つめ合う。どっちが先に瞬きするだろうか。

「――無理」

　早いうちに私の方から瞬きしてしまった。猫は相変わらず何も言わずにこっちを見ている。首輪はしていないが随分と人慣れしていた。

　一枚だけ写メを撮って猫から離れる。少し歩いた後にもう一度後ろを振り返ると猫はもういなくなっていた。






　――これからどこに行くんだろう？






　餌をくれる人の所へ行くのか、お気に入りの寝床へと向かうのかと色々と想像しながら道を進んでいく。

　最近、新しい趣味を探そうと思って散歩を始めてみた。冒険気分を味わう為になるべく知らない道を選び、家までの道のりを歩いていく。

　住宅街を抜けると見知った広い公園に辿り着いた。






　――ここに着くんだ。






　思ったよりも家に近い場所にいた。公園の外から中を見渡してみるが、昔と比べて少しも変わったところはない。

　公園内には携帯ゲームを手にした小学生くらいの男の子達がベンチに座っている。みんなゲームに熱中しているのか、誰もいないところでポツンと佇んでいるサッカーボールがなんだか寂しそうに見えた。

　公園から離れ、ふと見上げてみた空はもう赤く焼け始めている。僅かに見える紅く染まった雲が浮かんでいるのを見ると、どういうわけか購買部で会ったあの二人のことを思い出していた。






　――おもしろい二人だったな。






　鈴木さんと上塚さん。

　鈴木さんは先週パンを譲ってくれた優しい女の子で陽菜と同じくらい背が高い。長そうな髪をポニーテールにした姿は、普通の女の子にはないカッコ良さを感じる。

　もう一人の上塚さんは男子が噂しているのをよく聞く小柄で可愛いという言葉が似合う女の子。噂では誰に対してもフレンドリーだと聞いていたけれど、どういうわけか私と話したときの彼女は見てわかるぐらいに緊張していた。

　二人の会話は聞いていて面白かった。本当に仲が良いんだなと思える二人のやりとりは、見てていいなと思ったほど。






　――仲良くなれるかな。






　並んだ二人の間に、自分の姿を入れた光景を自然と思い描いてみる。想像の中の私は楽しそうにしている。

　自然と笑みが出てしまうので、慌てて周囲を見回す。

　良かった。誰もいないと思って角を曲がったそのときだった。






　――あ……。






　向こうから、小さな女の子を連れた女性がこちらに向かって歩いてくる。

　目にした瞬間、視線を合わせないように慌てて下を向く。

　知り合いではない。初めて目にする親子だ。向こうも私のことなど少しも知らない。

　親子の間に会話がないせいか、擦れ違う前から靴音がやたらと耳に響いてくる。

　意識するなと、自分の靴に視線を集中させながら歩いて彼女達と擦れ違う。女の子の視線を感じたけど、気づかないフリをして擦れ違い、少し早く歩いて二人から離れる。

　しばらく歩いた後に振り返る。当然、親子の姿はどこにも見当たらない。

　ホッと胸を撫で下ろしたと同時に、散歩これもダメだと一人ため息をついた。

    
        
【第八話　志穂編】


「あっつい……あついよー」

　燦々と照り付ける太陽がスクーターに跨る私の体をジリジリと焼いている。夏の広い空は太陽の光が雲を押し退け、空を支配していた。

　目的地へ向かっている最中、私の頭の中では魚が網の上でじっくりと時間をかけて焼かれる様が浮かんでいた。






　――魚はこんな感じ――いや、これ以上か。






　今度焼き魚を食べるときはいつもより深く味わって食べようと心に決める。

　赤信号で停車している最中にハンドルを握る自分の両腕を見てみる。今日だけでだいぶ焼けてしまっているだろう。慌てて家を出たせいで日焼け止めを塗るのを忘れていた。こんがり焼けているであろう腕を停車中だけ裏返し、内側の白い部分を焼くようにする。






　――早く青になってくれー。






　心の中でそう念じる。今は愛海のいる待ち合わせ場所へと向かっているところだ。事前に決めていた待ち合わせ時間は一時間以上も前の大遅刻。

　うっかり二度寝をしたのがいけなかった。次に目を開けぼんやりした頭でスマホを覗くと丁度愛海からスタンプが送られた。サングラスを掛けたニワトリが目を光らせながらリボルバーをこちらに向けるスタンプだったので、青ざめた私は慌てて家を飛び出したのだ。










　ようやく『オアシスハウス望月』へと辿り着く。バイクを停めておそるおそる店内へと入った。






　――いた。






　店内の飲食スペースに愛海はいる。テーブルの上に突っ伏しており、頭頂部がこちらに向けられている。傍にはピンク色のゴーグル付きヘルメットが置かれてある。






　――う、キレてる……。






　私の目に映る愛海は紫色のオーラに包まれている。そろりそろりと近くにある自販機から貢ぎ物としてビンコーラを二本買い、栓を抜いてからこっそり近寄る。そして彼女と向かい合うように椅子へ座った。

「遅い」

　コーラを愛海の前に置いた瞬間、突っ伏したままの彼女はそう言った。

「……さーせん」

「さーせんじゃない！　ちゃんと謝罪しろ！」

　ガバっと顔を上げる愛海に対し、私は深々と頭を下げて「二度寝しちゃった」と正直に遅刻の理由を言った。

「大変申し訳ありませんでした」

「せっかく早めに着いてスムージー飲もうと思ったのにー！」

「いやー申し訳ねーだ」

「もうぜっったい凄い列になってる！　今並んだら郁美いくみ達との待ち合わせに間に合わないじゃん！　志穂のアホ！」

　腕を組んで目を三角にする愛海。完全こっちが悪いので謝る以外することはない。頬杖をつき、少しだけ首を傾げて微笑む。

「ごめんね、まなみん♪」

「ぬあー！　まっすますイライラするー！　そのあだ名やめろって小三の頃から言ってんだろー！」

　頭を抱えて怒り狂う愛海。これはスイーツ奢らないと許してくれないパターン。

　今日は別のクラスにいる藤沼郁美ふじぬまいくみと岩崎真帆いわさきまほと私達の四人で街へ遊びに行く日だ。二人とは家が離れているので現地集合になっている。

　愛海は昨日、待ち合わせ時間よりも少し早めに着いて今話題のスムージーを飲みに行こうと誘ってきた。

「せっかく楽しみにしてたのにー」

「ほんとごめん。今度なんか奢るから」

「約束だよー？」と言って、愛海は立ち上がると腰に手をあててビンコーラをぐいっと飲む。

「ふーうまい！！　じゃあ少し早いけど待ち合わせ場所にいっとこっか？」

「そうだね。次も遅刻するわけにもいかないし、そうしよう」

「うん――ってちょいまて。メイクしてないけどいいの？　街だよ？」

「まあ仕方ないよ。遅刻した自分の所為だし」

「しゃーないから貸してやるよ。ちょっと待ってて」

　時間もあるでしょ、と愛海は座り直すとバッグから化粧道具を取り出す。

「え？　ここでするの？」

「家戻るまでの時間まではないし、誰もいないから大丈夫だよ。化粧水くらいは付けたよね？」

「いや……その、あの……」

「やってねーな？　普段からちゃんとやれって言ったじゃん」

「いやーちょっと慌ててたもので」

「じっとしてて」

「え？　い、いいよ。自分でできるって」

「だーめだめ。遅刻したんだから罰として私にやらせろ。ほら、じっとして」

「……遅刻の恨みとかいって落書きしないでよ？」

「だーいじょーぶ」

　サラサラと、手馴れた手つきで愛海は私の顔を作っていく。

　愛海にメイクしてもらうのはこれが初めてではない。元々メイク自体愛海に教えてもらったのだ。高校生になる前の春休みに愛海は突然化粧道具を持って家へとやってきたのである。






　――あれはびっくりしたなぁ。






　愛海先生のメイク講座だとかなんとか言いながら、ほぼ強制的にメイクの仕方を覚えさせられたのだった。

　いつの間にかどこかでそんなもの習得してきたのか。私に教える前に実の弟を実験台にして何度も練習してきたらしい。

　その話を知り合いの美容師さんに言ったら『その子に愛されてるね』とか言われ、なんだか気恥ずかしかった。






　――そういえばその美容師さんこと泉いずみさんはどうしてるかな？






　実家のことでしばらく国木を出るとか言って、それから顔を合わせていない。

　小さい頃から私の髪を切ってくれる美容師さんでもあり、母さんの学生時代からの親友。

　……そして母さんの葬儀の会場で誰よりも泣いていた人だった。

「……」

　いかん。今はそんなこと考えるなと、私の顔を作る愛海に話し掛ける。

「ねぇ？」

「んー？」

「化粧道具貸すのって嫌じゃないんだ？」

「嫌いな人じゃなければ全然いいよ」

「そーなんだ？」

「ん？　もしかして抵抗あった？」

「いや、そういうわけじゃないんだけどさ、なんとなく聞いてみた」

　ふーんと愛海はどうでも良さそう。黙々と手を動かし続ける。

「……」

　また会話がなくなってしまった。

　こういうときの愛海は真剣な顔をしてこっちを見るせいか、どうにも落ち着かない。せめて会話で紛らわそうとはするものの、見ての通りで会話は続かなかった。

　ああ、なんか気まずい。










「よしできた。ほれ、みてみ」

　ようやく終わったと、ホッとして携帯鏡を受け取って自分の顔を見る。






　――おほっほー。すごい。人の顔にメイクとかよくできるなー。






「――っておい。何も異常なしかよ」

「落書きすんなって自分で言ったんじゃん」

「いやー実はちょっと期待してたんだけどねー」

「そんな勿体無いことするか。化粧道具で遊べるほど現役ＪＫの財布に余裕なんてないわ」

「ほら、終わったんだし行くよ」と手を引っ張られる。

　クーラーの効いた店内から炎天下の外へ出た途端、強い日差しが待ち受けていた。早く秋になってほしいとギンギンに煌めく南中高度の太陽を軽く睨む。

「そういえば例のバイクってまだ見つかってないんだっけ？」

　父さんから（勝手に）借りた黒いスクーターを見ながら愛海は言った。例のバイクとは私が今購入を考えている小型バイクのことである。ホンダのクロスカブ１１０という日本では誰もが知っているスーパーカブというバイクの姉妹車種だ。

「まだ探し中」

「人気あるから中古でも高いんだっけ？　どれぐらいするの？」

「総額三十万以上は約束されてる」

「うわー高い」

「排気量１１０だし人気のバイクだからね。そんなもんだよ」

「これはダメなの？　このバイクおじさんから貰えばいいじゃん。普通にカッコイイいいし、志穂にも合ってると思うけど？」と、父さんのスクーター（ホンダのＰＣＸ１２５）を指差す。

「これ父さんのお気に入りだから絶対無理。頼んでも乗らせてくれないやつなんだから。今日みたいに父さんが家にいないときしか乗れないんだよ」

「――え？　そうだったの？　初耳なんだけど勝手にいいの？　私いつも後ろに乗せてもらってるけど、おじさんに悪くない？」

「うん。だから見つかったときは一緒に謝ろうね♪」

「共犯かよ！　ひっど！」

「アハハ。冗談だってば、そのときは一人で怒られるよ」

「……いや、私も一緒に謝るよ」

「大丈夫大丈夫。二人乗りしてることなんて絶対バレないから」

　はぁっと、愛海からため息を吐かれる。

「いや、バレるでしょ。おじさんが大切にしてるなら絶対バレる。だから私もしっかり怒られる。ゲンコツでもなんでも貰う――」

　そして私をビシッとなぜか小指で指差し、ニヤリと小悪魔的に笑う。

「――そして貰った分だけケーキ奢ってもらうぜ」

　勝手に共犯にされたことに対する報復宣言がきた。










「よし、準備万端」

　ヘルメットを被った愛海がバイクの後ろへ跨る。このヘルメットはバイクの後ろに乗るためだけに彼女が大手通販サイトのArujanアルジャンで買ったものだった。私が免許を取ってから一年後に二人乗りができるようになったと聞いた途端、後ろに乗せると一言も言っていないのにも関わらず購入してきたのである。

「それじゃあ行きますか」

　街に向かってスクーターを走らせる。二人乗りができるようになってからは街までバイクで行くことの方が多い。

「バイクでもあっついねー」

　走行しながら話すものだから、愛海の声は少しだけ大きい。

　確かに夏は早朝か夜でなければ快適な走行は望めない。日中は汗もかくし強い日差しのせいで日焼けもしてしまう。

　二十分ほどかけてようやく街へと辿り着く。駐輪場にバイクを停め、待ち合わせ場所まで徒歩で向かう。

　約束時間十分前だったが、既に郁美と真帆は早めの到着をしていた。

　そして二人がこちらに気づく。おーいと私が手を振りながら近づくと、郁美も真帆も私を見ては互いに顔を見合わせてニヘヘと笑い合った。

　なんだ？　と思いながら二人の前に辿り着く。

「志穂。今日愛海にメイクしてもらったろー？」と郁美に言われる。

「……なんでわかんのよ」

　会って一秒で見破られた。なんで？

    
        
【第九話　志穂編】


「榎本さんなら知ってるよー」

　郁美は五段重ねのアイスの一番上にある抹茶アイスを齧りながら答えた。






　――よく五段も食べるな。






　見てるこっちがお腹を壊しそうになる。夏によく食べるものとはいえ、一度に五段もアイスを食べようと思うのは郁美ぐらいしか見たことがない。

　去年同じクラスだった郁美と真帆は榎本さんとは小学生の頃からの知り合いだった。クラスは違ったけれど、何度か遊びに行ったこともあるらしい。高校に入ってからもたまに話すこともあるという。それを知った愛海は二人に榎本さんのことをさりげなく尋ねている。榎本さんに彼氏がいるかどうか探るためだ。

「小学校も同じだったけど、そのときは一度も同じクラスになったことはなかったよね？」

　真帆が郁美に尋ねる。

「そうそう。でも何度か遊んだことはあるよ。見た感じはお嬢様って感じだけど、ふつーに氷鬼とか警泥やってたし。運動神経良くて頭もいいから結構最後まで残ってた記憶がある」

　郁美と真帆も榎本さんに対して抱くイメージは同じだったようだ。小学生の頃からそんな雰囲気を漂わせていたとは……。






　――てか榎本さんが氷鬼とか全然想像つかないな。ピンチのときはバリア張ったとか言うのかな？






「本当のお嬢様じゃないんでしょ？」と愛海。

「あたしらと同じ普通の家だよ。でもみんな最初は勘違いするよね」

　なんたって超美少女だし、と二段目のラムネアイスを食べ終える郁美。彼女が食べているアイスは色が全て違っている。上から緑、水色、紫、茶色、オレンジとなっている。

「凄いモテそうだよね。カッコイイ彼氏とかいそう」と言う愛海。私からしてみれば白々しいが二人はどう思っているのだろうか？　見た感じは疑っているようには見えない――っていうか二人には榎本さんを好きになったこと言わないのかな？

「性格もいいし男子に人気はあるとは思うけど彼氏はいないんじゃないかな？　中学時代もそんな話全然なかったし――だよな？　真帆」

「うん。なかったと思う。近づこうとする男子はいっぱいいたみたいだけどね。でも難しいみたいだよ。中学の頃同じクラスの男子が榎本さんって独特のオーラがあるから近づきにくいって言ってたし」






　――オーラがあるから近づきにくいか。






「――えっと、つまり未だにその榎本オーラを打ち破る猛者はいないってこと？」と私が尋ねる。

「なんだよ榎本オーラって」と郁美が笑う。その拍子に残り二段のアイスが落ちそうになったがなんとか持ちこたえる。

「榎本さんと付き合った男子はいないと思うよ。本人も男子には興味ないんじゃなかったかな？」






　――ほええ？　男子に興味ない？






　朗報じゃないかと愛海の方を見ると目が星になってキラキラと輝いていた。






　――ポーカーフェイス！






　肘でつつくと愛海は慌てていつもの表情にスッと戻る。まるで文楽の人形だ。

「榎本さんといえば、可哀想な話あったよね。ほら、お母さんが消えちゃった話」






　――え？






　突然の話に愛海と私は一瞬硬直する。消えちゃった？

「え？　どういうこと？」

　おそるおそる尋ねる。私の頭の中では、女性が宙に浮かぶ円盤から射出された光線によって空へと引っ張られていくところをイメージしていた。

「行方不明とかじゃなくて、お母さんが若い男と浮気していなくなっちゃったって話なんだ」

「……マジ？」

「マジだよ」

　しまったと頭を抱えそうになる。それは聞いてはいけない情報だ……。

　愛海は面食らっている。ただ恋人がいるかどうかを聞きたいだけだったのに、余計なことまで聞いてしまった。

「中二の頃だったかな。いつの間にかそんな話が流れてきたんだよな？」と郁美は真帆に確認する。

「うん。最初はみんな嘘だと思ってたんだけど、それが広がり始めてからは榎本さんのお母さんの姿もパッタリと見かけなくなったし、本人も学校休んでたから、みんな本当なんだってわかっちゃったんだよね」

「そうそう。一か月くらい来なかったんだよ。榎本さん人気あったから同じクラスの子達が心配してたんだけど全然連絡取れなくてさ。みんなもう学校に来なくなっちゃうんじゃないかって思ってたんだ」

「でも戻ってきてくれたんだよね。いつも通りの笑顔で何事もなかったようにして。それで周りのみんなも噂のことには触れないようにはしてたんだけど……」

　真帆がそう言葉を濁す。その先を予想した私は聞いてみた。

「誰かおもしろがって聞いたやつがいたんだ？」

「……そうなんだよ」と不快感を露わにした郁美。

「ホント不思議だよなー。そういうやつってなんでそういうことするんだろうな」

「榎本さんは何も悪くないのにね」と真帆も嫌そうな顔をする。

　どんな人かは知らないけど二人がかなり嫌っているのがわかる。まるでそいつを目の前にしているかのような不快感の表し方。

「でも榎本さんって凄いなって思ったのがさ、そのとき少しも隠そうとしたりせずにサラッと普通に答えたんだってね。自分のお母さんが若い男と一緒に消えちゃったこと」

　あたしだったら絶対キレるなーと郁美が言って真帆も頷く。

「……榎本さんって――」

　ずっと口を閉ざしていた愛海がようやく口を開く。

「――強い子なんだね。私だったら、そんなことがあったらもう学校行けなくなっちゃうと思う……」

　愛海は私の方をチラッと一瞬だけ盗み見る。私に気づかれないようにしているつもりなのかもしれないがバレバレだった。

　多分、愛海は母さんが死んだときのことを思い出している。






　――こんなときに何を思い出しているのだろうか。






　もう昔の話だ。それに榎本さんとは同じ母親を失ったでも状況が違うよと暗い顔を見せる彼女に言いたい気分。

「……」

「……」

「……」

「……」

　会話の糸がプッツリと切れたせいか、みんな無言になってしまう。周囲の音まで消えたかのように完全に途切れてしまった。






　――余計な話をし過ぎたな。






　このままではせっかくの休日が台無しだ。何か別の話題をと思っていると、突然真帆が「パックんちょ」とこの沈黙を破ってくれる。

　郁美が残していた最後の溶け掛けアイスをほったらかしにしていたのを狙い、思いっきり齧りついたのである。

「おいコラ！」と、怒る郁美。

「溶けて無駄にするくらいなら、私が食べるでござる」

　怒る郁美とは裏腹に、真帆は口の周りを汚しながら噛り付いたアイスをおいしそうにむしゃむしゃと食べている。

　そのやりとりに私と愛海は噴き出して笑った。

    
        
【第十話　志穂編】


「それじゃーねー」

「また明日―」

　郁美、真帆の二人と別れた帰り道。私と愛海はしばらく互いに何も話さずにいた。

「――まだ気にしてるの？」

　バイク置き場に着いてから尋ねてみる。遊んでいるときの愛海は極力顔に出さないようにしていたが、少し落ち込んでいるのがなんとなくわかった。

「なんか余計なこと聞いちゃったなって思って……」

　本人がいないからって、ああいうこと聞くのは良くなかったねと愛海は言う。

「仕方ないよ。別に悪意があったわけでもないんだしさ」

「そうだけどさ……」

「それに今回じゃなくてもいずれ別の形で知ることだったとは思うよ。だから榎本さんの前では顔に出さないように気をつけよう」

　愛海の背中を叩いてやる。うんと頷く愛海だったがそれでも表情は晴れない。おそらく今日一日が終わるまで、この状態は続くだろう。

　けど明日になれば気持ちを切り替え、いつも通りの顔ができるのが愛海だ。だからこれ以上は何も言わなくていい。

　ほら、帰るよと彼女のヘルメットを渡してやる。










　スクーターの音を響かせながら、河川敷沿いにある原付専用道路を走っている。行きも帰りも利用するこの道は思ったよりも利用する者は少ない。おかげでこの直線道路をのんびりと走ることができる。

　昼は熱くて辛いだけの道も今は気温が下がっているのと日差しが弱いせいか、走行は苦ではない。夕暮れの河川敷には犬の散歩やランニングをする影がチラホラ浮かんでいる。日の沈んだ空に赤黒く染められた雲が浮かんでいる。昼には一つも見えなかったはずの雲は、空を占拠するようにその姿を現していた。

「ねぇ――」

　前を見ながら愛海に尋ねる。今走っているこの区間は三十キロ制限があるので低速で走行しなければならない。つまり今なら声も届きやすい。

「――何であの二人には榎本さん好きになったこと話さなかったの？」

　四人で遊ぶことになったとき、私はてっきり二人にも話すのかと思っていた。

「二人には話さないかな」と愛海は即答し「ていうか話せない」と付け足す。

「なんで？」

「そう簡単に言えないよ。志穂みたいに長い付き合いじゃないと言えない。二人とはまだ知り合って一年だし、それなりに理解しているつもりではいるけど……でも、だからといってそう簡単に言えることなんかじゃないよ」

「じゃあ決着がついても言わないんだ？」

「うん。志穂にしか言えない。もしこれが男の子を好きになったとかだったら、普通に言えてたんだとは思うけど……そうじゃないからさ」

「あのさ――」

「前見ろー」

　ほんの少しとはいえ、後ろを振り向いたせいで愛海に軽く背中をパンチされてしまう。これはイカンと運転に集中。

　でも、どうしてもまだ聞きたいことがある。






　どうして好きになったの？






　さきほど言いかけたけど遮られてしまった言葉。

　今聞かなければならないことではない。

　愛海の家に着いてからでも聞けばいいことではある。

　けど……そのときに本当にそれを聞けるかどうか自信はない。今でなければ聞けないような、そんな気がする。

「志穂はさ――」

　突然、愛海の口が開く。うっかり振り返らないように前をぐっと見つめる。

「――榎本さんを見たときにどう思った？」

「どう思ったって？」

「第一印象。正直に言って」

「……お嬢様みたいだと思ったかな。なんか私達とは違うような気品っていうの？　そんなものがあるように感じた」

「郁美と真帆も同じこと言ってたね」

「愛海もそうだったの？」

「第一印象は違うかな――」

　少しの間を置いて愛海はそのときのことを話す。榎本さんと職員室で初めて出会ったときのことだった。

「――正直に言うと、一目惚れだったんだ」

　口調の真剣さに、冗談は挟めない。

「中二の頃に男子に恋したときと同じ感覚がしたの。三秒くらいだったと思う。その間、ずっと榎本さんに目を奪われてた」






　――三秒間。






　それは恋をした時間だと愛海は話す。

　その間ずっと愛海は榎本さんに見惚れていたらしい。

　目を奪われ、そして心が奪われた時間。

「榎本さんがいなくなった後も、ずっと頭から離れなくてさ――」

　そのとき自分が何をしていたのかさえ忘れてしまうほどに、恋する相手が頭から離れられなくなる。学校が終わって家に帰ってもその人のことを心は追い続ける。

　そう話す愛海の声を私の耳は一文字も聞き漏らさない。

　人に恋をするという感覚。妙にその話が私を引き付けていたせいか、愛海の言葉ひとつひとつが頭に強く響いていた。

「――本当に恋してるかどうか少しだけ考えたりもしたんだ。時間が経って冷静になれば、ただ榎本さんに見惚れていただけで、これは恋じゃないんじゃないかって思ったの。でも違うんだよ。何回自分に尋ねても変わらないの」

「……」

「――私、本当に恋してるんだよ。榎本さんに」

　そこから愛海は何も話さなくなった。

　私も何も言わず、互いに真っ直ぐ前を見る。

　視線の先。遥か遠くにある赤かったはずの空が紫へと変わっていく。どこを見てもあったはずの赤色はもう僅かしかない。

　それを二人、黙って見つめていた。

　赤い光の残滓が微かに残った、僅かな時間でしか見ることのできない空を帰り着くまでずっと。

    
        
【第十一話　戸田自転車商会編】


　トラックの荷台からバイクを降ろしていると、ちょうど女房が帰って来た。

「どしたのそれ？」と、降ろした白のクロスカブ１１０を見ながら言った。

「この前言ってた守屋もりやさんとこのバイクだよ。今週中に引き取ってくれって言われたから今引き取りに行ってたんだ」

　守屋仙太郎もりやせんたろう。今年で八十一歳の誕生日を迎える前に急死した大地主。八十代とは思えないくらいの元気の良さで、この付近では知らない人のいない豪快なじいさんだった。

　最後に会ったのは三週間ほど前。自宅の広い庭をたった一人で掃除していた彼と縁側で一緒に茶を飲みながら話していた際、百二十歳まで俺は生きると豪語していたのを聞いてそうだろうなぁと思っていた矢先の話だった。

　病気ではなく事故死だった。山へ登り崖下を見下ろしていたところで足を滑らせて転落したのだという。実にあっけない話だった。

　その山に登った日の翌日は守屋さんとこの次男夫婦が遊びに来る日だった。駅に着いたにも関わらず、迎えに来るはずだった守屋さんと連絡が取れないことに胸騒ぎがしたらしく、迷うことなくその場で警察に連絡をしたという。

　家を尋ねても誰もいないということで行方不明事件として警察による付近の捜索が始まり、次男夫婦もいろんなところへ電話をかけては父親の行方を捜していた。　

　守屋さんが行方不明になったのを俺が知ったのはそのときだった。次男から彼の行方を尋ねられ、知らないと答えたときの悲しそうな声に俺も何かしなければと思って仕事の合間を縫っては彼を知っている関係者に電話を掛けたりと捜索の手伝いをしていた。

　そして捜索２日目。崖下で守屋さんの遺体は見つかった。

　守屋さんが付近の住民へ山に行くという話をしていたおかげか、獣に荒らされるようなこともなくすぐに見つけ出すことができた。

　残念な報せを聞いて悲しんだやつは多かった。妬まれることはあったかもしれないが、恨まれるようなことはしない人だったので葬式には多くの人が涙を流していた。

　彼の遺体が見つかったと聞いたときから、俺の頭はボンヤリとしていた。

　そのせいかそこから先の記憶が僅かしかない。いつの間にか葬式の会場で守屋さんとの最後の別れを済ませ、いつの間にか日常へと戻った。一連の出来事はたった一瞬のことのように過ぎていったせいか、まるで作り話のような感じがしてならない。

　日常へ戻ってもボンヤリ感は続いた。そのせいで仕事なんてする気になれなかったが、その日に限って朝っぱらから自転車のパンク修理の依頼が多かった。さっさと終わらせようと作業に入るものの手順が悪い。時間がかかりそうだなと思っていたところで守屋さんの長男から電話が入った。いらないバイクがあるから引き取ってほしいとのことだった。

　長男が言うには、守屋さんはいらない自転車や原付の処分はウチに任せるようにと遺言書に書いてあったらしい。

　俺は百二十歳まで生きる。そう豪語していた男は遺言書をわかりやすいところへ置いていたのだという（おそらく何かあったときの為に以前から準備してあったのだろう）。

　家族の誰も引き取らないで余った一台なので、遺言通りにお任せしたいと言われ、俺はそういうことならばと、もう行くこともないと思っていた守屋さんの家を尋ねた。

　家主のいない大きな家の中では息子さん達が右往左往していた。家の整理をしていたその光景を見て、どうにも心がざわつく。

　別段おかしなことはない。彼らは死んだ人の遺品整理をしているわけだ。悪いことでは全然ない。

　……けれど。なんとも言えない気持ちでいた。

　自宅の家具や家電等の遺品は息子さん達がほとんど整理していたが五台も所有していたバイクの内の一台だけが余ったという話を長男から聞きながら、複雑な心境でガレージへと向かう。

『あれです』

　そう案内された広いガレージで、このクロスカブがポツンと一人寂しく佇んでいるのを目にしたときは暗い所にいたせいか。なんだか主を失くして泣いているようにも見えた。

　おいおいと驚く。まだ大分綺麗な車体。寂しく感じさせた印象とは裏腹に遠目からでも新品のような輝きを放っていたそれはウチで購入してから半年も経っていないせいもあるが、それにしたって近づいて見てもほとんど傷がなかったのには驚かされた。

　本当にコレを引き取ってしまってもいいのだろうかと息子さんに尋ねたが、迷うことなく構わないと言われた。










「なんで息子さん達は引き取らなかったのかしら？」

　腕を組みながら車体をジロジロ見回す女房が言う。

「別のバイクは持ってったけど、これはいらないんだとよ」

　他のバイクだけで手一杯だったのだろう。地方と違って息子さん達は皆大都会に住んでいる。置き場所なんてそこまで確保できまい。息子さんからも大切にしてくれそうな人に安く売ってやってくださいと言われた。

「もったいないわね。新車で購入したばかりでまだそんなに乗れてなかったんでしょ？」

「仕方ねーだろ」といいながら、ウチで新車購入してくれたときの守屋さんを思い出す。納車が楽しみだと語っていた。大事にするぞと言っていた通り、ガレージで見たコイツはしっかりと磨かれてあった。本当に大事にしていたのだ。






　――いかん。涙出そうだ。






「いくらで売るの？」と話す女房は俺が泣きそうになっていたことに少しも気づいている様子はない。

「あー……そうだな。大事にしてくれそうな人なら安く譲っても構わないと言ってたけど、どんなやつが来るかわからんからなぁ」

　守屋さんの所有していたものだと考えると、どんな客でもいいということにはならない。めんどくせーやつには絶対売りたくはない。

「恵けいにあげたら？　あの子のバイク相当古いんだからこれに変えさせればいいじゃない」

「いらねぇって言うぞアイツ。去年買った四十年ぐらい前のやつが相当気に入ってるらしいからな」

　今年高校生になったばかりのバカ息子は誰に似たのか昭和の古いバイクにご執心だ。レトロ感あるのがいいと言って今どきのバイクには全く興味を示さない。

「じゃあネットに載せるのね？」

　載せると変な輩が来そうだからあまり載せたくない……が、載せないと売る気ないのかと女房がうるさい。

「ちゃんと以前のオーナーが死んだってことも書いといた方がいいな」

「そうしたほうがいいわね。でも中古とはいえほぼ新品なんだからすぐに売れるわよ」

　間違いない。知り合いで不動産やってるやつから聞いたが、今の若者はいわくつきの事故物件だろうがなんだろうが家賃が安ければそんなこと少しも気にしないらしい。

　バイクでも同じことだろう。前のオーナーが死んだ話など少しも気にしないはずだ（そもそも事故車ではないわけだし）。ネットに載せれば買い手がなくて困るというようなことはないはず。






　――あっという間に売れちまうんだろうなぁ……。






　それじゃあ写真撮ってパソコンに移しとくわねと、女房がデジカメを取りに奥へと入って行く。足音を聞きながら俺はポツンと寂しそうな顔をする車体を眺めていた。










　そしてネットに掲載してから一日もしない内に何件か電話が入って来た。県外からもかけて来たやつがいる。安いだけあって電話は殺到した。

　現物を見たい。電話してきた客のほとんどがそう言ったのでいつでもどうぞと応えてやる。

　翌日からぞくぞくと客は現物を見にやって来たわけなのだが、思った以上にろくでもない客が多かった。

　まず異常な安さを心配したのか、安くなったその経緯を聞いてくるのがほとんどだ。来店した客にいちいちそれを説明するのは面倒だったが、疑う理由もわかるので逐一説明。

　それだけならまだいい。その後に厄介なことをしてくるやつが多かった。

　もっと安くならないかという値下げ交渉。前のオーナーが死んだということで勝手に事故車扱いしてくるせいか、やたらと態度が鼻につくやつが多かった。

　これ以上の値下げは受け付けないと言っているのにも関わらず、しつこく値下げを迫ってくるやつもいたので頭に来て追い返したこともあった。大分安く売っていてウチの儲けなんてゼロに近いというのに、なんであそこまで欲張るのか俺には理解できない。中には舌打ちするふざけた野郎もいたのでケンカ騒ぎにまでなってしまった。

「あんたが客相手にケンカなんてするから」

　近所の人から警察を呼ばれたことで女房からもそう文句を言われた。悪いのは向こうの方だぞとますます怒りが貯まる。

「商売人なんだから上手に売りなさいよ。客なんて誰でもいいじゃない」

　客の態度なんて気にせずさっさと売っ払っちまえという態度は結婚してから何度も見せられているが、内心イラついている。商売人の嫁としては正解なのだとは思うが、多少の人情も持っていないというのは理解できない。

「どうせウチの儲けなんてわずかなんだからさ」

　そう愚痴をこぼされる。できる嫁で信頼できるところはあるが、こういうところは何年経っても合わない。

　結局俺がケンカ騒ぎを起こし過ぎたせいでバイクは売れずに残った。あまりにもムカつく客が来るという理由からウェブに掲載していたものを削除したせいもある。電話が殺到した当初はすぐに売れるだろうと思っていたが、今はさっぱり来なくなった。おかげで女房にチクチクと非難される日々が続く（いいかげんほっとけと、俺は完全に無視を決め込んだ）。

　客を選んでいたら売れるものも売れないというのもわかっている。だがこの車体だけはそんなに軽い気持ちで売りたくはなかった。

　今売れなかったとしてもそれでいい。この客になら売ってもいいと思える日が来るまでいくらでも待つ気持ちでいた。店内のスペースだってそれなりにある。困ることなんか少しもない。






　――明日信頼できる知り合いに聞いてみるか。






　知り合いにカブ好きなやつが何人かいる。そいつらに話せば喜んで引き取ってくれるかもしれない。

　業務終了時刻になったので店を片付けシャッターを閉める。そして店内の電気を消そうとして、ふともう一度件のバイクに目をやった。






　――やっぱ悲しそうだな。






　あの家のガレージだからああ見えたわけではなかった。ウチに来て他のバイクと並んでいても悲しそうにしている。

　なんとかしてやらねばと、犬猫の里親を探すような気持ちになっていた。

    
        
【第十二話　愛海編】


　夏休みを目前に控えた授業はいつもより雰囲気が違っている。

　クラスの大半が授業を受けるフリをしながらスマホを操作。そしてノートに何かを書き込んでいる。みんな夏休みの計画を立てているのは間違いなかった。






　――わかりやすー。






　朝行われた席替えで運良く窓側の一番後ろの席をゲットした私は、早速教室内の早い夏休みモードに気がつく。

　ここでさえクラスのみんなをよく見渡せられるのだから、教壇の先生もみんなが何をしているかはわかってるはず。






　――珍しく志穂もスマホいじってるな。






　新しい志穂の席は私の右隣から四つ前にある。私の位置からだと志穂の行動は筒抜けだ。






　――髪伸びたなぁ。






　志穂の背中の上でポニーテールが揺れているのをぼんやりと見ながら思った。小中も短かった志穂が中学の終わり頃から髪を伸ばすようになって、あそこまで長くなった。






　――おばさんを意識してるのかな。






　志穂のお母さんは今の志穂よりも髪が長かった。志穂と違って優しくて綺麗な私の憧れだった人。






　――まあ、志穂も可愛いけどさ……。






　本人の前では恥ずかしくて言えない。どちらかというと可愛いではなく美人に入る。年々おばさんに似るようになった。

　最初にそう思ったのは中学の頃だった。ふと見た志穂の横顔が死んだおばさんの顔と重なったのである。

　見た途端、すごく不思議な気持ちにさせられた。なんだか志穂が志穂じゃないように感じたというか……。

　しかしいくら面影が似て来ているといっても、やはり志穂は志穂で普段の彼女からはおばさんみたいな感じは少しも出てこない。内面もおばさんに似てくるどころか実際は逆で、どんどんおじさんに似て来るようになった。

　高校二年になった彼女を振り返ってみると、見た目だけはおばさん似。そして中身は100パーセントおじさん似だ。

　色々勿体無い親友だとスマホをいじり続ける志穂を見る。そういえばさっきから何してんだろ？　授業開始からずっとあれで珍しく真剣。

　夏休みの計画を立てているわけではなさそう。志穂が夢中でスマホを操作しているときは欲しい物を探しているときぐらいだ。あいつはスマホゲームなんて全然やらない。






　――多分バイクだな。






　相変わらず難航しているようだ。志穂が恋してやまないって言ってたクロスカブとかいうバイク。確かにアウトドアな感じで見た目カッコイイかもしれないけど、志穂なら背も高いんだしもっと大きいのを買えばいいのに。あーでも大きいのってなるとお金足りないか。

　暇だし志穂に似合いそうな安くてかっこいいバイクをスマホで探そうかと思ったけどやめた。何を見せても彼女にはあれしか見えてこない。一途な女の子には何を見せても意味がない。






　――あーあ、退屈。






　こういうときは落書きの続きといきたいところだけど、今はできない。

　シャーペンをクルクル回す。やる気がないのではなく、続きは描きたいけど下調べがちゃんとできてないから描けない。

　今描いているのは法隆寺。それの五重塔の一番上の屋根に突き刺さってる棒みたいなところを描いている。

　そしてあれの詳細が知りたい。できれば屋根の瓦部分の拡大画像もみたい。

　スマホで検索してみても、求めていた画像はなかなか見つからない。学校か図書館にありそうな法隆寺の全てみたいな本を借りるしかない。

　結局、この時間は何もしないままボンヤリと黒板を見る。教壇の上に立つ先生は静かに文章を読みながら解説を加えている。けれどその内容を把握している生徒はクラスに半分もいないだろう。先生もそれは承知している。授業を妨害するような話し声が聴こえない限り、先生はほとんど注意しない。生徒がスマホをいじっていることも何とも思わないタイプなのだ。

　黒板を眺めることにも飽きてきた。今度は机の上にある教科書を見ながらボンヤリする。

　そうしていると昨日郁美と真帆が言っていたことを思い出していた。


『榎本さんのお母さん。若い男と一緒に出てったんだって――』


　はぁっと、頭を抱える。余計な事聞いちゃったなと。

　志穂に言われた通り、これからは榎本さんと会ったときには顔に出ないように注意しないと。






　――ん？






　ちょっと待てと自分に言い聞かせる。

　考えてみたら私と榎本さんってまだ友達にもなれてない。

　購買部で会って、ちょっと話しただけ。それだけでそれ以上は何も起こっていない。あれから購買部でも見かけなくなったし……。

　ただでさえ接点なんて全然ないのに、なにを先に進んだ気でいたのだろうか。しかも知り合うキッカケ作ってくれたのは偶然とはいえ志穂だったし。






　――私……何もしてない。






　これでは三年前と全然変わらない。今度こそは自分から積極的に動こうと思っていたのによくよく振り返ってみれば何もしていなかった。最初の決意はなんだったのだろう。






　――このままじゃダメ。何かしないと。






　そこですぐに思いついたのが放課後下校に誘うことだった。一緒に帰って、まずは連絡先を交換し合うところまでいかなければ。






　――よし！　早速今日の放課後志穂と一緒に行こう。






　そう思っていたそのときだった。

「ふぁっ！？」

　突然の大きな声。アンビリバボーというようなニュアンスの声が静かな教室内に響き渡る。体がビクっとなったのは私だけじゃないだろう。

　おそるおそる声のした方を見てみる。






　――え、志穂？






　声を出したのはまさかの志穂。何があったのかスマホ片手に固まっている。そしてようやく自分がそんな声を出したことに気づいて顔を上げる。しまったと思ってるような表情を出したけど、いや、遅いから。

　クスクスと笑い声が聴こえてくる。先生はため息を吐きながら両腕を組むと、

「――無課金でいいの出たのか？」

　と軽く睨みながら尋ねる。スマホを持って固まる志穂が脂汗を垂らしているのが背中越しでも伝わってくる。

「……何の話っすか？」

　志穂の返事にドッとクラス中で笑いが出る。スマホゲームをしない志穂には全くわからないセリフだっただろう。

　先生は志穂から「後で取りに来い」とスマホを取り上げると、パコっと教科書を丸めたもので頭を軽く叩いていた。志穂は恥ずかしそうに赤面しながら殴られた頭をさすっている。見ているこっちも恥ずかしくなってきた。もーなにやってんのよ。










　授業が終わり放課後となった瞬間、志穂は物凄い速さで教室から出て行った。

「鈴木のやつどーしたんだ？」

「さあ」

　私も含め、みんなあ然としている。すごい慌てようだった。

　どうしよう。これから榎本さんを下校に誘うのに一人じゃ不安だからついて来てもらおうと思っていたのに、声を掛ける暇すら与えてくれなかった。

　血相変えて走ってたけど、たかがスマホ取り返しに行くだけにしては随分大げさだったな。とりあえず無事に取り返せることを予想して連絡しとこうと思った瞬間、志穂から連絡。取り返してくるの早っ。






『バイクミツカタイテクル』






　まるで宇宙人からのメッセージのように見える本文を見ながら授業中のアレはそういうことかと納得。つまり志穂はこれからバイク屋まで全速力で向かったということか。

　そうなると私は一人で榎本さんを誘いに行かなければならなくなるわけで……。

「……」

　そうなってしまった途端、余裕が一瞬で消えて無くなる。志穂なしで言うにはハードルが高すぎる。






　――まあ多分……榎本さんも毎日一緒に帰る人いるわけなんだし。私が誘っても意味ないよねー。






　などと自然に思っている自分にハッとなる。

　これではいけない。一人で行かなければならなくなるとすぐに実行しない言い訳を考え出す。いままでに何度もやってきた自分の悪い癖だ。これがいつも失恋の引き金になったんだ。これはダメ。もう無理矢理にでも行こう。

　自分に鞭を打ってぶっつけ本番で二組に行って榎本さんを誘うことにした。






　――余計なことは考えない！　行動しよう！






　偉大な昔の映画俳優の名言をヒントにその答えを導き出す。そうだ。その通りだと足を動かしてズイズイ進んでいく。この時点で心臓ドキバクだ。緊張で上手く話せる自信なんてゼロだけど、もうなるようになれと自分に渇を入れる。

　こうして私は玉砕覚悟の精神で二組の教室へと足を踏み入れたのであった。

    
        
【第十三話　戸田自転車商会編】


「――何やってんのあの子」

　今さっき来たばかりの変わった客を見た女房は予想通りの質問を小声で投げてきた。

「……例のバイクの購入希望者」

「え？　あの子が？」

「ああ」

　女房はまたチラっと、店頭に置いてある車体を見下ろす学生服姿の客を見る。俺もそれに誘われるように見た。

　バイクの前で突っ立ったまま一言も喋らない客は目を閉じると、涙を一筋流したので俺も女房もぎょっとする。






　――おいおい。何があったんだよ……。






　店の前で若い女が涙を流しているなんて近所のやつらから勘違いされそうで怖い。ただでさえケンカ騒ぎを起こして嫌な目で見られているというのに。誰にも見られてなければいいんだが……。

「あの子どうしちゃったの？」と女房。こっちのセリフだ。

　店にいきなりやってきたのが女子高生だったので自転車でもパンクしたのかと思いきやまさかのバイクの購入希望者。自転車を全力で漕いできたらしく、ぜぇーぜぇーと肩で息をして汗だくだった。

　おまけにバカ息子と同じ国木の学生。俺と女房の後輩でもある。

　スマホでウェブに掲載されていたのを見て来たと言っていた。掲載したものは全て削除した気がしたのだがまだ消し忘れがあったか。

　さて、どうするのかねとおじょーちゃんの方を見る。さっきからバイク見たままああして自分の世界に入ること四十分が経過。いつまでやっているのかわからんが、そろそろ何かしらの動きをみせてもらわないと困る。

　そもそも国木はバイク通学禁止ではなかったか？　認められるようになったという話はバカ息子から聞いた覚えもない。まだ続いているはず。

　まあそれはどうでもいい。問題はちゃんと免許を持っているかどうかだ。

　免許はなくてもバイクを購入することは可能ではあるが、まさか乗らないバイクを購入しに来たわけではあるまい。

　多分免許は持っている。問題はその免許で運転できるかどうかだ。あれは原付は原付でも原付一種の免許じゃ乗れないことをわかっているのかどうか確かめた方がいい。一種と二種の違いを知らない客も結構いたことを思い出したせいか嫌な予想ばかりが浮かんでくる。






　――とりあえず確認するか。






　軽く咳払いをして俯いているお嬢ちゃんの背中に近づく。そこで気づいたが結構背が高い。１７０ぐらいある。

「あーっと、お嬢ちゃん。泣いてるところ悪いんだが免許証は持ってるの――」

　話し掛けた瞬間、こちらに背を向ける棒立ちのお嬢ちゃんの首だけがぐるりと回って真後ろの俺に向けられる。急に１８０度も首が回ったものだから「ひぃっ！」と情けない声を出して後ずさってしまった。






　――え？　あれ？






　ところが背中を向けていたはずのお嬢ちゃんはいつの間にか俺と向かい合っている。幻覚だったか？

　大の大人がこんな声を出したことにしまったと思ったが、お嬢ちゃんはそんなこと気にした様子もなく、真剣な顔つきでいつの間にどこから出したのか免許証をこちらに押し付けるように見せてきた。

「これ！　売ってください！」

　視線の先にある免許証は間違いなくお嬢ちゃんのものだ。写真が苦手なのか写真の中のお嬢ちゃんはムスッとした顔をしている。そして免許証には小型二輪の文字。






　――あれ？　この子……。






「お願いします！」と、頭を深く下げるお嬢ちゃんにまたも驚かされる。いや、そんなことしなくていいだろうが。

　まるで弟子にしてくださいと言われているかのようなその迫力に圧され、自分でもよくわからず店の奥にいる女房の方を見てしまう。

　女房は真剣な顔つきで俺と目を合わせると、黙ってコクリと頷いていた。

　この子に売ってあげなさい。光る女房の目がそう言っていた。

    
        
【第十四話　綾編】


　上塚さんと別れた後、お父さんから連絡が着た。

　なにかと思えば、今日は家に帰ったらちゃんと戸締りをして早く寝なさいとのことだった。

　まだまだ小学生のように扱われるので内容を見るとつい笑ってしまう。

　昔と比べてお父さんは心配性になった。どんなときでも毎日必ず連絡をしてくる。出張で家を空けるときなんかは特に回数が多い。






『おはよう。気をつけて行ってきなさい』






『昨日は近所で事故があったらしいから、注意して帰るように』






『午後から雨が降るそうだから折り畳み傘を持っていきなさい』






『おやすみ。明日はテスト頑張って』






　今までに送られてきたものもそんな短い内容だったけれど、私を心配してくれているのがわかる。きっと長文なんて送れば娘から気持ち悪がられると思って短めにしているのだろう。

　そんなに心配しなくても大丈夫だよと本人に言ったけれどそれでも心配してしまうようだ。親とはそういうものなのだろう。






　――心配しないで。今日はちゃんと真っ直ぐ家に帰るから。






　今日は気分が良かったせいか、真っ直ぐ家に帰るのが嫌ではない。さっきまで一緒に歩いていた上塚さんのおかげだと思う。足取りがとても軽い。

　今日の放課後、突然教室にやってきた上塚さんから一緒に帰ろうと誘われた。






「志穂がいないから、一人で寂しくてさ――」






　ダメかな？　と照れ笑いをしながら私を誘ってくれるその仕草はとても可愛かった。

　断る理由なんて少しもない。私も今日は一人だったので喜んでオーケーした。

　いつもは陽菜と一緒に帰るけど、今日の彼女はこれから大事な用事があるからと言って放課後はそそくさと教室を出て行ってしまったのだ。なにやら思いつめたような顔をしていたので気にはなったけど、深く踏み込むのもいけないと思ったので何も聞かずに「うん、わかった」とだけ返し、去って行く彼女の背中を見送った。

　だから上塚さんのお誘いは素直に嬉しかった。残念ながら家が離れているので少ししか話せなかったけど、最後には連絡先を交換し合い、今度一緒に彼女おススメの喫茶店へ行く約束まですることができた。

　彼女の微笑んだ顔を思い返す。

　以前購買部で話した時の固い感じとは違って今日は随分と柔らかい表情をしていた。積極的に私と仲良くなろうとしているのがわかる。

　楽しい話題を出しては私を楽しませてくれたおかげで、私も自然に接することができた。

　今日はありがとうと別れ際に言われた際、それはこっちのセリフですと笑顔で返すと、見てわかるくらいに顔を紅潮させていた。

　……そのときの顔が頭から離れない。

　彼女と別れた今も、さっきまで一緒に隣を歩いていた彼女の表情を振り返ってしまう。

　そうしているのは不思議な感覚を貰ったからだろうか。

　彼女の愛らしい表情からは、人見知りだとか、恥ずかしさだとか、そういったもの以外のものを見せているように思える。

　そう。なんだかまるで、私に恋でもしているかのような――。

    
        
【第十五話　志穂編】


　世界がぼんやりとしている。

　間違いなく寝不足が原因だ。バイクの納車日が決まってからというものの興奮してなかなか眠れない日が続いている。学校やバイトにはちゃんと行っているが、睡魔に襲われているせいで何をしていたのか憶えていないことが多い（しかしなぜか配達はミスなく済んでいるし、事故ることもなかった）。

　納車日までまだ日にちがあるせいか、暇さえあればネットで県内のドライブスポットを見ては一人ニヤニヤする日々が続いている。納車したらここへ行こうあそこへ行こうと楽しい計画は膨らむばかり。

　今日は帰りに日帰り温泉のガイドブックを購入した。山奥の温泉を目当てにバイクを走らせるのもいいと思い、胸を躍らせながらページを開く。見るだけでドキドキわくわくが止まらない。小中の修学旅行一週間前のときのような気持ちになってしまう。






　――納車まで後一週間と１５時間４０分２６秒……一週間と１５時間４０分２３秒……一週間と１５時間４０分２０秒。






　そんな言葉が何度も頭の中で延々と続く。鼻歌を唄うかのごとく、洗濯中にいつの間にか口に出していたこともあった。










「――呪われてるね」

　学校で呆れ顔の愛海からそう言われた。

「気持ちはわかるけどさぁ、ちょっとは落ち着きなよ」

　私の目の下にある隈を消す為のメイクをしながら愛海は言った。彼女曰く、ニヤついた私が変な独り言をつぶやいて廊下を歩いていたこともあったらしい。

「今日はバイトないんでしょ？　ちゃんと寝なよ？」

　そう言った愛海は余程心配だったのか、わざわざ私を家まで送ってくれた。しかも絶対外出しちゃダメだからねと言って、夕飯まで作って冷蔵庫に置いといてくれるという優待ぶり。

「――それじゃあ私帰るけど、榎本さんから連絡着たらすぐに志穂にも連絡するから、起きたらちゃんと見てよ？」

　何て言ったのかわからなかったが、とりあえず「うーい」と返事をして愛海が敷いてくれた布団に倒れる。バイクのことは絶対考えず、私の嫌いな古文についてひたすら考えろと愛海に言われたので言う通りに。

「清少納言は……いとバツイチなりー……」

　そうしたら本当にすぐに眠りに落ちることができた。










　目を覚ましたのは午前零時を超える前だった。






　――お腹すいたー。






　夕飯も食べずに寝ていたせいかお腹が鳴りまくっている。このまま眠ることもできそうな感じがしたが、どちらかというと満腹で眠りたいと思った私はムクリと起き上がる。愛海の手料理を食べに一階へと降りた。

　学校から帰ってすぐに眠ったせいか体は大分軽く、視界もハッキリしている。玄関の方を見ると自分の靴だけが置いてあった。






　――父さん今日も遅いな。






　ここ連日仕事で家を空けていることが多い。

　それはまあ昔からよくあることだ。小さい頃は寂しくなったこともあったが今では慣れ過ぎたのと無断でバイクを借りれるのだからラッキーと思うほどになっている。






　――さてさて。なにがあるのかな。






　シーンと静まり返った台所にある冷蔵庫の中を覗くと奥で光を放つお皿を見つける。サランラップに包まれるそれを見た瞬間、私の手は震えた。






　――こ……これはまさか……。






　手に取った皿の上に盛られていたのは――

「オムラァーーイス！」

　ハンバーーグ！　みたいなノリでお皿を掲げる。私の好きなものランキングベスト５以内に入るものだ。

「まなみーん、ありがとうー」

　独り言を言いながら愛海のお手製オムライスを電子レンジへ入れる。温めている間にスプーンや飲み物も用意。






　――あれ？　そういえば愛海が後で連絡するとかなんとか言ってたような……。






　どういう理由で連絡すると言ったのかが思い出せないが、多分私の生存確認だろう。スマホは私の部屋に置きっぱだから後で確認するか。

　レンジがピーっと音を立てたので、レンジからほかほかのオムライスを取り出す。






　――すっげーおいしそう。見てるだけでヨダレが出る。






　食卓テーブルへと座り、テレビをつけるとムキムキ外国人のマイケルとジェニファーがやってる通販番組が流れた。






――これでいいか。






　なぜかいつもマッチョの男女が出て来るこの番組の陽気な商品説明をＢＧＭに、まずは一口とスプーンですくった卵とケチャップライスを口に入れ咀嚼。

「――うはー！　おいしー！」

　思わず口に出してしまうほどの威力。卵はふっくら柔らかく。ケチャップライスはムラがない。見た目はとてもシンプルなのに味は一級品。

　できたてならもっとうまい。でもこれでもうまい。もう一口、二口とスプーンを持つ手が止まらない。






　――なんでここまで差があるんだろう。私のと全然違う。






　あまりの美味さに涙が出てきそうになる。愛海はうちでごはんを炊いて作っていたが、私や父さんが作ったそれとは遥かに別物。炊き立てご飯で作ったときはケチャップライスがべちゃべちゃになってしまったというのに、愛海が作ったものは同じ炊き立てでもべちゃべちゃ感が少しもなく、米の一粒一粒が輝いていてそれを見るだけでも食欲が増す。






　どうしてここまで違うんだろ？

　どうしてこのケチャップソースいつもと味が違うんだろう？

　どうしてこんなぷるぷるふんわり卵なんてできるんだろう？






　様々な疑問が飛び交うものの、その都度うまいうまいうまいという言葉で疑問は潰されていく、こんなにおいしければもう他のことなんてどーでもいいやと思った。世界なんて終わったっていい。

　スプーンを動かす手が止まらない。とてもうちの台所で出来上がった代物とは思えないオムライスはもはやお店レベル。

　もし本人が今目の前にいたら、意地を張ってまあまあかなと素直になれなかっただろう。彼女がいない今だからこそ素直な感想が湯水のごとく出て来る。

　そういえば愛海は中学の頃にオムライスばかり作っていた時期があった。どうしてそんなことをしていたのかが思い出せないが、一旦凝り出すとハイレベルなところまでとことんやり込むのは料理でも落書きでも昔から変わらない。






『次におススメするのはこれだよジェニファー。なんと！　マッチョが引っ張ってもちぎれない高級ハンドバッグ！』

『うわぁーお！　すごいわマイケル！ アタシこんなのが欲しかったのぉ！』






　テレビから流れる嘘くさいＢＧＭが集中力をかき乱すほどうるさくなってきた。食事に集中できんと、テレビを睨み付けるとリモコンでその口を封じ、私は夢中でスプーンを動かし続けた。

「あ……」

　そして気付けばもう最後の一口。






　――もう……終わりなの？






　一分以内に食べてしまったのではないかと、そう錯覚させられるほどの速さで食べてしまった。

「……」

　最後の一口をゆっくりとスプーンで掬い、ゆっくりと口に入れ、そしてゆっくりと咀嚼し、ごくりと大切にしてきたものを飲み込む。

　カランと、手から離れたスプーンが皿の上に転がる。ゴクゴクゴクと麦茶をラッパ飲みし、プハァッと声が出ると、即座に立ち上がって冷蔵庫の中を再度確認し、台所の方も隅々までチェック。

「ない……」

　再びイスに戻った私は、空っぽの皿を前にして俯く。

「愛海……」

　自然と彼女の名をつぶやく。目を閉じると浮かんでくる愛海の姿。

　我が家の台所で鼻唄を歌いながらオムライスを作る愛海。

　微笑む彼女の横顔。耳にするだけで心地良い鼻唄と調理の音。

　浮かんでくる想像とは裏腹に、目を開けたそこに愛海の姿はない。

　あるのは暗い台所。目の前にある空っぽの皿。シンクに垂れる小さな水の音。外で凪ぐ静かな風の音。

　それらが私の満たされない心をチクチクとつついてくる。

「ねぇ愛海――」

　気持ちを逆撫でてくるそれらを吹き飛ばすように、ここにいない彼女へ向かって今しか言えない気持ちをつぶやく。

「なんでおかわりないのぉ……」

　ぐったりとテーブルへと突っ伏す。カランと、私に当たった皿の上のスプーンが音を鳴らした。満腹でも腹八分目でもない。半分ぐらいしかお腹は満たされていない。

　置いてあったオムライスは明らかに愛海サイズの量だった。普段から彼女の倍を食べている私には全っ然足りない。私の為に作ってくれたわけだが、これではむしろ物足りなさすぎて死ぬレベル。

　やはり私達の息はどこかズレてる……。

　今から愛海の家を襲撃し、無理矢理彼女を叩き起こして目の前で追加のオムライスを作らせたい気分だった。

    
        
【第十六話　志穂編】


　愛海とは小学生の頃からの付き合いなので家はそれなりに近い。

　小学生の頃はもっと近くに住んでたけど中学卒業と同時に愛海の両親が家を建てたので、現在は少し離れた場所に上塚家はある。

　時間にして私の家からバイクで十分ほど。今日も父さんがいないおかげでバイクでのんびり行ける。

　おかわりがなくて嘆き悲しんでいた昨日の夜。泣きながら部屋に戻ると愛海から連絡が着ていた。明日はケーキ奢ってやるから上塚家へ来い的なことだったので、彼女の財布を空にするぐらい食べてやろうと嬉々として向かった。










「――お。大分スッキリした顔になったね」

　家に着いた私を見るなり愛海は良かったじゃんとニコニコ。出かける前だというのに珍しくまだ部屋着のまま。

「おかげさまで。色々ありがと」

「いいよ。いつもバイクで街まで連れてってもらってるし。でも納車日が待ち遠しくて体調崩すなんて初めて聞いたわ」

「昔っから修学旅行とか遠足の日の一週間前とかはよく眠れないんだよ」

「そういえばそうだったね」

「そんなことよりオムライス全然足りなかったよ。あの量は逆に酷い」

「え？　そうなの？　十分だと思ったんだけど」

「欲求不満でストレスになっちゃった」

「弟が凄い勘違いしそうな言い方だな。顔もニヤついてるしコワイ」

　ホレ、と愛海は背中の方から手鏡を取り出す。なんでそんなところに？

　そして覗いてみると確かにニヤニヤした私の顔が……。






　――言われるまで全然気づかなかった……。






　ここまでの道のりもニヤニヤしながらバイクに乗っていたわけか。

「まだ呪いは続いてるみたいだね」と愛海はヤレヤレポーズ。

「朝ちゃんと鏡見たよね？」

「見たよ。でもそのときは別におかしくなんてなかったけどなぁ」

　愛海は呆れたような顔を見せたが、すぐに何かを思い出し「ま、まあとりあえず入ってよ」と私を家に入れる。










「相変らず綺麗にしてるねー」

　愛海の部屋は昔から綺麗に掃除されているのが基本だ。友達が来る一時間前から慌てて掃除を始める私と違って、普段からこまめに掃除をしている。

　家具や物の配置にはこだわりがある。部屋の至る所にぬいぐるみなどのおもちゃが彼女独自のルールで置かれてあるのだ。

「飲み物持ってくるから座っててよ」

「ほーい」と用意された座布団に座る。

　愛海の足音が聴こえなくなると、タンスの上から視線を感じた。見上げてみるとそこに配置されてあるなすびをベースにした紫色の不気味なぬいぐるみと目が合う。






　――あいつ。前もあそこにいたな。






　そのときにも思ったがどうにもこのなすびくんの見下ろすような視線が気に障る。






　――なに？　やる気？






　眉間に皺を寄せてなすびくんを睨みつける。

　そして異変に気づいた。よく見ると部屋の至る所に配置してあるぬいぐるみ達が、部屋の中央に座る私に視線を集中させている。

　焦って周囲を確認してみるがもう遅い。






　――完全に囲まれてる……。






　そして耳に入ってくる不気味なぬいぐるみ達の嘲笑。






　イーヒヒヒヒヒ！ イーヒヒヒヒヒ！

　アヒャ！　アーヒャヒャヒャ！

　ホッヒヒヒヒヒヒ！

　ギーコギーコ！

　ポプンプス！　ポプンプス！　ポプンプス！






　そして目をむき出しにしたサルのぬいぐるみが持つシンバルが部屋中に響くと、黄色いクマが太鼓を鳴らしながら笛を吹いて演奏をし始めた。

　明らかにこいつらは客人である私を完全にナメている。中でも特に熱い視線を投げかけてくるなすびくん。顎を上げ、ヘラヘラと口元を歪めてこっちを見下ろしているのにはさすがの私も怒りが頂点に沸いた。






　――いい度胸してるな。






　愛海の机のペン立てにあるハサミを目にした私は立ち上がってハサミを手に取ると、なすびくんを切り刻もうと向かっていく。

「……何やってんの？」

　いつの間にか部屋に戻っていた愛海は飲み物の載ったお盆を手にジト目で私をみている。






　――まずい。部屋の主が戻ってた。






　サルもクマもいつの間にか演奏を止め、他のぬいぐるみ達も明後日の方向を向いて何食わぬ顔をしている。完全に私だけが不審者だ。

「あ、いや、別に……」

　元の位置に戻って正座し、チョキチョキチョキと持っているハサミを意味もなく鳴らす。愛海から不審な目を向けられるがなんとか耐える。

「まあいーや」と言いながら愛海はテーブルの上に飲み物を置くと私からハサミを取り上げて「そんなことより私の進歩を見てくれ」とスマホの画面を向けてくる。画面には榎本さんの連絡先が表示されていた。

「どうだ見ろ！　ついに連絡先まで交換し、遊びデートに行く約束までしたぞ！」

「……え？　どういうこと？」

　いきなりの展開に脳みそが追い付かなかった。

　聞けば私が戸田自転車商会へ行った日、愛海は榎本さんを下校に誘っていたのだという。そして勇気を出して連絡先を交換し、なんとデートの約束までこぎつけることに成功したというのだ。

「へーすごいじゃん」

「でしょ？」

　急進展と進化した愛海の行動力に素直に驚く。愛海が過去の恋愛でこんなに積極的に行動したことがあっただろうか？






　――ない。なかった。少しもなかった。






　今まで妄想でニヤニヤして、ちょっと話して一喜一憂しただけで何もしない日々を過ごし、最終的に相手が他の誰かとくっついているのを見てorzオーアールゼットするというのが彼女のお決まり失恋パターンだったというのに。






　――そうか。今回はそうならないように積極的な行動に出たわけか。






　やっぱり相手が女の子だから動きやすいのか。男子なら周りの目もあって近づきにくいけど女の子ならそうはならない。

「これでもかなり緊張したんだよ」

「良かったじゃん。それでいつ遊びデートに行くの？」

「え？　いや、だからこれから志穂も含めて三人で一緒にケーキ食べに行くんだけど？」

「へっ？」

「へっ？　ってなんだよ。昨日連絡したでしょ？」

「え……そうだっけ？」

「ねえ、本当に大丈夫なの？」

　呪いが思ったよりも深いんじゃない？　と愛海は本気で心配するような顔でこっちを見る。






　――連絡って、ケーキやるから来いって言ってたのは覚えているけど。






「えのモンが来るっていうのが記憶にないというかなんというか……」

「くまモンみたいなあだ名付けないでよ。てかちゃんと見たの？　本文見返してみ」

　そう言われ履歴を見返してみる。長文の一番下には確かに榎本さんも来ると書いてあった。






　――クッ、なんで倒置法。






　いつも大事なことは先に書いてあるはずなのに……でも本当に書いてある。確かにこれはよく読んでいなかった私が悪い。

　おかしい。よく寝て多少とはいえ空腹も満たせたというのに。

　自分でも本当に大丈夫なのかと疑いたくなってくる。

　愛海は不安そうな目をこちらに向けながら「ねえ志穂。今日は中止にして一緒に病院行かない？　さっきのハサミといい、なんかいろんな意味でコワイんだけど」

　愛海の口からそんな提案をされるとは思わなかった。大分浮かれすぎて日常生活に支障をきたし過ぎていたようだ。

「あ、いや、大丈夫。へーきへーき。もうバイクのことは考えないから大丈夫」

　このままでは納車日を迎える前に病院に隔離されそうだ。しばらくはバイクのこともなすびくんのことも忘れよう。

「そんなことより、せっかくのデートなのに私がいていいの？」

「まずは友達からってことで、友情を深め合おうと思ったんだよ」

「ああ、そういうこと。まあ、いいと思うよ」

「うん、それでさ、今日の服どれにしようか迷っててさ――」

「――選んでくれってことか」

「うん、お願い。全然決まらないの」

　私と遊びに行くときはすぐに決まるのに、今日はまだ部屋着なのはそういうことかと納得する（メイクもまだできていない）。

「よし！候補見せな！　選んでやるよ！」

　それから愛海の勝負服を選ぶのに二時間近くも費やした。










「今何時！？」

「あと五分しかない！」

「やばいから飛ばすよ！」

　愛海の私服選びに熱中し過ぎたせいか、気付けば時刻は遅刻しそうなギリギリの時間帯だった。

　青ざめた私と愛海は慌ててバイクを走らせ、待ち合わせ場所へと向かった。もし白バイが張っていたら間違いなく減点されていただろう。それくらいのスピードを出していたし乱暴な運転だった。

「良かったー。なんとかギリギリ」

　残り一分というところでようやくバイク置き場へ辿り着く。忘れないようにハンドルロックを掛け、急いで待ち合わせ場所へと向かった。

　歩きながら愛海は鏡を開いては髪型などの細かいチェック。

「よし。大丈夫だよね？」

「世界一可愛いよ」

「棒読みやめろ」

　電車で来た榎本さんは既に待ち合わせ場所で私達を待っていた。その姿を目にした愛海はパアァっと目を輝かせる。

「ほらほら！　見て見て！　私服超可愛いよ！　ホラ！」

　凄い力で愛海がＴシャツの裾をぐいぐいと引っぱってくる。おい。ブラ紐見えるからやめろ。

　まるで我が子と動物園に行っているパパみたいだ。

「そーだね。可愛いね」

　棒読みだったが確かに可愛い。服の流行などわからないが今時の女子といった感じの服装。しかもそこに加えた榎本オーラのせいかそこらへんの女の子とは一回りも違って見える。






　――この子ホントに人間なのかな……。






　人外説が浮上するほどだ。だって愛海や他の女の子が同じ服を着ても同じ感想にはならないから。同じ可愛いでも、やはり違いがあるのだ。

「おーい」

　私達に気づいた榎本さんがこちらに手を振る。






　――おーいとか言うんだ！？






　どうにも榎本さんに対するお嬢様イメージは抜けない。ごきげんようと言われるかと勝手に思い込んでいた。

「おーい」と、こっちもやまびこみたいに返す。










「街の喫茶店って行ったことないんだけど、二人はよく行くの？」

「私も志穂も月に一回ぐらいかな」

「そうなんだ。私ケーキ屋さんはよく行くんだけど、喫茶店はあまり行ったことがなくて」と、照れ臭そうに話す榎本さんは嬉しそう。スイーツ好きだと言っているので、今日のお誘いはなかなか良好のようだ。

　今向かっているのは一年前に郁美から教えてもらった喫茶店である。彼女の常連店でもあるそこは店内が昭和風味で洒落ているせいか、落ち着いた雰囲気があるのでデートには持ってこいの場所だ。






　――って言っても、私がいるからデートって感じはしないな。　






「いらっしゃいませー」

　笑顔で出迎えてくれたのはこの店の主人である疋田ひきたさんの奥さん。今日みたいな客の多い休日の日は他のアルバイトの人と一緒に接客をしているが、普段は奥で別の作業をしている。

「ごめんね。今テーブル片付けるから」

　案内された順番待ちの席に榎本さん、愛海、私の順に並んで座ったせいか、一人緊張した顔をしているやつが出来上がってしまう。

「………………」

「………………」

「………………」

　会話が無いので肘で軽く愛海を突っつく。ほら、なんか喋れ。

　するとスイッチを入れた人形のように喋り出す。

「え、榎本さんは普段学校では何て呼ばれてるの？」

「榎本さんが多いかな。陽菜には綾って呼ばれてるけど」

　以前購買部で会ったあの長身女子を思い出す。見た感じはバスケとかバレーやってそうなスポーツ少女といった雰囲気だが、実は帰宅部らしい。

「あだ名とかはないの？」

「綾ちゃんくらいかなぁ。それ以外はなかったと思う。上塚さんは？」

「私は上塚ちゃんか上ちゃんかな。志穂と郁美と真帆には下の名前で呼ばれてるけど」

「中学の頃はカミンツとも呼ばれてたよね」と私も会話に加わる。

「カミンツ？」

「そうそう。中一の秋頃から急にそう言われるようになった。ちなみに誰が最初に言い出したのかわからない出所不明のあだ名」

「そうなんだ」

「みんなは志穂がつけたんじゃないかって疑ってたけどね」

「私はまなみんってつけて広めようとしてたから違うよ。ちなみにまなみんはだーれも使ってくれなかった」

「私が阻止したからね」と愛海は冷たい目で私を睨む。

「ゆるキャラみたいだね」と榎本さんは笑う。

「志穂のネーミングセンスは全部ゆるキャラから来てるよ」

「鈴木さんはあだ名とかあるの？」

「榎本さんと同じかな。あだ名はなかったと思う。志穂とか志穂ちゃんぐらいかな」

「うん。確かに志穂もなかった」

「鈴木志穂、榎本綾……あだ名付けにくい名前なのかな？」と榎本さんは首を傾げる。

「どーなんだろ？　しほッチ、アヤのん、しほりん、あやりんとか付けられてもおかしくないと思うけどな――いや、志穂は無理だ！」

「なんで私だけ否定すんのよ？」

「いや、だってしほッチ、しほりんなんてタイプじゃなくない？　それとも気に入った？」

「いや、無理。ただでさえちゃん付けも抵抗あるのに」

「でしょ？」

「私もあやりんとかは嫌かなぁ」と、榎本さんが言ったところで私達の順番が回って来た。席へ移動している際、カウンターケースの中にあるケーキが所々なくなっているのを確認する。






　――もうあんなに少なくなってる。






　これはマズイと危機感を抱く。ここは店の雰囲気だけでなくケーキの評価も高い。平日でも一番人気のものは午前中でなくなるほどである。土日となると他のケーキもすぐに売り切れてしまうのだ。

　急いで注文した方がいいと二人に話し、席に通された私達はすぐに注文。今他の席に座っている客がケーキの追加注文をすることは十分にあるので、うかうかとはしていられない。

「郁美ちゃんはここの常連なんだよね？」

「そうだよ。郁美のお誘いで去年に私と志穂と真帆の四人で初めてここへ来たんだ」

「それから私達もここの常連になったんだよ。郁美なんて家族揃ってしょっちゅう通ってたもんだから、去年の秋ごろに太ったーって泣きついてさ」

「それは大変だね。じゃあもう来てないの？」

「ううん。なんだかんだで月一で来てる」

「ダイエット始めてからはかなり抑えてここに来るようにするって誓ってたけど、とてもしているようには思えないよね」と、以前郁美が食べていた五段アイスを思い浮かべる。

「中学時代から変わってないんだね」

　榎本さんの中学時代という言葉で愛海がピクリと反応し、顔が曇った。






　――アホたれ。






　榎本さんに気づかれないように愛海の脛を蹴る。本人の前では意識しないようにしろと言ったはずだ。

「郁美は、食べるの、大好きだからねー」と愛海は痛みに耐えながら作り笑い。顔引きつってんなー。

　これは助け船を出すかと思っていたところで、ケーキと紅茶のセットが現れて助け船の役割をしてくれた。

「うわーすごい綺麗」と、榎本さんは目を輝かせている。愛海の変化には少しも気づいていない。

　ヤレヤレとホッとする。嫌な流れにいかないで済んだ。

　その後も、特に何も問題なくやり取りは続いた。










　店から出ると榎本さんは珍しく真剣な眼差しを見せる。彼女は店の方を振り返ると、「私も気をつけないと……」と言っていたので、私と愛海は笑ってしまった。

「月一で行けばね」と愛海。

「うん。月一なら大丈夫。また一緒に行こう」と私が言うと。榎本さんは笑顔でそうだねと答える。

「――あ、そうだ。もうさん付けはやめにしない？」と榎本さんからの提案。私と愛海は顔を見合わせる。

　ど、どどどどーしよ。何て呼べばいいかな？　と愛海が顔で言っている。写メで撮りたいぐらいおもしろい顔だ。

「じゃあ私は綾でいかせていただきます」

　アンタはどーすんの？　と、意地悪な顔を愛海に向ける。

「じゃ、じゃあ私も……綾で……」と恥ずかしそうな感じで言う。

「え？　あだ名付けてくれないの？」と綾は言う。愛海の様子に気づいたところがないことからもしかして結構鈍いのかな。

「――じゃあえのモンはどう？」

「全然いいよ！」と、綾は右手の親指を立てて私の提案を受け入れてくれた。

　そんなポーズ取るんだ！？　と、驚く。しかも私の案が生まれて初めて採用されたのでヒャッハー！　と喜びたい気分だったが、それも束の間で愛海に絶対ダメと反対されてしまいえのモンはお蔵入りとなってしまった。

　それから夕方になるまで、私達は一緒に街を散策した。










「――今日はありがとね。楽しかった」

　駅の改札口まで二人で綾を見送りに。周囲はそれなりに人が多いが、まだ電車が込み合うほどの人並みではない。ここら辺で今日は終わりにした方が綾を満員電車に入れなくて済むと愛海が提案したのであった。






『綾が痴漢に遭ったりするのは絶対ヤだ！　だから早めに帰らせよう！』






　愛海のセリフになんて紳士的なのだと、またも驚かされる（今日は驚いてばっかだ）。

　そんなところにまで気配りするとは……私なんて少しもそんなこと思いつかなかったのに。

　夕飯を作ってくれたりメイクをしてくれたりと、高い女子力を持っていると思いきや、こんな紳士力まで見せるとは……。

「――夏休み綾はどこか行くの？」

　そしてこの積極的な姿勢。愛海はどんどん攻める姿勢を強める。昔の失敗を反省し、ちゃんと行動に現しているのがよくわかる。いいぞ、おチビ。その調子でどんどん行け。

「――お盆に用事があるくらいかな？　他は特になにもないと思うよ」

「そっか。じゃあ都合会えば夏休みにどこか遊びに行かない？」

　いい。いいぞ。ナチュラルに誘えてる。表面上は恥ずかしがる素振りも見せていない（実際心臓はバクバクだろうが）。

「うん。せっかくの夏休みだから海とか遠くへ行ってみようよ――あ、じゃあね。また連絡する」　

　そう言うと綾は駅の改札を抜け、奥にある四番ホームの階段を下って行った。

　最後まで見送る愛海の嬉しそうな横顔。今日は綾も愛海も大満足な一日だったようだ。

「私達も寄り道せずに帰ろっか」

「そだねー」とお隣から陽気な声が返ってくる。










　駅近くの駐輪場へ戻り、バイクのシートから愛海のヘルメットを取り出して渡してやると愛海は満足気な顔をしていた。

「今日の作戦は大成功だった。間違いなく綾ポイント上がった」

「まさかのポイント制度。でも確かに今日は良かったね。積極的だし次の話もできたし、好印象なのは間違いない」

「でしょ？　もう私は今までの私とは違うのだよ」

「自信タップリだねぇ。でもまだ二人きりは難しいんでしょ？」

「んーそこはまだ難しいな。話すだけで本当に緊張するからね。この前一緒に帰ったときだって心臓破裂するかと思ったもん」

「今日で十分慣れたようにも見えたけど、そんなに緊張するものなの？」

「恋をするとそうなるもんなんだよ。ただの緊張とはまた違うのさ。ま、お子ちゃまの志穂にはまだわかんないことだろうけどねー」

　両手を挙げてヤレヤレポーズをとる愛海。

「チビちゃんはこれから走って帰るのかなー？」

「今日も後ろに乗らせて頂き、誠にありがとうございます！」

　ヤレヤレと、深々と頭を下げる愛海を後ろに乗せ、私達は真っ直ぐに帰宅した。

    
        
【第十七話　綾編】


　家に帰り着くと陽菜から連絡が着た。






『今日は楽しめた？』






　夕方には帰ると言ったので、頃合いを見計らって送ってきたのだろう。






『うん。楽しかったよ。ケーキのおいしい喫茶店おしえてもらった』






　そう返事してケーキの写メを送信する。既読はすぐに表示された。










『うわーおいしそー！　行きてー！』

『今度連れてってー』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『いいよ。でも一か月後ね（笑）』

『え！？　なんで？』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『月一にしないと太るから（笑）』

『納得！！（笑）』










　昨日の夜、実は陽菜から今日遊びに行こうと誘われていた。それよりも先に愛海から誘われていたので断ってしまったのだが、内心彼女のことが気がかりだった。






　――やっぱり。もう金本君とは会わないんだ……。






　いつもなら週末陽菜は彼氏である金本君と過ごすことが多い。それなのにここ最近は毎週の様に私と過ごしていた。

　陽菜は今日、何してたんだろう。

　聞こうとしたがやめた。それはダメだと思う。










　陽菜が三組の金本君に告白されたのは去年の夏。

　バスケ部に所属する背の高いイケメンなので、周囲から羨ましがられていた。

　去年の暮れまでは仲良さげにしているように見えたけれど、最近の二人は見てわかるぐらいにギクシャクしている。

　廊下で擦れ違うときも陽菜はとげとげしく、擦れ違った後の金本君は陽菜に何か言いたげな顔をしていた。






『――小野関さんって、金本君と別れたでしょ？』






　一週間くらい前に別のクラスの子からそう尋ねられた。わからないと答えたが、尋ねてきた彼女はふーんと言うと、なぜか嬉しそうな顔をしていた。

　そう断定できるほどにわかりやすかったのだろう。周りの女の子もそうなってほしいと思っているような話しをしだしたので、彼女達を無視してその場を去った。






　先週愛海から下校に誘われた日。陽菜は放課後になるといきなり用事があると言ってすぐにいなくなってしまった。

　真剣な顔をしていたので何をしに行くかは聞かなかった。

　けど大方の予想は着く。陽菜は金本君に会いに行ったんだ。

　どうするか決心が着いたのだろう。中途半端な内容で放り出してしまったものを陽菜は終わらせに行ったのだ。

　陽菜は決断さえすればすぐに行動する。

　多分……もう別れている。もし今日陽菜と会っていたら、彼と別れたことを告げていただろう。

「……」

　そのとき、陽菜は泣くだろうか？

　そんなタイプではないように思うが、ないとも限らない。いつも明るく強気な陽菜だって、泣くときはある。

　それだけに、そうなってしまったらどうしようかと私は不安に思っていた。

　……わからないのだ。

　恋を終わらせた彼女をなんと言って救ってあげればいいのか……。

　わかるはずがない。

　こんな……こんな私が。恋を嫌うこんな私が……恋を失った彼女の気持ちを理解してあげることなんて、できるわけがない。










　お風呂から上がってすぐにスマホを覗いてみるが、陽菜からの連絡はない。もしかしたらスマホで伝えにくるかと思っていたけど、そうならなかった。






　――月曜学校で……かな。






　ドライヤーで髪を乾かしながら、どうすればいいのかと考える。もし直接口で言われれば、私は間違いなく何も言えなくなってしまう。

　できることといえば、陽菜をそっと抱きしめてやるか、手を握って頷くだけのことしかできない。






　――そうすれば慰めてあげられるだろうか？






　少しも心がこもっていない形だけの行為で彼女を救ってあげられるだろうか？

　私は――彼女の悲しさをわかってやれない。だから彼女を救ってあげられる言葉が思いつかない。

　でも話されたら、ちゃんと聞いてあげないといけない。陽菜は苦しいときに私を支えてくれた大切な親友だから。






　――今度は私が彼女を支えてあげないと。






　あの女のことで落ち込んでいた私を励ましてくれたように、私も陽菜を励まさないと……。






　――あの女……。






　そうしてあの顔を思い出しかけた瞬間。






　――ダメ！






　そう自分の中で強く警告を発する。






　――いけない……。






　一度取り出してしまうと止めるのは難しい。このままではダメだと、気を紛らわせる為に戸締りをもう一度確認する。なるべく考えないように家中の窓を思い浮かべる。






　――あそこも閉めないと。






　一階を走り回った。全て確認し終え一階の電気を全て消し、最後にもう一度玄関を確認する。そして自分の部屋に逃げようと二階の階段を上る。

　そして最後の一段を上ったところで足が止まった。

　視線を感じ、そちらの方に顔を向けてしまう。






――そこはダメ！






　もう遅かった。階段を上がった右手の奥を見てしまう。

　誰もいない部屋のドア。

　あの奥……あの奥に、あの女がいる。

　閉められたドアの向こうで、ドアを挟んで私を見ている。

　蘇るあのときのあの女の声。家全体に響く女の声。

　手摺にのせた手が震える。視界全体が歪み、周囲をはっきりと映さなくなる。乱れていく周囲の景色の中で、ガチャリと音がする。

　誰もいないはずの部屋の奥からひとつの影が出て来た。

　ゆっくりとこちらへ近づいてくる人の姿。

　顔に渦を巻く、不気味な女。

　長い髪のそれが誰かを知っている。

　その顔に渦を作ったのは数年前の私だった。

　忘れる為に。二度と思い出さないようにする為に……あの不快な顔に渦をかけた。

　それなのに忘れてくれない。忘れようとすればするほど頭にこびりついて離れない。考えないようにしようと過ごしても、いろんなキッカケがあの女の記憶を事あるごとに呼び起こす。

　ああ、ダメだ。

　顔を崩していた渦がなくなっていく。

　段々と鮮明になっていく顔。

　にっこりと微笑んでくる……私に似た顔。






『お母さんにそっくりね』






　聴こえてくる誰かの声に鳥肌が立つ。

　うるさい……。

　女に背を向けてふらふらとした足取りで自分の部屋に逃げる。鍵を掛け、ベッドにうつぶせで倒れ込むと守る用にして頭を抱える。震える両手が体を揺らした。

　掃除だ。明日は掃除をしないと……。

　散々綺麗にしてきたあの部屋をもう一度洗わないと。

　目を瞑り、自ら招いた闇の中で落ちないように自分を支える。

　落ち着いて。忘れよう。忘れないと。忘れたい。忘れさせて、誰でもいい――誰か！

　陽菜のことを考える。それでも消えない。志穂のこと。郁美ちゃんのこと。真帆ちゃんのことを考える。それでも消えない。

　愛海――。

　その瞬間、あの女の顔と愛海の顔が重なる。






　

　恋をする女の顔。

　私の――嫌いな顔。






「……」

　いつの間にか深夜になっていた。

　暗い部屋の中、カチコチと秒針を動かす時計の音を耳にする。頭がぼんやりとする。






　――愛海。






　まだ覚めない頭で最初に浮かんだのは、愛海の顔だった。

　昨日一緒に街を歩いていたときに垣間見えた、愛海の私を見る目。

　あれがあの女の顔に似ていたからだろうか……。






　――違う！






　すぐに否定する。そんな風に考えてはいけない。あの女と愛海は違う。愛海は一緒なんかじゃない……愛海はあの女とは違う。

　もうやめようと無理矢理体を起こす。少しふらつくけど大丈夫。歩ける。

　部屋を出て階段を下りる前、あの女の部屋のドアをもう一度見つめる。

　大丈夫。もう何もない。

　もう平気だ。コレがお父さんの前で起きないようにしなければと意識掛ける。これ以上の心配をさせてはいけない。

　さっぱりしてこようと顔を洗いに洗面所へと向かう、その途中にいきなり聴こえた外からの音が気になり、カーテンを少しだけ開けて外を覗き見る。

　静かな雨が降り始めた。

    
        
【第十八話　志穂編】


　新聞配達員は誰もが雨の日を嫌う。

　いつもより時間はかかるし、雨に打たれれば疲れるし、新聞を濡らさないようにビニール袋に入れて配達しなければならないし、好きな要素なんて何一つない。

　他の新聞屋のように機械が全ての新聞をビニール袋へ入れてくれるなら助かるけど、私の勤めている新聞屋はその機械がない。だから一つ一つ手作業で新聞をビニール袋に入れるのだ。とても面倒臭い。

　その上終わった後に朝焼けも見られないことがわかりきっているという最悪なスタートとなるので、仕事をする前からもうダレてくる。

「――と、思いきや？」

　半分くらいまで配達し終えると、雨が段々と弱まり今ではもう一滴も降らない。見上げた暗い雲の隙間から、青い空が覗いているのがわかる。






　――おおっと、これは。






　こうなると一気にテンションが上がってくる。雨は嫌いだけど雨上がりは好きだ。

　しかもこのまま空がもっと開ければなお嬉しい。夏草のいい匂いがするだけじゃなく、朝日に照らされた雨の後の景色はいつもより澄んで見える。こんな好条件な中で見える朝焼けを見ないのは非常にもったいない。

　配達が終わった頃にまた見上げた空は、思った以上に青くなって私の胸をときめかせる。景色でも眺めながらのんびりしようと、いつものバス停へ着くと五分もしない内に愛海がやってきた。

「おはよ。晴れて良かったね」と、黒い長靴を履いた彼女は晴れた空なのに傘を開いていた。

「おはよー」

　くるくると傘を回しながらやってくる彼女の黒い長靴が引っ掛かる。おそらく弟君の長靴を勝手に借りてきたのだろう。弟君とは身長があまり変わらないから靴のサイズも近いようだ。

　正直、愛海に黒は似合わない。何色だろ？　パステルカラーかな？

「早起きだね」

「昨日は早く寝たからね。一時間くらい前に起きちゃった。二度寝しようと思ったんだけど眠れないし、外見てみたら晴れてたし、志穂は絶対ここに来るだろうなって思ってさ。話したいことあるから」

「話したいこと？」

　うん、と愛海は顔をほころばせる。

「今度花火大会やるでしょ？　今年は綾も誘って五人で行かない？」

　花火大会？

「え？　もうそんな時期？」

「うん。去年も全く同じセリフ言ってたよ」

「そうだっけ？」

「志穂ってもしかして花火嫌いなの？　なーんか無関心だよね？」

「いや、別に嫌いじゃないけど。去年も一昨年も毎年観てるから慣れちゃってるっていうかなんというか……」

「えーそうなの？　毎年新鮮な気持ちになるけどなぁ。祭りの雰囲気って凄いワクワクするし」

「んー人多い。熱気で汗ダーラダラ。場所取りすっげー大変っていう嫌な要素がやたらと目につかない？」

「それはそうなんだけどさ。それも含めて私は好きかな」

「マージか」

「マージよ。でも綾はどうなんだろう？　お祭りとかダメなタイプかも……」

「そんな感じには見えないけどなぁ。まあ誘ってみればわかるよ。今日ぐらい聞いてみたら？」

「そうだね。郁美と真帆も一緒でいいか聞かないとね」

「あの二人は大丈夫でしょ。二人の名前出しても嫌がるような感じはなかったし」

「うん。私もそう思う」

「真帆と郁美には話したの？」

「昨日連絡した。二人共オッケーだったよ。後は綾の都合を聞くだけ」

「行動早っ！　気合入りまくりだね」

「綾との貴重な時間を過ごせる夏だからね。これを利用しない手はない。悔いのないようにガンッガン攻めるよー」

　随分と愛海は燃えている。

　夏休みがあるとはいえ、綾と出会える機会はそんなにないと思ったのだろう。貴重と言って一緒に過ごせる時間を大事にしようとしている。

　夏休みが終わって九月に入れば、進路を考えなければならない時期になる。そう考えてみると私達の学生生活は思った以上に短い。

　愛海の言う通りだ。うかうかしていたらあっという間に受験勉強シーズンを迎えてしまい恋どころではなくなる。






　そうだ……。

　そうなる前に愛海の恋は結末を迎えなければならないのだ。






「――あのさ」

　ん？　と、こちらを見る愛海。

「――最終的には綾に告白するんだよね？」

　この恋はいずれどちらか一方の形となって終わる。

　結ばれるか、結ばれないか。

「――いつのことかはわかんないけどね」

　愛海は目を合わせたくないのか、横を向いて雲を染める朝焼けを見つめる。それだけで愛海は口を閉ざした。

「……」

　横顔が見せる表情は暗い。いずれくるそのときのことを想像しているのだろう。

　きっと彼女の中ではフラれて終わるという結末が浮かび上がっているのではないだろか。

　……正直、私もそう思っている。

　綾が愛海を受け入れるイメージは浮かばなかった。まだ知り合ってあまり経っていないとはいえ、それでも予想は悪い方向にしか浮かんでこない。

　もちろんそうだとは限らない。予想外のことだってある。けど――。






　――あー！　いや！　ダメだ！　こういうのはやめよう！






　親友が頑張っているのを台無しにするような考えは間違っている。愛海のやることを全力で応援して、サポートしてやることが私のやるべきことだ。

　これではいけない。結末を予想するんじゃなくて愛海が挫けそうになったら思いっきりお尻を叩いて前に歩かせてやるのが私のやることだ。

　そう心の中で自分に言い聞かせた私は「あー喉乾いた！　コーラ飲まない？　奢るよ」と話題を変える。彼女の恋の願掛けの為に三文芝居を打つ。






　そして今のような質問は二度としないようにしようと心に決める。






「お、気前いいね」と愛海は何もツッコまずに目を輝かせる。

「恋活する友人の成功を祈って奢ってやるよ。乗りな、おチビちゃん」とポンポンとバイクの荷台を軽く叩く。

「奢ってくれるからおチビって言ったことは聴こえなかったことにしてやるよ」

　ちょこっとだけお怒りの愛海は素直に応じてくれた。

　彼女を荷台に乗せ、私が被っていたヘルメットを頭に乗せてやる。私はノーヘルで行くことにした。捕まったっていい。

「大丈夫？」

「へーき」

　それに警察の車をここで見ることは全くと言っていいほどない。

　無事に望月へ辿り着き、店内でビンコーラを買った私達は、外の駐車場で朝焼けを見ながら一緒に飲む。

「志穂はここ来るとビンコーラ買う率高いよね」

　一口飲みながら愛海は言う。バイクから降りたのにまだ頭にヘルメットを被ったままでいる。

「なーんか買っちゃうんだよね。滅多に見ないし。量は少ないけどこれはこれでいいなって思う」

「うちのお父さんなんか見ただけで涙流すって言ってたよ」

「私達がおばーちゃんになったらペットボトルがレトロ感あるとか言われてそうだよね」

「その頃の容器は何になってるんだろ？」

「間違いなく今よりも更に自然に優しくなるものでしょ」

「そりゃそーか」

　などと変な会話をした後、愛海は私の家で少し遊びたいと言ったので、一旦愛海の家に戻って彼女のヘルメットをとってから一緒に帰った。

　それから愛海が作ってくれた朝食（大量のオムライスだった）を食べながら、ダラダラとお喋りをした私達は眠くなったので昼まで一緒に寝て過ごした。

    
        
【第十九話　陽菜編】


　目が覚めた……。

「あれ……？」

　いつもアラームが鳴ってから起きるのにスマホは何も言ってこない。






　――やば！　もしかして！






　ガバッと上体を起こして枕脇に置いてあるスマホを手に取る。鳴るまでまだ三十分もあることを確認しホッとした。かけ忘れたのかと思った。






　――いつも鳴った後に起きるのに……。






　最近別れたばかりの元カレが夢の中に出て来たからだろうか。

「……」

　実にのんびりした夢だった。アイツと学校の屋上を散歩するという内容。






　――まだ未練でも？






　あんなにウンザリして別れた相手なのに、夢に出て来た彼とは至って普通にやりとりをしていた。

　多分、今までに一番良かったやりとりだったと思う。最後は悪夢になるなんていうどんでん返しの結末も起こらず平和に終わった。そのせいか目覚めは悪くなくむしろ良すぎるくらい。月曜の朝とは思えないくらいに。

　ドサッと、起こした上体を再びベッドに戻す。仰向けになって見慣れた天井をじーっと見つめる。






　――別れて、もう一週間以上経ったのか……。










　ようやく別れようと決意した日の放課後。綾を先に帰らせたアタシは話があると言って金本弘毅かねもとひろきと会っていた。

　場所は校舎裏の水飲み場。

　本来ならそこは部活動に励む生徒の為に造られたであろう設備。でも実際にはどの運動部の練習場からもほど遠い位置にある為、放課後に運動部の生徒が利用しているところはほとんど見かけたことがない。

　利用者もおらず人気もあまりないとなると、生徒達から愛の告白を行う場所として利用されるのは自然の流れなのかもしれない。

　ここで告れば絶対相手からＯＫが貰えるだとかそんな噂ができてしまうのもわかる気はする。

　そうなると、そんな場所で別れ話をしようとするのは大きな場違いということになるのだろうか。もっと場所を考えれば良かったのかもしれないが当時の私はここ以外の場所が思いつかなかった。さっさと終わらせたい。そんな気持ちが強過ぎたのだと思う。

　五分ほど待つと金本は現れた。

　面と向かって、余計な前置きはなしにサッと用件を話す。

「――そういうわけだから」

　言い切ってこの場を去ろうとした。

　人気のないことで有名な場所ではあるが、全く来ないというわけでもない。だから誰かに見られる前に去りたかった。金本も別れることには何も文句はないだろうし、すぐに納得してくれるだろう。

「――なんでそうなるんだよ」

　そう期待したアタシがバカだった。

　ここで付き合わなければ良かったのかしれないが、彼のありえないと言っているような顔が目についたせいか、ついイラっとして向き合ってしまった。どうやらアタシの答えは彼にとって予期せぬことだったようだ。これまでに別れる雰囲気は何度も出ていたというのに。それともまさか、なんとかなるとでも思ってたのだろうか？

　ふーっと軽いため息を吐いた後にもう一度言ってみる。

「――だからさ、もうアンタのこと好きじゃないから別れようって言ってるんだけど？」

　今度はウンザリした目も向けてみる。

　フラれたことは、彼にとってありえないことだったのだろうか？

　背も高く顔も運動神経も良いとあって、同学年だけでなく先輩後輩からも熱い視線を送られている（かくゆうアタシも一年前には彼女達に混じって熱い視線を送っていたわけだが……）。そんな自分がフラれるわけがないと本気で思っているというのなら……本当に別れて正解だ。

「――どこがウンザリなんだよ」

　意味わかんねぇと本気で納得いかないといった顔。普段の爽やかな雰囲気は微塵もなく、怒った顔は随分と酷かった。

「そういうところなんだけど？」

　自意識過剰。

　自分に悪いところがないと本気で思い込んでいるところ。

　そして嫉妬深さ。

　アタシをウンザリさせた原因は多かった。

　廊下で彼の知らない男子と話しているだけで『誰あれ？』等と怒った口調で聞いてくる。中学時代のクラスメイトだと話すとホッとしたような顔をするので、そこまでならまだ可愛いと思える。

　しかしそこで終わらない。「あいつ全然モテなさそうな顔してるよな」などと、余計なことを言ってくる。

　離れているときは「俺のこと好きか？」という連絡が何回もくる。付き合う前はそんなことをするようなタイプには少しも見えなかったのに、付き合って時間が経てば経つほど本性を見せるようになってきた。行動は落ち着く気配を少しも見せず、一年近く経とうとした頃には完全にアタシの熱を冷めさせるような状態にまでさせてくれた。

　付き合う前のアタシは大分彼を美化していたなと思う。恋は盲目というのは本当だと思い知らされた。アタシが惚れた男子は見た目は良くても、中身は少しも魅力を感じない人だった。

　どうしてもっとはやく別れなかったのだろうかと今さらながらに思う。生まれて初めての彼氏だったからか、ズルズルと不毛な状態を続けていた。なぜキッパリと判断できなかったのだろうかとこんな自分にもうんざりした。

「――そういうところって、どういうところだよ？」






　――あー面倒だな。






「自意識過剰と上から目線なところ」と躊躇なく答える。

「どこが自意識過剰なんだよ！　それに上からって、そんな上からだったか？」

「あーもう！　面倒だなぁ！」

　声を荒げるつもりはなかったが、そのしつこさにしびれを切らしてしまった。

「いちいち言わなきゃわかんないの？　十分自意識過剰だったし、上から目線だったと思うんだけど？」

　彼は口ごもった。しかし少し下を向きながらなにか考えている。何を考えているのかはわからないが今さら何を言ったとしてもどうにかすることなんてできない。

「それにアンタさ――」

　畳み掛けようと思った。この際だから言えることは全部言ってしまおう。

「――モテるんでしょ？　よく自慢してたじゃん。他にも女の子いるんだからアンタのこと好きな子と付き合えばいいじゃん」

　そう言われそんなことはないと否定する。

　お前が好きだと言われたが、正直気持ち悪かった。

　俺はモテる。そう何度もモテ自慢を聞かされたのも原因のひとつだ。別のクラスの女子が落とした生徒手帳を届けてあげたら、目を輝かせて俺を見ていたと言ったり、同じ部の後輩から毎日のように連絡が来るなどと、中学時代の話も含めて何回も聞かされた。

　初めは冗談かと思って普通彼女にそんな話する？　と、突っ込んだけれど、それで終わることなく彼は何度も続けてきたのだ。

　アタシが嫉妬するのを見たかったのだろうか。

　それを見て悦に浸りたかったのだろうか。

　結局最後まで嫉妬させるどころか、逆に気持ちをどんどん冷めさせているということに彼は少しも気づけていなかった。

「――それじゃ」

　今度こそは背中を向けてこの場を去る。

　また止められるのではないかと警戒していたがそうなることもなく、無事にその場を去ることができた。










　自室の白い天井を見て、ふぅっと軽い息を吐く。

　金本を見たのはそれが最後だった。幸いなことにクラスも違うのでそれ以降は一度も顔を合わせてはいない。

　あれから連絡も電話もない。

　だからもう……アタシ達は完全に終わったのだ。

　別れたことは少しも後悔していなかった。だから夢に出て来たのも単なる偶然であって、心の奥底では気にしているというわけでもないと思う。






　――気にしているといえば……。






　どちらかといえば金本とは関係のない、綾に新しくできた友達のことが引っ掛かっていた。

　金本と別れた日の翌日。一人で帰らせてしまったことを綾に謝ると、昨日は別のクラスの女の子に誘われて下校したことを話した。

　相手は以前購買部の帰りに出会った五組の上塚さん。話を聞く限りでは綾と相性が良かったらしく、連絡先まで交換し合っていた。

　なんか急接近だなぁと、以前購買部の帰りに上塚さんを見たときのことを思い出す。そのときの彼女は石のように固い表情をしていたせいか、綾から聞いた話とでは印象に随分とギャップがある。

　しかも知り合ってまだ間もないというのに。別のクラスにいる子をわざわざ下校に誘いに来ている。それも一人で……。

「……」

　中学の頃の、とある女の子のことを思い出す。

　綾に好意を抱いていた子だった。

　好意というのは友達的なものじゃなくその……本気で女子が女子に恋するというガチなやつ。

　アタシが綾の幼馴染だったからだろう。ある日いきなりカミングアウトしてきた。

　今でもそのときのことは憶えている。驚きのあまり頭が真っ白になったのだ。






　本気で綾が好きで。

　でも自分は女の子で。

　この気持ちをどうすればいいのかがわからない。

　そう相談され、混乱していたアタシはどう言えばいいのかわからなかった。






『――好きならさ、気持ちは伝えた方がいいんじゃない？』






　それぐらいしか言えなかった。情けないことにこのときのアタシは混乱した頭を落ち着かせるのにいっぱいいっぱいだったのだ。

　そういった恋愛はテレビや漫画の世界でしか聞いたことがない。テレビや漫画なら特になんとも思わなかったが、リアルでそれを目前にすると彼女の相談を冷静に受けてあげることができなかった。普段の彼女からはそんな印象が少しも見られなかっただけに尚更。驚くことに中学に入ってからずっと綾のことを想い続けていたのだという。

　それから彼女の話を何度か聞いてあげた。

　上手いアドバイスとかはしてやれなかったけど、一人で思い悩むよりかはずっとマシだったとは思う。当初は戸惑った。でも本気で恋する彼女を見て、応援してやりたいとは思っていた。

　でも結局。彼女は綾に気持ちを伝えられずに恋を終わらせてしまう。






『否定されるのが怖い』






　最後にそう言って諦めてしまったのだ。

　フラれるのがではなく、否定されることが怖いと。






　そんな彼女の背中を押してやることができなかった。

　常識が異質と見る恋。

　簡単に打ち明けられるものではないそれを好きな相手に打ち明けることは……とても怖いものなんだと思う。

　綾はそんなことはしない。きっと彼女を否定することはない。

　そう言いたかった。

　でもあのときの綾は……おばさんのことで心が壊れかかっていた。

　だから彼女の告白を受けたとしても、どこか冷たい目で彼女を見るのではないかとそんな不安が当時のアタシにはあった。

　そうしてあの恋は終わってしまった。

　それから彼女とは連絡を一度も取っていない。高校も県外の高校へ行ってしまった。

　綾はおそらく、彼女の恋を知らない。

　アタシも何も言うつもりはない。このままずっと彼女とのことは胸に仕舞っておくつもりでいる。

　今でも記憶にあるあのときの彼女の顔。

　綾に恋をしていた彼女の顔。

　思い返すとそれが上塚さんと似ている気がしたのだ。

　上塚さんと違って小柄ではなかったけど、アタシの中ではあのときの彼女の顔が上塚さんと被った。

　勝手な決めつけだとは思うものの、一度浮かんだイメージはなかなかとれない。

　綾は気にした様子はない。そんな風に思っているのはアタシだけだろう。今の時点ではアタシの単なる勝手な思い込みになる。






　――けど……もしかしてもしかすると。






　そこでスマホのアラームが鳴る。もう三十分も過ぎた。

　準備するかと、起き上がって身支度を整える。

    
        
【第二十話　陽菜編】


「いってきまーす」

　家を出て、毎朝一緒に登校する綾との待ち合わせ場所へ向かう。






　――いいかげん綾にも言わないとな……。






　まだ綾には別れたことを打ち明けていない。

　去年彼女に背中を押してもらってアタシ達は付き合うことができたのだから、彼女には報告しなければ。






　――でも恥ずかしいなぁ。






　付き合ったばかりの頃、おめでとうと綾から言われすごく舞い上がっていたのを思い出すとホント顔がやけどしそうになるくらい恥ずかしい。たった一年ほどで終わらせてしまったのだ。応援してくれた彼女には申し訳なかった。






　――でも今日会ったら言おう。すぐに言おう。






　スマホで伝えようか迷ったが面と向かって言おうと思った。真面目な調子で言えば彼女は困ると思うので、明るくサッパリ言おうと決める。










　しかしそれが、中々実行できない。

　別に言いづらい空気でもないはずなのに。隣にいる綾にサラッと言えない。待ち合わせ場所で会って一緒に登校している間は全く別の話ばかりしていた。






　――あぁダメだ……なんか言い難い。






　もう教室まで辿り着いてしまう。引きずってるわけではないのにどうも言い難い……。

「――あのさ、綾！」

　もうさっさと言ってしまおうと思い、無理矢理声を出す。しかしこっちを見た綾の目を見た途端、

「……今年の花火大会一緒に行かない？」

　と、なぜか別の話題を振ってしまう。

「う、うん。いいよ」

　そこで金本君とは行かないの？　と聞いてくれれば良かったのだが綾は何も聞かなかった。おそらく気を使って何も言わないようにしてくれているのだろう。






　――ヤバイ。このままじゃどんどん言えなくなる……。






　案の定ズルズルとこの状態を引きずり、あっと言う間に昼休みとなってしまう。

「――陽菜。購買部行こ」

「ん、今日もパン？」

「うん。ハマっちゃった」

　鈴木さんからレア物パンを譲ってもらった日から、ここ最近綾はお昼をパンにすることが多い。

「米派じゃなかったの？」

「寝返った♪」

「おっと、まさかの裏切り？」

「うん。だから卒業までずーーっとパン」

「裏切り者め。後で後悔しても知らないよ」

「ほら、早く行こ」

　綾に背中を押され、一緒に廊下を歩く。一階の廊下を歩いているとき、ふと隣を歩く綾の横顔を見つめる。アタシの視線に気づくと、「ん？　どうしたの？」と少し照れた顔。

「いや、最近楽しそうだなーと思ってさ」

「え？　顔ニヤついてた？」

「いや、なんとなくなんだけどね。新しいお友達ができたから楽しそうにしてるなーって思えてさ」

「――うん、そうだね。あの二人と出会ってからは前よりも楽しいことが多くなったよ」

　そう笑って話す綾を見て自然な笑顔が出ることが多くなったと思った。

　両親が離婚して以来、どこか感情のこもっていない作り笑いをすることが多くなった綾だったけど、高校に入学してからはそれをすることが少なくなったと思う。綾に下心を持っていた男子に話し掛けられていた際に見せていた、あの冷たい目もあまりしなくなった。

　もう三年も前の話か……。

　そう考えたせいか、あのときの彼女の顔を思い返してしまう。






『何度やっても落ちなくて……』






　中学を卒業する前。彼女の家の中で見た、あの壊れかかった瞳。

　偶に、ふとしたキッカケであのときの綾を思い出す。もう思い返す必要なんてないはずなのに……。






『――もう、大丈夫だから』






　去年の夏、綾はそう言った。私の心配なんて必要ない。自分はもう立ち直っていると。そうして私に金本のところへ行くように背中を押してくれた。自分に構ってないで、ちゃんと自分の恋をしろと彼女から言われたのだ。

　だから……いつまでも昔のことを思い返す必要なんてない。それなのにダメだなアタシと思っていると、綾が驚いた声を出す。

「うわっ。もう混んでる」

　購買部入り口の方を見ると、入口から二列編成で生徒達がみんな腕を組んで並んでいる。なんかラーメン屋の前で並んでる人達みたいだ。

「授業終わってすぐ教室出たのにすごいな」

 売店のおばちゃんが片手で警棒を振り回しながら、もう片方の手でメガホンを持って列を崩すな、割り込むなと声を張り上げている。

「ルール違反は一番後ろに並ばせるからねぇ！」

　パートさんなのにまるで体育の先生みたいだ。






　――うげっ、うちのクラスの男子ももうあんな前に並んでる。






　さすが運動部。我先にと戦闘付近を制している。どうやったらあんなに前に並べるのだろうか。

　そして運動部で金本のことを思い出す。彼も購買部にはよく顔を出すんだった。もしかしたら近くにいるかもとおそるおそる周囲を警戒するが今のところそれらしき姿は見当たらない。






　――ってか、いいかげん別れたこと言わないと！






　こんな状況で言うべきじゃないかもしれないが、このままではずっと言えなくなる可能性もある。今は周囲の騒音もあるわけだし、綾にしか聴こえない程度の小さな声でパッと耳打ちしようと動いた。　

「――あ、志穂だ」と、私が動いたと同時に綾が言ったのでまたもタイミングを失ってしまう。漫画みたいにズルッと滑りそうになった。






　――ほんっと、タイミング悪いな……。






　綾の視線の先、列の最後尾に腕を組んで立つ鈴木さんがいた。昼休みになると彼女は必ず購買部に出没するということを以前本人が言っていたのを思い出す。






　――ん？　なんかイラついてるっぽい。






　ここからでも彼女の体からは負のオーラが発生しているのがわかる。近づいて彼女の後ろに並ぶと、彼女がアタシ達の存在に気づく。

「ウェーッス。お二人さん」

　振り返った彼女は気をつけの姿勢をして敬礼をするという挨拶をしてきた。綾も「ウェーッス」と敬礼して返す。ちょっと恥ずかしかったけどアタシも同じように返した。






　――今日は上塚さんはいないのか……。






　おそらく教室で鈴木さんの帰りを待っているのだろう。

「志穂。珍しく一番後ろに並んでるね」

「今村が授業終わらせるの遅かったんだよ。ホンッと最悪」

　今村か。どうやら授業中にまた余計な話が始まったようだ。鈴木さんがイライラするのもわかる。瞼が重くなりやすいからアタシもあの先生は苦手だ。

「今日は何買うの？」

「うーん……この順番だとたこやきパンとあずきコッペとコーヒー牛乳と三時のオヤツ用にメロンパンぐらいしか買えないかなー」

　鈴木さんは残念そうな顔をしている。さらっと包み隠さずに言ったが、随分とカロリーの高い組み合わせだ。国木のパンは一個が大きいのに、それを全部今日中に食べるというのだろうか？

　アタシらと同じ帰宅部でその細い体を維持できているのが不思議である。

「二人はどうすんの？」

　アタシも同じあずきのコッペパンと答える。綾は焼きそばパンにしたようだ。

「飲み物は何にしようかなー」と綾がつぶやく。

「綾、焼きそばパンなら今の時期だと冷たい牛乳かお茶系がいいよ。教室の冷房が効いてて寒いなら、個人的におススメなのがホットのほうじ茶かな。ハズれないのはやっぱり牛乳かもしれないけど、冷めた焼きそばパンとホットのほうじ茶が実は合うんだ。ちなみに小野関さんのコッペパンはど定番かもだけど、やっぱりコーヒー牛乳が一番だと思う」

　そう言い終えると鈴木さんは親指を立て、小首を傾げながら舌を出してウインクした。ペコちゃんみたいな顔をする。いきなりそんなポーズをしだしたけど、さっきの敬礼みたいに真似すればいいのだろうか？

　どうすればいいのかわからず綾の反応を見る。

「じゃあホットのほうじ茶にしよっと」

　今度は普通に返していた。






　――てか、いつの間にか二人共下の名前で呼び合ってる。






　思った以上に二人の関係は良いみたいだ。おそらく上塚さんとも下の名で呼び合っている。

　三人共無事（？）に目的のパンを買い終えたので、教室まで一緒に戻ることに。

「――そういえば、愛海から花火大会の話聞いた？」と鈴木さん。花火大会？

「え？　聞いてないけど」

「あら？　今日中に綾に声かけるとかなんとか言ってたんだけどなぁ。あのチビ助まだ言ってなかったのか」

　話を聞くと、チビ助こと上塚さんの提案で綾を花火大会に誘おうと計画していたらしい。メンバーには郁美と真帆も加わっているという。






　――うーん。タイミング悪かったなぁ。






　するつもりはなかったのに、朝にその話をしてしまった。

「ごめんね志穂。誘ってくれるのは嬉しいんだけど、私達一緒に行く約束してるから……」

「あーいいよいいよ、突然だったし。まなみんには私から伝えておくから気にしないで」

　鈴木さんはサッパリしている。断られても気にした様子は少しも感じられない。

　ところでなんでさっきは上塚さんのことをチビ助と言って、今度はまなみんと言い変えたのだろうか？

　疑問が解消されぬまま、それじゃあお先にと彼女はパンと飲み物を抱えて自分の教室へと帰っていった。






　――更にアップルパイ追加してたな。






　綾もそれに気づいていたと思うが、お互い何もツッコまずに鈴木さんを見送る。

　アタシ達も教室へ戻ってお昼を済ませると、次の授業が始まるまでのんびりと過ごしていた。特に話すこともないので、アタシは音楽を聴きながらさっきのお誘いのことをぼんやりと考えていた。

　上塚さんの企画……。

　アタシも混ぜてもらってみんなで行けないかな。去年はまだ金本と付き合う前だったので、綾と二人だけで行ったわけなんだし、今年は大人数で行った方が楽しめそうな気がした。

　それに上塚さんにも近づけるし。

　綾に提案しようと、机を挟んで向かい合っている綾を見る。珍しく真剣な顔をしてスマホをいじっていた。

「ゲーム？」とイヤホンを外して尋ねる。

「ううん。アルジャン見てる」と綾はスマホを操作しながら答える。大手通販サイトのアルジャンか。

「珍しいね」

「うん。ちょっとどれにしようか迷っちゃって」

「ん？　何が？」

「これ」と 綾からスマホを渡されて画面を覗く。映し出されているのは、猫が輪っかにぶらさがっているキーホルダーだった。

「前から使ってたキーホルダー壊れちゃって」

「へーいいじゃんこれ」

　キーホルダーは全部で五種類。種類ごとに猫の模様が違う。キジトラ、黒白、茶トラ、黒、白とある。

「……確かに迷うな」

「キジトラか茶トラか、それだけで既に三十分経っちゃった」

「うーん……アタシは黒白かな。一番人気は？」

「アメショー柄のキジトラ」

「なるほどなー。んーでもアタシは黒白かなぁ」

「陽菜も黒白かぁ。愛海と志穂も黒白がいいって言ってたんだよね」

　二人の名前を出され、花火大会のことを思い出す。

　しまった。つい脱線してしまった。

「ねえ。花火大会鈴木さん達と一緒に行かない？」と、唐突だが切り出した。これ以上横道に逸れるのは避けたい。

「いいけど。いきなりどうしたの？」

「いや、去年も二人だけだったしさ、今年は大人数で行ってみようよ。郁美と真帆にも久々に会えるしさ」

「うん。私は全然いいけど」

「よし、じゃあ決まり。早速鈴木さんに連絡しよう。実はアタシも鈴木さん達と仲良くしたいと思ってたんだよ」

「そうなの？」

「だってこのままじゃあアタシの綾が二人に取られて、アタシ一人ぼっちになっちゃうからさー」と、ワザと恥ずかしがるような素振りを見せて言うと綾は笑った。

「アハハ。いつから私って陽菜のものになったの？」

「小学生の頃に会ったときから綾はアタシのものだ。まあそんなことはいいからほら、急いで鈴木さんに連絡してよ」

「よしわかった。すぐしよう」

「頼んだよー」

　鈴木さんはおそらくあの性格だからアタシがついていっても何も問題はないだろう。郁美は食べ物さえ奢れば懐くし、いつもニコニコしている真帆もなんとも思わないはず。






　――上塚さんは何て言うかなー。






　男女問わず彼女の性格は人気があると聞くし、多分大丈夫だとは思う。

　そして昼休みが終わる頃、上塚さんからオッケーの返事が。みんなで楽しく過ごそうということになった。

　よーし、と心の中でガッツポーズ。別の意味で今度の日曜が楽しみだ。

　こうして金本と別れたことをスッカリ言い忘れてしまったアタシは家に帰宅したのと同時にそれを思い出し、頭を抱えることとなるのだった。

    
        
【第二十一話　志穂編】


　去年の花火大会を振り返ると浮かんでくるのは、全員がお腹を抱えながら帰り道をヒーヒー言って歩いた記憶しかない。

　花火大会が開催されたので天気は良かったはずだが、肝心の花火が綺麗だったとか、見やすかったとか、そんなことが一切記憶にない。

　それもこれも花火が始まる前、郁美が屋台の食べ物を大量に買い込んでしまったことが全ての原因だった。普段なら彼女のブレーキ役でもある真帆が止めに入ってくれるのだが、その日は真帆の家の事情により、彼女は遅れてやってきたのである。






『郁美が暴走しないように注意してね』






　そう事前に注意されていたにも関わらず私と愛海はそれを怠ってしまった。気づけば大量の食べ物を郁美は抱えていた。

『――すまない。先に逝く……』

　そう言ってまず先にダウンしたのが無理して買い過ぎて食べ過ぎた張本人。そして残された私達は合流した真帆も含め、打ち上がる花火を背景に余った大量の食べ物と闘うこととなったのである。

　その結果は悲惨なもので帰りに私達（真帆は腹八分目で抑えた）はお腹を抱えて花火会場を去るという過酷な食後労働を強いられたのであった。

　なんとか交通規制の掛かっていない国道まで辿り着いたのはいいものの、もう既に限界が近づいていた私達は急遽応援を呼び、駆けつけてくれたまなママ（愛海ママの略）の運転する車のおかげでなんとか全員無事に家へ帰り着いたのだった。






　――あれは本当に大変だったな……。






　ちなみにその晩。愛海はブルーハワイのかき氷に襲われる夢を見てうなされたという。

　今さらだが、どうしてあの場で食べ切ろうとせずに、全て家に持ち帰ってから家族に分けるという選択肢を思いつかなかったのだろうか？

　誰もがそう思うだろう。私もそう思った。

　それに対して愛海はなぜか哀愁漂う感じでこう言った。

「屋台の食べ物ってさ、祭りの雰囲気のせいかわかんないんだけど、どうしても会場で食べないとって思っちゃわない？　家に持って帰って食べると、なんか悲しいんだよね」

　他はどう思うかわからんが私はこれに納得した。

　確かにそうした雰囲気によって冷静に考えればやらなくてもいいことをやってしまったり、無駄にテンションが高くなったりすることは何度もある。郁美もそんな状態だからこそ買い過ぎてしまったのだ。そうでなければ爆買いなんてしなかっただろうし、私達も無理して食べたりしなかった。祭りの雰囲気だとかそういったものが私達を間違いに走らせたのだ。

　私はこれを祭りパワーと命名した。

　この祭りパワーに感化される人を抑えることで、今年の花火大会は平穏を迎えられることになる。当日は郁美だけでなく他のメンバーにも目を光らせた方がいいかもしれない。祭りでテンション上がると、誰であれどんな行動に出るかわからない。






　――なんか大変そうだなぁ……。






　ただでさえ愛海の恋のサポート役で大変だというのに。

　本番前から既に疲れてきた。










　花火大会当日の午前。愛海をバイクの後ろに乗せた私は炎天下の中、場所取りという任務の為に会場に向かって走っていた。

　今日は午前中から早くも熱中症警報が出ているらしく、私達を焼くお日様のじりじり感がいつもの倍以上に感じた。

　信号待ちしている際、横断歩道を母親と一緒に歩く小さな男の子と女の子が、私達を指差して「ルフィが二人いるー」と言ってはしゃいでいた。

　私も愛海も背中に麦わら帽子を背負っているせいだろう。先程愛海を迎えに上塚家を訪ねた際、まなパパ（愛海パパの略）から手渡されたのである。

　そして偶然にもお互いの服装が五分丈ジーンズにTシャツとサンダルという似たり寄ったりの恰好になっていた。意図的に合わせたわけでもないのに、こういうときだけは息が合ってしまう。

「なーんか恥ずかしいな」

　気心の知れた幼馴染とはいえ、私は服がお揃いというのは苦手なタイプである。

「場所取りするだけなんだから大丈夫だよ」

　逆に愛海は少しも気にした様子はない。

　おそらく私だからだろう。もし綾だったとしたら、彼女にこんな余裕は絶対にない（ぶっ倒れる可能性が高い）。

　会場は愛海の家からバイクで十五分ほどの距離にある。場所取り開始は午前十時からなので十分前には現地入りするようにした。駐車場にバイクを停め、麦わら帽子を被った私達は会場へと歩いて行く。

「さすが熱中症警報出ただけのことはあるね。まだ昼にもなってないのにすげー暑い」

「関東の熊谷とか九州の日田はこれ以上だからね。さっき四十度超えたって聞いたよ」

「ありえねー」

　周囲には同じ目的で来た人達がチラホラ。大学生、社会人、子連れのお母さんだけでなくお年寄りもいる。

「結構いるね」

　ベージュのトートバックを肩に掛ける愛海は周囲を見ながら言った。

　毎年花火は見ているが場所取りは今回が初めてだ。人数も多いし、事前に場所取りをしてのんびり座って花火鑑賞しようと愛海が提案したのである。

　会場に辿り着いたので去年の記憶を頼りに場所を選ぶ。周囲の人も同じような場所にいる。

「ここら辺？」

「うん、多分」

「花火って向こうからこう上に上がってくるんだっけ？」

　私が指差す方を見ながら、愛海は腕を組んで考え込む。

「過去の記憶だとそうだったはず」

「ならここでいいか。他の人もここら辺で場所取りしてるし」

「そうだね。それじゃあシート敷こう」

　愛海のトートバックから厚手のブルーシートを取り出して敷く、四方にはペグ等でシートを固定する為の穴があるが、芝生を傷つけてはいけないという理由でペグの使用は禁止されている。

　代わりに空のペットボトルに水道水を入れた物を持ってきた。そんなに強い風は吹きそうにはないが、これで飛ばされる心配もない。

「六人だから大型のシート持って来たんだけど、全員入るよね？」

「十分だよ。後は名前だけ」

　愛海はガムテープをちぎってシートの真ん中に『シホ』と書いた。他の人に場所を間違われない為にそうするらしい。

「なんで私の名前なんだよ？」

「二文字だから。ガムテープの節約」

「アヤでよくない？」

「絶対よくない」と全否定された。ちなみに周囲を見渡してみても私達みたいにガムテープで名前なんて付けてる人はいなかった。

「よし場所取り終わり。帰るよ志穂」

「ウェー」

　無事に場所取りを終えたのでさっさとひき返す。場所取りだけでもう体中が汗だらけ。

「帰ったらシャワー浴びて寝て、起きたらまたシャワー浴びて準備しないとね」

「だね」

　駐車場に戻る途中、これから場所取りにきた人たちと擦れ違う。少し慌てているようにも見える彼らの背中を見ながら、

「私達が確保した場所大丈夫かな？」

　とられたりしない？　と、愛海に尋ねる。

「そういえば上野の花見客はそういうことするやついるって、こち亀に書いてあったな」

「漫画かよ。でも実際そういうやついるだろうね」

「上野だったらそれは本当にありそうだけど、大丈夫だと思うよ。ネットで去年場所取りした人が夕方からでも確保できたってブログに書いてあったし、奪い合いとかにはならないと思う」

「なら大丈夫か」

「それより志穂。着付けできるの？　そっちの方が心配なんだけど」

「大丈夫だよ。動画見ながらやるから余裕余裕」

「そう言って去年遅刻したの忘れたでしょ？」

　そういえばそうだった。

「んーじゃあ私は私服で行こうかな。ぶっちゃけこんな感じの恰好の方が楽だし」

　昔から浴衣を着るのがめんどくさいと思っていた。毎年愛海が口うるさく言うので仕方なく着ていたが、正直着なくてもいいならこのままがいい。

「それはダメ。半袖半パンサンダルは絶対ダメ。夏の三種の神器は私が許さない。志穂は気にしなくても私が気にする。というわけで今日早めに志穂の家行くからね」

「えーいいじゃん別にぃー」

「ダメダメ！　そういうの大事だから！」と、こういうときの愛海は絶対に譲らない。逆らわない方がいいことは長い付き合いでよくわかっている。

「ほんっと、志穂は男の子だなー」

　そう言うと愛海は「私の準備を予定よりも早く始めて志穂の家へ行くか――」と、ブツブツ言い始めた。

「そんなことよりもさ、今年は買い過ぎないように郁美に釘刺すの忘れないようにしようよ。あの過ちだけはもう繰り返したくない」

　そう言うと愛海はハッとした顔をする。

「うん、確かに去年のアレは酷かった。おかげでしばらくは肉とか見るだけで胸やけがするようになっちゃったし。軽いトラウマだよ」

「でも本人はケロッとしてたのが凄かったよね。花火大会終わった翌日に今度四人で肉の日に焼肉いこーぜとか連絡してきたし」

「私らとは胃のつくりが違うんだろうね。あのときはさすがに真帆が怒ったから郁美も大人しくしてくれたけど、真帆がいなかったらどうなってたことか――」

　私達は改めて真帆という存在の有難さを痛感した。

　普段はニコニコスマイルだけで口数がやや少なめな彼女だが、みんなが沈んだときに雰囲気を明るくしてくれたり、郁美の暴走を止めに入ったりと、素晴らしいサポートを行ってくれている。

「――あのときは焼肉って聞いた瞬間、網の上で焼かれるカルビを想像しちゃって吐きそうになったな」と愛海。

「私は小皿のタレに、焼き上がった肉をつけるところを想像したな」

「え、そっち？　普通網の上に焼かれてるイメージだよね？　こうジュージュー言いながら脂が滴ってくる感じの」

「いや、こっちが一般的なイメージだよ。愛海の方がマイナーだ」

「ほー。じゃあ他の人にも聞いてみるか？　それで私と同じ人が多かったらジュースね」

「いいだろう。ジュースじゃなくてブルーハワイのかき氷奢ってやんよ」

「……ジュースでお願いします」

　どうやらそっちのトラウマは継続しているようだ。










　それから一度家に帰り、浴衣に着替えてから待ち合わせ場所である駅へと向かった。

　私の着付けとメイクまで手伝ってくれた愛海が早めに行こうと提案したので、集合時間よりも早目に目的地へ着いた。まだ待ち合わせ時間まで二十分近くある。

「今年は人多いな」

「ほんとだねー」

　既に周囲には同じ目的で駅に来ている人達でごった返している。普段と違う恰好なのでわからないが、クラスメイトも何人か紛れ込んでいるだろう。

「あ、そうだ志穂。虫除けスプレー忘れてないよね？」

「持ってきたよ。殺虫剤も持ってきた」

「それはいらないでしょ」

　そう言った愛海はキョロキョロと辺りを見回したり、スマホを何度も覗いたり、手鏡で髪型を何度もチェックしたりと、どうにも落ち着きがない。

「まだ時間あるんだから、そんなに焦らなくても大丈夫だよ」

「いや、だって急に緊張してきちゃってさ――ねぇ、今日の私どう？」

　愛海は両腕を広げ、浴衣姿を見せて来る。

　うーんと言いながら、上から下までを三段階に分けて見る。






　――去年と変わらないからどうと言われてもなぁ……。






　明るめの青を基調とした花柄の浴衣。去年と同じやつ。髪も上に結い上げているのでいつもと違った雰囲気ではあるが、それも去年と同じやつ。残念ながら私には去年と同じやつの愛海にしか見えない。

「――どう？　どう？」と、愛海の期待に満ち溢れた瞳がチクチクと刺さる。

「……」

　目を細め、愛海の瞳を覗く。

　キラキラと光る角膜。いや……もっと、もっと奥深くを覗いてみる。すると瞳孔の中心にこちらに銃を向ける愛海がいるのを確認。

　カワイイと言えと彼女の瞳が言っている。そういうカツアゲやめろ。

　ヤレヤレと、それしか選ぶことが許されない選択肢を私は選ぶことにした。

「うん、カワイイよ。カワイイカワイイ」

　自分でも棒読みだと思った。これでは怒られるかもしれん。

「よし！　ならいいか！　軍資金も確保したし、準備は万端！」

　どっからでも来いや！　と、意気込む彼女は文句ひとつ言わない。どうやら緊張で余裕がなくなっているようだ。今まで綾とは何度も接してきているだろうに、どうしてもまだ緊張はあるようだ。

　これがもし恋ではなかったとしたら、私や郁美や真帆を前にしているときのように普通に接しているのだろう。

　そう思うと恋って不思議だ。

　そうした気持ちを持つだけで、ここまで内容の違うやり取りへと変わってしまうのだから。






　――まあ、まずはほぐしてやるか。






　ここは日常会話でもして、少しでも緊張を和らげてあげようと思った。

「軍資金って、おばさんから臨時のお小遣いでも貰ったの？」

「違うよ。少し前に日雇いのバイトを何回かやってきた」

「……え？」

　初耳である。

「え？　ってなんだよ。私だってバイトぐらいできるわ」

「ごめん、なんか想像つかなくて。ち、ちなみに、その、な、なんのバイトしてきたの？」

「なんでそんな恐る恐る聞いてくるんだよ。本屋だよ本屋。お母さんの知り合いから頼まれて少しだけやってきたの」

「はえー。まさかの本屋ですか」

　親の肩叩きではなかった。

「そうなんだよ。本全然読まない私がまさかの本屋」

　人生わかんないもんだよねと、大げさに言う。まだ人生知ったような経験してないだろうがと心の中でツッコム。

「なんで黙ってたの？」

「えーだって言ったら見に来そうだし。恥ずかしいからヤダ」

「私のとき見に来るじゃん」

「志穂の場合は終わった後でしょ？　仕事中に見られるのが恥ずかしいんだよ」

「そんな気にすることかなー」

「じゃあ志穂は配達中に私に後ろから原付で追っかけられて、配達終わるまでの間ずーっと見られるとしたらどう思う？」

「……嫌だ」

「でしょ？」

　想像していたら実にシュールな光景だと思っていたところで「志穂―！　愛海―！」と、浴衣姿の郁美が手を振りながら現れた。隣には同じく浴衣姿のニコニコしている真帆がいる。

「早いじゃん。待ちきれなくて早めに来ちゃったのか？」

「違うよ。遅刻常習犯と一緒だから早めに来た方がいいと思ってさ」と、私を見る愛海。

「ああーなるほどな」と郁美は納得する。そして「なあ志穂――」と私に近づいて私の顔をジロジロと見つめてくる。

「ん？　なに？」

「今日のメイク愛海に手伝ってもらったろ？」

「……だからなんでわかんのよ」










　それから五分ほどして綾と小野関さんも来た。みんな集合時間に間に合っているのがすごい。






　――うおおおお……。






　綾を見た途端、そんな声が心の中で出た。口にも出していたかもしれない。

　やはり綾の浴衣姿は一味違うと、おっさんみたいな感想が出て来る。

　若者らしい感じの派手な柄じゃない。白い生地に流れるような水彩調の黒ライン。

　実に大人びている。髪型もいつもと違うし、まるで漫画や絵本の世界から飛び出してきたかのようだ。






　――やっぱ違うわこの子……。






　もっとうまい表現があるのかもしれないが語彙力のない私にはとにかく綺麗としか思い浮かばない。郁美と真帆も「うおー可愛いな」と素直な感想を口にしている。本当にその通りだと誰もが思っているだろう。

「――あ、ありがとう」と綾は少し困ったような照れ笑い。少し俯く姿が可愛らしい。この仕草だけで満点。

　うんうんと頷いていた私はやけに静かなことに気づく。そしてお隣を見ていかんと慌てる。

　愛海は綾を見たまま、ぽけーっと固まっている。頬を紅く染め、誰がどう見ても見惚れているとわかるような顔。

　慌てた私は彼女の右足を下駄で踏んで見惚れ状態を解いてやることに。

「あいったー！」と、うっかり足の小指に与えてしまったダメージに愛海はもがき苦しむ。

「どうした！？」と、突然の声に驚いた顔をする小野関さん。

「いや、ごめん……なん、でも、ない」

　目に涙を浮かべながら、愛海はなんとか激痛に耐え切った。










　まずは会場近くの屋台に行こうと二列に並んで向かうことに。

　周囲にはわかりにくい私の粋な計らいで見事綾の隣を並んで歩くことができた愛海。その後ろは真帆と郁美で、最後は長身族である私と小野関さんとなった。

「――小野関さんって運動部かと思ってたよ」

　小野関さんと一対一で並んで話すのは初めてだ。

　彼女もまた普通にはない魅力がある。さきほど駅に綾と一緒に現れたときにも、私の目にはしっかりとこの人の魅力も見えていた。

　光っているのは誰の目からみてもわかるその圧倒的なスタイル。私も背は高い方だが彼女の方が更に５センチくらい高いし足も細くて長い（おそらく私が勝っているのは胸だけだろう）。

　綾とは小学生の頃からの付き合いだという彼女はこのメンバーの中で一番髪が短く、背の高さと少し日焼けした肌のおかげかどうしてもスポーツ少女に見えてしまう。

「よく言われる。でも中学時代は陸上やってたよ」

「結構早かったんだよなー」と、話を聞いていたのか前にいる郁美が言う。

「短距離？」

「うん。長距離は苦手」

「私も短距離派。マラソン大会嫌いだし。あんなもんこの世から消えればいいのにって毎年思ってる」

「アハハ。そうなんだ」

　以前購買部で会ったときは少ししか話したことがなかったせいか、今こうして並んで会話をしていると、予想とは違った彼女の表情が見れておもしろい。

　ふと、先頭を歩く愛海の後ろ姿を見る。

　ああーこれはマズいなと、遠目からみても思った。緊張で綾の顔をまともに見れていない。






　――お願いだからフリーズも暴走もしないでよ。






　この位置からでは、愛海がおかしなアクションを起こしてもフォローには入りづらい。とはいえいきなり目の前の郁美と位置を入れ替えるとみんなからおかしいと思われる。

　でも仕方ないかと腹を括る。もしヤツが変な行動に出たらなりふり構わず止めに入ろう。

　そう決意した私はしっかり監視しといてやるかと、キラリと愛海の背中に目を光らせる。

　そのせいか、愛海が背筋をゾクリと震わせていた。










　それから先は何も問題はなく、屋台で散々食べて遊び、時間が迫って来たので会場へと向かった。

「さすがに今年は抑えたね」と、愛海が郁美に言う。

「去年お前らに迷惑掛けたからなー。私は反省したのだよ」

　そう威張る郁美だが、おそらく事前に真帆から注意を受けたのだろう。今日の郁美は随分と大人しく思える。警戒は杞憂だったようだ。






　――大人しいと言えば――。






　少し気になることがあると、真帆の方を見る。

　今日は不気味なくらい大人しいな。

　どういうわけか、今日の彼女はいつもより口数が少ない。ニコニコしてるから怒ってるわけではないと思う。真帆が怒るときはニコニコなんてしない。

　そこが引っかかっていた。見てわかるぐらいのかなりの上機嫌。

　これは真帆が趣味でやってるネット麻雀で国士無双でも出したか。それとも今年の夏ジャンボ宝くじに絶対の自信でもあるのだろうかと、いろんな予想を立てては彼女の横顔を見てしまう。






　――いや違う。なーんか妙だ。






　聞いてみたい気分だが、真帆はおそらくあのニコニコフェイスで何でもないよと答えるだけだろう。彼女は宝くじが当たっても周囲には絶対バラさないタイプだ。






　――うーんダメだ。読めない。






　結局このときの私はわからず仕舞いで、この違和感に関しては気のせいだと思うことで終わらせる。

　そして後日、私と愛海はこの意味を知ることとなる。そして同時に自分達の脇の甘さを思い知らされるのであった。

    
        
【第二十二話　愛海編】


　ああ……もう終わりだ。最後の花火が打ち上がる。

　夜空に大輪を咲かして見物客にワーとかオーとか言わせている。私もそんな声を一緒に上げてみんなで完全に花火が消えるまでを見ていた。

　そして終了のアナウンス。ぞろぞろと帰り支度を始める周辺の人達。郁美も立ち上がって軽く伸びをすると「すげーあっという間だったなー」と素直に楽しかったという感想を口にした。

「――ほんとだね」

　私もみんなに従って立ち上がる。本当にあっという間ですぐ近くにいる綾との別れが迫ってくる。ここからバイバイする駅まで、徒歩で混み具合を考えても三十分は掛からない。






　――帰りたくないな……。






　そう思っているのはきっと私だけだ。

　小野関さんと志穂は二人でシートを畳み、他は周辺にゴミを落としていないかスマホのライト機能を使って見渡している。

「ゴミなーし」

　郁美の声に「こっちも」と綾。

「大丈夫そうだね」と真帆の声。

「よし。じゃあ行こうか」と志穂の声でみんなが駅へと向かって歩き出す。






　――みんな撤収早いなぁ。






　ポツンと残された私に気づいた小野関さんがこちらを振り返ったので、慌てて小野関さんの隣へ行き、一緒に並んで歩く。

「どしたの？」

「ごめん。忘れ物ないか再確認してた」

　適当なことを言って誤魔化しのニカっと笑顔を出す。本音はとても口にできない。

　綾とバイバイするのがすごく寂しくて。帰りたくなくて。ちょっと抵抗して足を動かさなかったなんて言えない。






　――別に……永遠の別れになるわけでもないのに。






　明日もまた学校で普通に彼女には会える。二組を覗けば彼女がいる。だからそんなに寂しく感じることもない。

　なのに……今の私はこの時間が終わってしまうことを凄く嫌った。

　斜め前を歩く綾の後ろ姿を見つめる。真っ直ぐな線を引いたような綺麗な背筋。柔らかそうな髪を結い上げたいつもと違った髪型。白くて細いうなじ。

　全然雰囲気違う。浴衣着て髪型を変えた。言葉で見ればたったそれだけのことなのに、それが普段の綾をより美しく見せている。

　そんな彼女を後ろからならこうして見れるのに……真っ直ぐは見れなかった。

「私のバカ」

　誰にも聴こえない小さな声で呟く。

　ぞろぞろと行きと同じ二列編成で駅までの道を歩いていく。帰り道は自然に小野関さんと並んで歩く形となった。斜め前の綾は真帆と並んで歩いている。帰り道を一緒に並んで歩けないことに不満はなかった。今の綾を隣にして歩くのは私にとってみれば大変なことなのだ。






　――もう慣れたと思ってたのに……。






　今日の彼女の隣に立つのは難しい。浴衣姿の綾を見たとき、初めて彼女と顔を合わせたときに感じたあのときめきが再燃してしまった。

　志穂のおかげでさっきは綾と並んで歩けたのに、自分の気持ちがバレるんじゃないかと思うと情けないことに彼女の顔をあまり見れなかった。フリーズしないようにするので必死だった。

　真帆が羨ましい。私もあんな風に普通に話すことができれば、きっと自然に「一緒に写メ撮ろうよ」と言えたのに……。






　――やっぱダメだなぁ、私。






　綾と私。二人並んで浴衣姿で写メを撮りたい。それが今回の目標だった。

　けどできそうにない。自分から言い出そうと何度も決意したのに、どうにも今の彼女の目を見て言うことができない。






　――まあ、さっき屋台で買い食いしたときに撮った写真があるから、それだけでもいいか。






　一緒に並んでいなくても、もうそれでいいと軽いため息をつきながら、スマホの写真データを確認。






　――ん？






　そしてとんでもないことがわかった。

　真夏で帰りの人が多い暑さの中、私だけ背筋が凍っていた。もしかしてとおそるおそる写真を一枚一枚確認。

　志穂と私。たこやきと志穂。わたあめと志穂。志穂とかき氷、りんご飴と私、コーラと志穂。郁美と真帆と私、小野関さんと志穂と私。花火と志穂、そして志穂。

　スマホの写真に写っているのはそれで全てだった。






　――い、一枚も綾が写ってない！？






　かみなりが落ちたかのような衝撃が走る。もう一度再確認するがやはりない。もしかして誤って削除してしまったのではないかと、削除済みのデータを確認するがそこにもない。

　そしてなぜか志穂率が異様に高い。おまけに写真の中の彼女はどれもムンクの叫びのポーズを取っている。

　おかしい。志穂がじゃない。志穂がおかしいのはいつものことだ。そうじゃなくて綾が写っていないことがおかしい。

　やらかした。これはまずい。諦めた気持ちでいたけど一枚もないとなると話は別だ。このままでは当然終われない。なんとかして綾の浴衣姿を写真に収めようと方法をあれこれ考える。しかしなんていえばいいのかが思いつかない。






　――ああヤバイ！　駅まであと少しだ。






　焦るせいで余計にいい考えが浮かばない。

　そこで画面に表示されているムンクの志穂を見て思いつく。






　――そうだ。志穂のスマホ！






　そこに綾の写真があるかもしれないと、慌てて志穂に連絡。でも気づいた様子は少しもない。通知音をオフにしているのかスマホの音も鳴らない。先頭を歩く彼女は郁美と二人でガハハハと笑っている。私のＳＯＳには少しも気づかない。






　――やっぱり無理か……。






　わかっていた。こういうときのＳＯＳが志穂には届かないことを。昔から何度も経験してきた緊急時の志穂あるある。私達は本当に連携が上手く取れない。

　いや待って。どっちにしろ志穂は写メなんてあまり撮らない。だから私のサインに気づいていたとしても、ないと言われるだけの可能性が高い。






　こうなったら他の人にお願いしよ――。






　ダメだ！　綾の写真欲しいなんて言ったらバレる！　そんなのヤバイから言えない！　

　ぬあー！　どうしよう！　志穂！　私どうしたらいいのーー！？

    
        
【第二十三話　陽菜編】


　隣を歩く上塚さんの様子がおかしい。スマホを見ながら固まってる。軽く話し掛けてはみたものの「うん」とか「そうだね」としか言わない。

　他のみんなはそれぞれの話で盛り上がっているせいか、上塚さんの様子には気づいていないようだ。






　――さて、何があったのかな。






　気づかれないようにそっと小柄な彼女が操作するスマホを上から覗いてみる。






　――写真データの確認？






　それを何度も行っている。アタシに見られていることにすら気づかないぐらい夢中になっている。

　そしてこの暗い表情。まさか霊が写っていたという雰囲気ではないだろう。屋台で撮った写真を見て、顔を曇らせている。まるで重大な見落としを発見したかのような。






　――もしかして……。






　浮かべた予想はおそらく当たっているのではないか。なにせ上塚さんは今日綾とはほとんど話せていない。






　――軽くつついてみるか。






「どうしたの？」と、ちゃんと聴こえるように腰を折って彼女に顔を近づけて言ってみる。

「――え？」

　驚いた顔でアタシを見る。少しの間を置いて理解した彼女は慌て出す。

「――あ、いや、その……なんでもないよ」

　絶対になんでもないことはない。おまけに隠す必要もないのにスマホを隠したところから写メ関係であることは間違いなさそうだ。






　――綾と撮りたかったってやつかな。






　だとしたら助け船を出してみるかと「ねえ――」とみんなに声をかける。考えてみれば今日は上塚さんのことばかり見ていたせいで、アタシも夏の想い出を全然撮ってない。

「――駅に着いたらみんなで一緒に写真撮らない？　夏の思い出に一枚欲しいんだ」

　そういうと、上塚さんは呆気にとられた顔をする。他の皆は「うん。いいよー」と二つ返事でオーケー。上塚さんは放心状態だったので、「上塚さん」は？　と尋ねて解除してやる。聞くまでもないことだ。

「――え、あ、うん、大丈夫。むしろ私も、そうしたかったっていうかなんていうか……」

　なんか言い出せなくと、正直に話す彼女は恥ずかしくなったのか、うつむいている。






　――なにこれ。かわいい。






　なんだか嬉しくて頬が緩む。ギュッとしたくなったが、さすがにそれは失礼なのでやめておく。上塚さんが男子に人気ある理由がよくわかる。

「――あら？　まなママもう着てるよ」

　駅に着くと鈴木さんが車の前で立つ女性を指差す。まなママと聞いて一瞬何のことかわからなかった。

「ホントだ。お母さん来るの早すぎ」

　なるほど。上塚さんのお母さんを略した呼び名だったか（以降。アタシも心の中ではまなママと呼ぶことにする）。電車に乗らない鈴木さんと上塚さんのお迎えに来たらしい。

「――でも丁度良かった」と、上塚さんは自分のスマホをまなママに渡し、みんなで集合写真を撮ってもらった。それからアタシも満足するまで撮り終えると、電車の時間までみんなと軽く雑談。

　郁美、真帆と話しながら上塚さんを監視していると、彼女は決心がついたのか綾に「一緒に写真撮ってもいい？」と、勇気を出していた。

　傍から見ても凄い緊張しているのがわかる。






　それでも、しっかりと彼女は綾の目を見ていた。






　行きに二人並んで歩いていた際、綾の顔をまともに見れていなかった数時間前の彼女とは違う。きっと彼女は顔が真っ赤でも、心臓が破裂しそうでも、何があってもいいからちゃんと言いたいと行動したのだろう。

　そうした姿勢が見ていてすごくいい。見ているこっちにもその一生懸命さが伝わってくる。

「――なぜか綾の写メだけなくてさ」

　アハハと照れ笑いをする上塚さんに綾は笑顔でオーケーする。近くでスタンバイしていたのか鈴木さんは「撮ってあげるよ」と上塚さんのスマホを受け取って二人の写真を撮っている。

　その連携プレイを見て、なるほどなぁと思った。

「よーし、じゃあ解散するかー」

　郁美が言うと、「小野関さん――」と上塚さんがアタシの袖を引っ張った。

　まだ頬を紅く染めたままの彼女は、軽く微笑むと。

「――今日はありがとね」と柔らかな声でお礼を言う。キッカケを作ってくれたことに対する感謝だった。

「陽菜でいいよ。さん付けって堅苦しくて、実はちょっと嫌なんだ」

　リラックスさせてやりたいと、アタシはニッと笑って友達宣言させてもらう。

「いいの？　じゃあ私も愛海で」

「私も志穂でお願い」と鈴木さんが割り込んでくる。そして郁美達も割り込んで「もう全員下の名で呼び合おうではないか」と提案。

「そうしよう。これでアタシら全員心の友だ」

「よろしくー」とみんな一声に言う。

「ちなみにまなみんはダメ？」と愛海に聞くと「それはダメ」と一蹴されてしまった。

　さっき志穂が呼んでいたのを真似してみた。照れ笑いをしていた彼女が急に真顔になるので笑ってしまいそうになる。可愛いあだ名だと思うのに、なぜこれはダメなのか気になるところだ。

　二人と別れて電車組であるアタシ、綾、郁美、真帆は改札を通り乗車。ローカル線の向かい合うタイプの座席に四人で座り、揺られながらわずかな距離を移動。










「それじゃーなー」

「バイバーイ」

　郁美、真帆の二人が先に降りたので、残ったアタシ達は次の駅ですぐに降りられるように入り口付近へと移動する。

　つり革に掴まって次の駅までのわずかな時間を揺られながら、アタシと綾は窓の外を見つめる。会話はなかったが気まずさはない。アタシ達の間にそれはよくあることだ。

　そして到着前のアナウンスが流れた後、綾が「――楽しかったね」とつぶやく。

「うん。愛海と志穂がおもしろかった」

「アハハ。ほんとだね」

「いつもあんな感じなの？」

「そうだよ。いつ見ても二人はあんな感じ。見てて癒されたでしょ？」

「綾が二人を気に入ってる理由がよくわかったよ」

「でしょ？」

「うん。またみんなでどこか行けるといいよね」

「そうだね。またどっか行きたいね」

　駅に着くと、時刻通りに母さんが車で迎えに来てくれたので、先に綾を家まで送ってからアタシは家に帰り着いた。










　風呂から上がり部屋に戻ると綾から連絡がきていた。

「おお……」

　綾と愛海が一緒に写った写メが送られた。






『可愛い（笑）』






　そうコメントしている。

　ほんとだと返信をした後、写真を保存。

　そしてもう一度、並んだ二人の写真を眺める。






　――多分、気づいてるな。






　愛海が一緒に写真を撮ろうと言ったときの綾の横顔を見たときに思った。

　でも愛海と志穂はそれに気づいていないだろう。

　今思えば、中学時代綾に恋していたあの子の気持ちにも、ひょっとしたら綾は気づいていたのかもしれない。気づいていたけど気付かないフリをしていたんじゃないだろうか。

　それは拒絶という意味ではなく別の意味でそうしていたように思えてならない。見た感じでは脈がないようには感じられなかった（とはいえ、絶対に大丈夫だと断言もできない）。

　それだけに考えてしまう。

　もしあのとき。あのときの彼女が勇気を振り絞っていたら？

　勇気を出して綾と向かい合っていたとしたら？

「……」

　不思議だ。今さらそんなことを考えても意味はないというのに……。

　結局、答えを知る前に彼女は逃げてしまった。だからそんなこと考える必要なんかない。あれが彼女の選んだことなのだから、それで終わりでいいのだ。

　今、彼女はどこでどうしているのだろうか。

　綾に恋した過去を後悔しているだろうか。

　恐怖に負けてしまった臆病な自分を呪っているだろうか。






　あの恋を――なかったことにしていないだろうか。






　そうしてほしくない。

　そう思ってしまうほど、あのときの彼女の気持ちはとても綺麗だった。






　――じゃあ愛海は……？






　そうポツリとアタシは問いかける。

　たぶん愛海は逃げたりしない。綾と向き合う彼女を見るとそう思えた。

　どんなに怖くても逃げたりしない。見た感じからでは全然そんなところは見えないけれど、そんな強さを持つ女の子だ。

　そしていつか彼女は自分の気持ちを綾に打ち明ける。

　それがいつのことなのかはわからない。でも一年もかからないと思う。

　そのときアタシは彼女の恋の行方を知ることができるだろうか。

　できることなら、アタシは一番近くでそれを見たい。

　彼女の恋に魅かれているのだ。

　とても綺麗で。過ぎる一秒一秒がとても勿体無くて。写真のようにずっと収められればいいのにとそんな風にさえ思ってしまう。

　目を閉じて、思い返して浮かんでくる今日の光景。

　花火の光が霞んでしまうほどに綺麗に鮮やかに蘇る愛海の顔。

　アタシにはもうなくなってしまった……恋をしているときの輝きがあった。

　もう別れて数時間経っても彼女の恋はこんなにも綺麗に甦ってくる。

　美しいと素直にそう思えたものだった。










　気が付くと、少し眠っていた。

　いかん。夏とはいえ、これでは風邪をひくと起き上がってベッドに移動する。

　ふと、スマホを見るとみんなから今日撮った写真が送られていた。

　少しまどろんでいたアタシはベッドに寝転がりながらぼんやりと一枚一枚見ていた。スマホ持ったまま寝てしまいそうだと、そう思いかけていたときだった。

「んんん？」

　写真の中の志穂がどれもムンクのポーズを取っていたことに気づくと、寝る寸前だったアタシの目は一気に覚めた。






　――え？　なんで？






　その夜、なぜかアタシは朝まで眠れなくなってしまった。

    
        
【第二十四話　戸田自転車商会編】


　頼まれたパンク修理を終えると、無意識にカレンダーの方に目を向けていた。






　――とうとう明日か……。






　日付が赤丸で覆われている部分を見るとため息が出る。

　明日はあのお嬢ちゃんの納車日なのだが、かなり気乗りしない。実のところ会うのが億劫だったりする。

　面倒な客じゃない。多少変なところがあるぐらいだ。

　じゃあ何が悪いのかというと、あのお嬢ちゃんの外見が問題だった。

　ぼりぼりと頭の後ろを掻きながらこっぱずかしい話だなと思う。






　――ほんと似てくるようになったな。






　当初は変な行動のせいで気づかなかったが、大人しくしているときの顔を見ると高校時代の同級生であった富岡美穂に似ていた。






　――漫画みたいな話だ。






　二十年以上も前の初恋の人。そして鈴木という苗字でまさかという予想は当たってしまう。

　信じられないことに富岡と孝宏の一人娘だった。どうりで似ているわけだ。まるで富岡が生き返ったかのような。

　とはいえ完全に瓜二つかというと違う。

　確かに見た目は学生時代の富岡と似ているが中身は全くの正反対。富岡は背は高かったが病気がちだったせいか、小さな花のような女子だった。

　反面あのお嬢ちゃんはまるで孝宏の精神を富岡の体にぶっこんだかのような、元気溌剌という言葉がとても似合う子。

　朝は新聞配達という体育系なアルバイト。休日には上塚さんとこの娘さんとバイクで走り回ったりしているという男勝りな行動。

　元気なのはいいことだ。悪いことなんて何もない。だが彼女を見ていると俺の中の富岡に対するイメージが崩れてしまいそうだった。

　こんなこと女房にもあのお嬢ちゃんにも口が裂けても言えない。間違いなく妙な勘違いを与えてしまう。

　別にあのお嬢ちゃんに恋しただとかいうやましい気持ちはない。かつて好きだった女子は富岡だ。似ているからといってその娘に恋するような気持ちにはならない。俺には愛する女房もいる（これも口が裂けても言えない）

　そうではなく、かつて好きだった女性に似たあのお嬢ちゃんを見ていると、どう接すればいいのかわからないのだ。

　学生だった頃の俺と同じように顔を合わせられない。

　普通にしていればいいのにその普通ができない。

　そしてそれを見抜かれたくない。

　明日が来なければいいのにとカレンダーを見るのはこれで何回目だろうか。客に対してこんな気持ちにさせられるのはここを継いでから初めてのことかもしれない。

　なるべく平静を装い、さっさと終わらせるしかないと思った。そして孝宏とも顔を合わせないようにしなければ。










　納車日当日。

「それじゃあ行ってくる」

「はい。行ってらっしゃーい」

　笑顔の女房に見送られ目的地へと軽トラを走らせる。遠回りしたい気分だったがそんなことは思ってもしない。

　約束の時間はお嬢ちゃんの学校が終わって帰宅している時間帯。バカ息子ももう帰っているだろう。今頃バイクでどっか行ってるに違いない。

　何度も通ったことのある道なので遅れることなく到着。どういうわけかひとつも信号に捕まらなかった。おかしい。

「着いちまったか……」

　誰にも聴こえない小さな声でつぶやきながら邪魔にならない場所に軽トラを停めて降りる。






　――まずはいるかどうか確認してからバイク降ろすか。






　約束の時間に着いても不在にしている客は多い。インターホンを鳴らそうと家の前に近づく。

　鈴木家は古風な一軒家だ。隣接する駐車場にはピンクナンバーのスクーターが置かれてある。一人娘だからおそらく孝宏のものだろう。

　ＰＣＸか。昔は大型乗ってたのに原付とは随分落ち着いたな。

　ハーレー！　ハーレー！　とバカみたいに騒いでた孝宏の声が脳内で再生される。今振り返ってみても学生時代の友達の中では断トツで変なやつだった。

　小さな門に備え付けられているインターホンを押そうとしたとき、バンっと勢いよく玄関のドアが開いて驚く。例のお嬢ちゃんだ。

「……」

　俺をじっと食い入るように見つめている。どうやら玄関前でスタンバイしていたようだ。俺だとわかると急に嬉しそうな顔を一杯に出す。

「――こ、こんにちは」

「お勤めご苦労様です！」

　ズカズカと俺の前に来ると、気をつけの姿勢から深々と頭を下げる。

　その際、ポニーテールの先が揺れた。

「……」

　母親を意識して伸ばしているのか随分と長い。小学生の頃は短かった。






　――余計に意識しちまうな……。






「ちょっと待っててくれ。今から降ろすから」

「オナシャース！」

　そう言って軽トラの傍まで近づいて来る元気娘。

　失敗した。バイクを降ろしている最中彼女のキラキラニコニコの熱視線が異様に痛い。先に降ろしておけば良かったと後悔する。

「それじゃあ、一応説明するよ」

　バイクの始動の仕方やブレーキ、メーターのことなど簡単な説明をしておく。

「はい鍵。失くさないように。不安ならうちのすぐ近くにある横田さんのところで予備のキーを作ってもらうといい」

　お嬢ちゃんは両手で掬うようにして鍵を受け取ろうとする。僅かに両手がプルプルと震えている。傍から見ればまるで王様が奴隷に施しを与えているかのように見えるだろう。

「……それとコレ。うちからの納車祝いだ」

　新品のバイク用グローブを手渡す。車体と同じバイクメーカーが製造したものだ。メーカーものだけあって作りはしっかりしている。普通に買えばこれだけで一万は軽く超える。

「おおおおおお！　ありがとうございます！」

　お嬢ちゃんは両手で受け取った赤と黒のツートンカラーのグローブを高々と頭上に掲げていた。






　――頼むからその見た目で孝宏みたいなことするのやめてくれないか。






　俺の中の富岡のイメージがどんどん崩れていき、ため息が出そうになる。見てくれはいいと思うのにとても勿体無く思った。






　――孝宏のやつ。ちゃんと娘のこと見てるのか？






　頭に過る最後に出会ったときの孝宏の顔を思い出す。

　そのせいか、さっさと帰ろうと思っていた気持ちが薄れた。

「――お父さんは元気にしてるか？」

　気づけば、そんなことを口にしていた。

「え？　あ、はい」

　キョトンとした顔。急に父親のことを話されればそんな顔するのも当然か。

「いきなりすまん。君のお父さんとは国木の元同級生だったんだ。三年間同じクラス。ついでに俺の女房も国木だった」

「え！？　そうなんですか！？」

　客商売してれば昔のクラスメイトと会うことなんてよくあることだが、まさか孝宏の娘と会うとは思わなかった。

「父さんなら今家にいますよ？」

「いや、いい。これからすぐに帰らなきゃならないから。お父さんによろしくって言っといてくれれば」

　本当は急いで帰らなければならない用事なんてない。

　顔を合わせるのに抵抗があるだけだ。

「――それじゃあ。千キロ超えるか一か月経ったら初回点検に来るように。ウチにくれば初回はタダだから」

　そう言って鈴木家を後にする。内心慌てていた。

　少し車を走らせてからバックミラーを覗くとお嬢ちゃんは気を付けの姿勢から敬礼のポーズで俺の軽トラを見送っていた。

　はぁっとため息が出る。

「見た目は富岡……中身は間違いなくアイツだ」

　角を曲がり、最初に捕まった信号で停車していると目の前に女の子を連れた母親が歩いていた。互いに無言で歩いている親子を見ていたせいか、孝宏と最後に顔を合わせたときのことを思い返してしまう。






　――あれからもう大分経つな……。






　そのときにあのお嬢ちゃんとも顔を合わせていた。あのときは小学生だったから向こうは少しも憶えてなんかいないだろう。










「――久しぶりだな」

　商店街で娘を連れて歩いていた孝宏。

　その顔を見て声をかけた当時の俺は孝宏が喪服を着ていることに少しも気づかなかった。

　……本当に配慮に欠けていたと思う。

「おお、久し振りだな」

　落ち着いたアイツの静かな声。

　いつものアイツには似合わないものを持って小さく微笑んでいた。

　内心、そんな孝宏に動揺していた。

「ほら、挨拶しろ」

　そう言って娘にも挨拶させる。

　大人しく小さなお辞儀をしたあの子。

　当時は髪が短かったせいか男の子のようだった。

　そして気づけば背中を見せて去って行くアイツを見ていた。

　いつもガキみたいなアイツが魂を抜かれたように大人しくて、とても怖く思ったことを今でも憶えている。

　それから帰ってすぐのことだった。富岡が死んだのを知ったのは。

　俺が声を掛けたあの日は富岡の葬式が終わった後だったのだ。










「……」

　信号が青になっても動かないせいかタクシーからクラクションを鳴らされる。

　慌てることなく、ゆっくりと車を発進。そしてまた赤信号に捕まり、今度はハンドルに軽く額をつける。

　……ため息が漏れた。

　吐き出したそれは自分の足元へと向かって行く。

　じっと自分の足を見ながら、何やってんだ俺はと思った。

　会っていたとしてもアイツは普通に笑ってくれるだろう。

　いつまでも気にしてんのは俺だけだ。

　本当にそうだと思う。

　だがそれでも、未だに俺はあのときから孝宏と顔を合わせられないでいた。

    
        
【第二十四話　愛海編】


　おそろしいことに、もう夏休みが半分以上もなくなった。

　夏休み前半は悔いなく遊びまくろうと、一人を除いて私達は時間が合えばいろんなところへ遊びに行った。水族館や遊園地も行ったし、念願の綾と二人きりで遊ぶこともできた。

　夏休みサイコー！

　そうはしゃぎたい気分だったけど、そうは言えない理由が一つだけある。

　志穂が姿を消した。

　バイクの納車日が過ぎた頃からだったと思う。姿をほとんど見せなくなった。

　志穂と最後に会ったのは納車当日の朝。いつものようにあの丘のバス停で会った後、私の家で一緒に朝ごはんを食べてテレビを観て、少し一緒に寝た。起きたときにはもう志穂の姿はなかった。

　それから誰も、志穂とは遊んでいないどころか会話もしていない。






『男だなー』






　そう言っていた郁美を真帆はチョップで封じた（顔面に当てていたので痛そうだった）。

　夏休みなのでその発想が浮かんでもおかしくないかもだけど、私はそうは思わなかった。

　少し前に志穂と一緒にテレビを観ていた際、朝のニュースで取り上げられていた高視聴率を叩き出した純愛ドラマ『グラスアート』の名シーンを観ていたときのことを思い出す。






『うおおおおー！　愛してるー！』






　そう言って主人公がヒロインを抱きしめる最終回のシーン。多くの視聴者に感動を与えた名場面と言われたシーン。






『はは、しょーもな』






　そうテレビ画面に向かって志穂は鼻で笑っていた。

　昔から志穂は恋愛関係のドラマや漫画に興味がない。リアルの恋愛なんてもっと興味がない。

「興味ないの？」と随分前に尋ねた回答がこちら。






『――どうでもいいしめんどくさい。それに男子が優しさを見せたりカッコつけたこと言うのは全てはおっぱいの為だって聞いたよ？』






　平然とそう話した志穂。明らかにおじさんの入れ知恵だ。そしておじさんは思春期の娘に向かってこんなことを言ったという。






『――父さんが学生の頃はそうだったからねー。男子はみーんな女子のおっぱい触る為にあの手この手で女子を落とそうとするんだ。だからあんなに綺麗ごとをたくさん並べるんだよ。それが男の本性。もちろん父さんもそうだったさ』






　平気で自信を持ってそんなことを言うおじさんは恐ろしい人だと思う。そこには変な男が寄り付かないように娘を守ろうという気持ちがあったのかもしれない。けどそれにしたってあんまりな言い方だ。男の子の中には本気で純粋な恋をしたいって思っている人もいるというのに（多分）。

　志穂は中学時代も今も、男子と友達以上の関係になろうとはしなかった。女子あるあるな「やっほー、彼氏欲しいー」なんてセリフは一言も吐かない。恋愛に興味がないと普通に言うせいか志穂に告白しようとする男子もいなかった。

　そんな志穂に彼氏ができてそれにのめり込んでいる？　んなアホな。

　間違いなく原因はバイクだ。納車日が決まったときにも少しおかしくなってたし。今回はそれ以上の状態になっている可能性が極めて高い。






『もう志穂がいなくても、綾と二人きりで遊びに行けるから大丈夫だよ』






　志穂と最後に会った日、そう言ってしまったことも影響していると思う。かっこうつけてあんなこと言わなければ志穂は姿を消さなかったかもしれない。今はもう完全に自分の趣味にのめり込み過ぎている。






　――早いうちに解決するか。






　とりあえず生存確認はしなければと、毎朝早起きをして家の窓から見える丘のバス停を双眼鏡で覗いた。いつもならバイト帰りの志穂が朝焼けを見ながらのんびりしている姿が見えるというのに姿を一向に見せない。綺麗な朝日が昇ったときが何度もあったというのに、一度も来ないというのはさすがにおかしすぎる。

　スマホで連絡はとれるもののきちんと連絡が取れている気がしない。返信してくる内容にはＪＫの魂がこもっていなかった。

　ここ最近の志穂とのメッセージ履歴をもう一度見返してみる。










　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『明日はバイト終わりに丘のバス停来る？』

『いかない』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『最近姿見せないけど、どこ行ってるの？』

『きた』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『北？』

『うん』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『よくわからんけど』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『最近事故多いんだから気を付けなよ？』

『りょうかいなりよ』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『今日空いてる？　ケーキ食べに行かない？』

『そーりーかわにいるむりだー』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『明日はどこか行くの？』

『やま』










　返事が素っ気ない。しかも何で全部ひらがななんだよ。

　返信が面倒なのか変換もいつも必ず入れる変な顔文字も入れてこない。間違いなくこの返事に感情は一つも込められていない。イライラしてきた。

　やっぱりおかしくなってる。わずかな期間でこの状態では夏休み終わったら日本からいなくなりそうで怖い。

　これに加えて真帆から一昨日志穂を目撃したという話を聞いた。

　場所は近所のホームセンターだという。真帆が声をかけようと近づくと、志穂はブツブツと念仏のように何かを呟いていたらしい。ただならぬ雰囲気に怖くて近づけなかったと真帆が言っていた。

　ちなみに志穂はそのとき収納用品のコーナーで多目的収納ボックスを見て一人ニヤニヤしていたという。

　なんだそれ。全く意味がわからん。箱見てニヤニヤする要素なんてひとつもないだろうが。

　そして昨日の晩お母さんが志穂のおじさんと駅で会って話をしたという。






『孝弘さんから聞いたんだけど、最近志穂ちゃん帰り遅いんだってね。あんた何か知ってる？』






　お母さんにそう言われ、おじさんは心配しているのかと思いきや、そうでもないらしくあっけらかんとしていたらしい。余計に心配になってきた。

　おばさんが死んでからおじさんがずっと志穂のこと育ててきたのに、どうも志穂のやることを甘く見過ぎてる。いくら男の気配がないからとはいえ、娘のやりたいようにやらせすぎだ。私がおじさんだったら、絶対帰りが遅いと怒る。






　――やはり私がやらねば。






　遊びに誘っても既にどっかに行ってて無理とか言われるし、みんなもちょっと心配し始めてる。親友を救わねばと私は立ち上がった。

　志穂には悪いけど、なんとか事故に見せかけてバイクを破壊できないだろうか（それも保険が効かないような内容で）

　とりあえず納戸にある大きめのハンマーを持ち出し、急いで志穂の家へ電話を掛ける。コール音が鳴っている間、私の頭の中では悪質なイタズラや盗難に遭ったということにしてバイクを破壊する想像を巡らせていた。

『おー愛海ちゃん。久し振りだねぇー。どしたの？』

　おじさんが出た。

「おじさん久しぶり。志穂いますか？」

『んー？　今はいないよ。携帯には連絡した？』

「したんですけど返信なくて。しかも最近心ここにあらずって感じで返信遅いしいい加減だし」

『ああ、バイク買ったからだろ。俺も初めてバイク買ったときはあんな感じだったからな。いろんな所行き過ぎて親に怒られたなー』

　アッハハハと笑うおじさん。実の娘の帰りが最近遅いというのになんでこんなに呑気にしてられるんだこの人は？

　若干イラついたが耐える。

「――志穂のバイクって今家にありますか？」

『うん、あるよ。朝から丹念に磨いてたからすごいピカピカしてるよ。ピカピカのバイクっていいよねー』

　ピカピカの情報はいい。あることがわかるだけでいい。

　チャンスだとハンマーを握る手を強める。

『――そういえば明日はバイトないし、キャンプしに行って来るとか言ってたな』

「え……キャンプ？」

　明日が休みなんて一言も聞いてない。

　いつもなら私が言わなくても教えてくれるのに……。

　そういえば山に行くって言ってたな。そういうことなら言ってくれればいいのに。女子一人でキャンプとか危ないじゃん。

「――あの、それどこのキャンプ場ですか？」

『底ヶ浜キャンプ場って言ってたよ。昔みんなで行ったよね、懐かしい』

　底ヶ浜。今日お母さんが車出せなかったとしても、自転車でも行ける距離だ。

　おじさんにお礼を言って電話を切った後、急いで準備を始めようと、ハンマーを握ったままの私は真帆と郁美に連絡を取った。

    
        
【第二十五話　志穂編】


　納車してから私の世界はバラ色へと変わった。

　毎日が輝き過ぎていて困る。

　青い空。白い雲。眩しい太陽。全てが私のもののように思えてしまう。

　熱中症警報なんてものがまるで存在しないかのように私は毎日のように相棒と一緒に炎天下の中、野を超え山を越えて美しい景色を目に焼き付けてきた。県内で発生する全てのマイナスイオンを吸いつくさんばかりに。

　バイクの燃費がいいのが嬉しい。タンクが空になっても財布に優しいワンコイン程度の給油で満タンになるのでつい余計に遠出してしまう。

　一昨日も配達の帰りに近所の山へ登った。空が澄んでいたので山頂にある沼を照らす朝焼けがとても綺麗だった。

　相棒と一緒に見る世界は全てが美しい。どこにでもある自販機やコンビニですら極彩色に輝いて見える。

　そんな景色しか見えてこないのだから今日はあそこへ、明日はあっちへと胸躍るツーリングは毎日続く。

　そして今日は初のソロキャンプツーリングを決行することとなった。

　ツーリングに夢中でここ最近意識が朦朧としていたときがあったが、昨日はしっかり寝たので体調は万全である。

　キャンプ用品は父さんが昔使っていたものがあったのでそれを借り、足りない物は自腹を切った。バイクにキャンプ道具を積む為に積載量をグレードアップしようと、わざわざ隣町の大型ホームセンターまで行き、バイクの荷台に取り付ける荷箱を買った。

　荷箱は色々と見たが、思った以上にどれにしようか迷う。

　でもその迷うというのが楽しい。時間はあっという間に過ぎていき、気付けば夕方になるまでホームセンターに一人でいた。

　ポケットマネーは今回のキャンプでほとんどなくなってしまうが、給料が入ればまた楽しいバイクライフが待っている。なんなら日中は愛海のように日雇いのバイトをやるのもありだ。

　まだ夏休みはあるので多少の無理もできる。そう思うと毎日が楽しくて仕方がない。宿題なんて一問も解く気になれなかった。新学期は白紙で提出してやる。

「ふふ。ふふふふふ。ふふふふふふふふふふふ」

　レッツゴー！　と、バイクを走らせて目的地であるキャンプ場まで向かう。ソロキャンプは初めてなので近場のキャンプ場にした。昔愛海と一緒に行ったことがある底ヶ浜。

　途中にある道の駅で食材等の必要な物を購入。山に近い場所だけあってキャンプ料理に使えそうな食材が目に付く。

　そしてどういうわけか野菜がキラキラしている。肉を焼ける焚き火台もあるので一人焼肉の方がいいかもしれないと、おいしそうなピーマンや玉葱などをカゴに入れ、お肉コーナーで美味そうだと思った肉を食べ切れるかどうかも考えずにどんどん入れて行く。

　たくさん食べるぞと意気込んでいると、お肉コーナー近くにある即席スープが並んだコーナーで足が止まった。

　これもいるなと一箱五袋も入ったわかめスープを手に取る。私の好きなものランキングベスト５以内に入るもの。締めはこれにしよう。二杯はいける。明日の朝もわかめスープで朝を始めよう。

　少し買い過ぎたかもしれないけどバイクには余裕で積み込める。さっさと積んで目的地へと向かった。










　午後２時。目的地へ到着。

　管理所で受付を済ませると今日は利用者が少ないということなので、テントサイトは好きな場所を使ってくれてかまわないと管理人さんから言われた。早速場所を決めようとキャンプ場内を見て回る。全て見回ってから決めようかと思っていたが、木に囲まれている静かなサイトを一目見た途端そこにしようと決めた。

　チュンチュンと鳥の声が聴こえる。まるで歓迎されているようで嬉しい。

　バイクに積んである荷物を取り出していると、少し遠くのサイトに親子で泊まりに来たキャンパーが見えた。子供二人と父親の合計三人。私よりも早めに到着していたようだ。

　早速テントを設置して蚊取り線香を焚く。テントは事前に設営練習しているので涼しい顔をしてやれた。周囲の人がみれば中級キャンパーくらいには見られるかもしれない。

　薪を買い忘れたことを思い出し、一度管理所まで戻って薪を買ってきた。一束五百円なのに結構な量がある。

　購入したばかりの手斧で早速薪割り開始。ネットで薪割りのやり方を紹介する動画を見ながらやった。昨日ネットで指スパーンしてしまったという恐ろしい体験談を聞いているので、薪割りはかなり慎重にやった。

「うおおー！　おいおおおー！」

　薪割りを半分くらいやったところで近くで子供二人がふざけあっている声が聴こえてくる。

　男の子は幼稚園児で女の子は小学一年生くらい。二人は父親がテント設営している周囲をグルグルと走り回っている。

「うおおおおおー！　愛してるー！」

　そう言ってドラマの真似をして抱き合う二人。

「こら！　やめなさい！」と叱られている。でも屁とも感じていない顔で元気にはしゃいでいたので思わず吹き出してしまった。私と愛海も昔はあんな感じだったのだろうか。

　怪我することなく無事薪割りを終える。初めてなので思った以上に時間はかかったが、楽しかったので良し。薪を割ったときのパコンとかコパンとかいう音がなんかいい。






　――夕飯までまだ大分時間あるな。






　のんびりできる時間があるので付近の散策を行うことに。迷彩柄のキャップを被り、遠くから聴こえてくるミンミンゼミの歌を聴きながらキャンプ場内を歩き回る。

　山の方のキャンプ場なのでだいぶ涼しくて快適だ。ここにいると全国のほとんどの県が平均気温３０度を超えているとは思えない。半袖Tシャツとジーンズにサンダルでは昼は平気だが夜は肌寒いだろう。

　そして土日なのに思ったよりも人がいない。心霊スポットでもないのに不思議だ。車で一時間以内にいけるキャンプ場としてはかなりいいところなのに。知らない人が多いのだろうか。勿体無い。

　テントに戻ると愛海から連絡が着た。






『底ヶ浜キャンプ。どうなんスかねぇ？』






　なんだその聞き方と思った後、そういえば父さんから愛海が心配してるぞとかなんとか連絡もらったのを思い出す。






　――最近全然会ってなかったな。






　連絡は取り合ってるから平気かと思い、返信の前に愛海とのトーク履歴を遡ってみる。

「……うーむ」

　改めて見てみるとかなり適当。ほとんどの返事に魂がこもっていないというか。






　――これは愛海のやつ。怒っている可能性高い。






　やっちまったと思いながら、どう返信するかを慎重に考えてから送信。風景と自分がセットになった写メも撮って送っておいた。ぎこちない笑顔だが大丈夫だろう。






『天然クーラーのおかげで快適だよ♪　食料もいっぱい買ったし、夜になるのが楽しみ♪』






　これならちゃんと生きてるＪＫの返信だ。これで愛海の心配も解消するだろう。

　するとすぐに返信。






『ほー。そりゃあ良かった』






　……なんだこの反応。

　良かったって、愛海が何で良かったって思うんだ？

　え、もしかして来るの？　

　いや、近いとはいえ今から来るなんてことはさすがにないか……。

　多分末尾に『ね』を入れ忘れただけだろう。そんなことより温泉に行くかと近場にある日帰り温泉施設へと向かうことにした。夕方になると地元のジジババ共が多くなるだろうから、それよりも早めに行っておく。






　――なぜかおばあちゃん達に話し掛けられるんだよね……。






　あまり関り合いたくはないので、急いで行こうと温泉グッズを用意してバイクに詰め込む。他の荷物はこのまま残しておこう。

　盗難の心配はない。キャンパーはみな良い人なのだ。










　キャンプ場からバイクで五分以内の場所に日帰り温泉施設がある。半年前にリニューアルされたとのことで外観はとても近代的。ネットで見た以前の建物は古風な建物で昭和感があったので個人的にはそっちの方が良かった。

　さすがに誰もいないということはないが、そこまで人はいない。のんびりと過ごせそうだ。

　露天風呂、内湯、それぞれ浸かって一時間ほど過ごす。客は私以外に四人ぐらいなので快適だった。

　風呂から出ると店員から冷たいお茶とおせんべいのサービスを貰った。

　休憩室でボリボリズーズーしながらのんびり過ごしていると、さっきとは別の店員のおばちゃんから声をかけられた。

「若いわねぇ、日帰りで来たの？」

　近場のキャンプ場へ泊まりに来たことを言うと「え？　一人？　さみしぃー」と嫌味ったらしく言われた。

「そういえば最近熊が近くに出たのよねー。怖いわー。大変よねー。気をつけてねー。食べられないようにね」と笑顔で言われ怒りのメーターが振り切れそうになる。






　――熊が出たから気をつけろって、どうやって？　って感じなんだが？






　お前が食われろババアと。熊と遭遇したらなんとかして熊をこのババアのところまで誘導できないかと続くババアの声をＢＧＭに考えてみた。

　そして釣り竿に肉をつけて熊を誘導する妄想をしていたところで愛海から連絡が着た。






『いまどこ？』






　……予想が当たったか。もう少しのんびりしようかと思っていたが、ババアが目の前にいることと、愛海が寂しい思いをしていることを考えると急いで戻ろうと思った。

　外を見るともう夕暮れに近づく頃合い。ジジババ共もどんどん入って来ている。とりあえず愛海に熊注意とメッセージを送ってキャンプ場へと戻った。

　テントに戻るとやはり愛海がいた。キャンプしにきたとは思えないような服装で来ているので目立つ。まるでこれから街へ遊びに行くみたいだ。

「――遅かったね」

　荷物置きっぱなしで危ないよと愛海。

　そしてもう一人。テキパキと私のテントの隣でテント設営を行っている者がいた。

「志穂ようやく来た。どこ行ってたの？」

　真帆だった。愛海と違ってちゃんと山ガールの服装をしている。

「二人共どうしたの？」

「最近志穂の様子がおかしいから抜き打ちで見に来た」と愛海が答える。父さんから聞いてここへやってきたという。

　そしてムスッとした顔をしている。

「様子がおかしいって……いや、まあ確かにちょっとおかしかったかもしれないけどさ、来るなら来るで事前に連絡ぐらいしてくれればいいのに。もし私が急に思い立ってここじゃなくて別のキャンプ場行ってたらどーするつもりだったの？　この時間帯だともう帰れるバスないよ？」

「そのときは真帆とのんびりキャンプしてたよ」

　そうふてくされた顔。

　返事がいいかげんだったことに加え、ほったらかしにされたのを怒っているようだ。確かに楽しくてみんなのことを忘れていた。

「トゲトゲしいなぁ。最近返事いいかげんにしてほったらかしにしてたのは謝るからさ」

「べーつにー。トゲトゲしてないしー」と口をとんがらせる愛海。






　――めんどくさー。






　悪いのは自分とはいえ、だるくなってきた。

    
        
【第二十六話　真帆編】


　二人の関係が目に見えるくらい悪い。志穂はめんどくさそうな顔をして愛海はブスっとしている。






　――仕方ないなぁ。






　このままでは朝までギスギスしそうだし、助け船を出してやることにした。

「全部志穂が悪いんだよ」

　わかってる？　と軽く志穂を睨む。

「わかってるよ。適当な返事ばっかしてたしね」と彼女は頭をポリポリと搔きながら言うがそうじゃない。ホンット志穂は鈍い。

「じゃなくて。志穂ができたばっかりの彼氏バイクにご執心みたいだから、自分が相手にされなくて愛海が嫉妬してるんだよ」

　すぐ近くに停めてある志穂の愛車と愛海を交互に見ながら言うと愛海のブスッと顔が一気に焦り顔になる。

「――ち、違う！　そういうわけじゃ！」

　慌てるから見え見えだ。それを見た志穂もようやく理解したのかニヤリと小悪魔的に笑う。

「いやーなかなか彼バイクが私のこと離してくれなくてさー。でも今度からはどんなことがあってもまなみんを第一に考えるよ。ごめんねまなみん」と愛海に向かって投げキッス。

「やめろばか！」

「うおおおおおー！　愛してるーーー！！」

　そして両手を広げて抱きつこうと志穂が近づき愛海は慌てて逃げ出す。抑えきれずに笑ってしまい「真帆！　笑うな！」と愛海が怒る。ほんと、いつ見てもこの二人はおもしろい。

　そして呆気なく捕まってしまい。志穂からの熱い抱擁の後にほっぺにキス――されるかと思いきや、バッと志穂が自ら離れる。

「ん？」

　予想外の行動。私も愛海も志穂の方を見ると顎に手を添えて考えるポーズをいきなりとりだす。

「愛海。シャンプー変えた？」

「へ？　いや、変えてないけど？　なんで？」

「え、いや、なんかいつもと匂いが違うから。愛海の偽物かと思って」

「誰がなんの目的があって私に化けるんだよ」と愛海がツッコムのを耳にしながら私は心の中で首を傾げる。志穂？

「――それにしても、私そんなに変だったかな？」

　志穂の冗談なしのつぶやきを聞いた私と愛海は互いに顔を見合わせる。

「――本気で言ってる？」

　この前ホームセンターで私が声を掛けようとしたときの話をすると、志穂は本当に気づいていなかったらしく「うわ、それはヤバイな」と頭を抱える。

「ここ最近バイクに乗ってばかりで寝る時間を割いてたからなぁ」

「よく居眠り運転しなかったね」

「うーん。バイク乗ってるとむしろ目が冴えちゃってさ。なーんか眠くはならないんだよね」

「興奮しちゃってるね」

　私の弟もゲームに熱中し過ぎて徹夜することがよくあるけど、それと同じなのだろうか。

「――ねえ、ちょっと寒くない？」

　愛海が寒そうにしている。確かに日も落ちたせいか肌寒くなってきた。愛海は山の装備じゃない。上着も持ってきていなかった。

「上着持ってくれば良かった」

「火起こすよ。真帆、そこのトートバックとって」

　志穂に言われテント脇に置いてあるトートバックを手に取る。中には志穂が昼に集めた小枝とかがたくさん入っていた。

　焚き火用の手袋を装着した志穂は買ったばかりだという焚き火台に細い枝をイゲタ状に組むと固形着火剤を入れて火をつける。

「焚き火やるの。実は初めてなんだよね」

　一気に燃え上がった焚き火台を見ながらそう言う。でもその後の手つきを見る限りではそんな様子は窺えない。細い薪から順にくべ、火を一度も絶やさずに熾火おきびの状態にまでさせていた。

「動画何回も観たんだよ」

「準備万端だね」と言った愛海。火起こしをしている志穂をジッと見ていて心配性だなぁと思った。

　愛海はもうムスッとした顔をしていない。ここへ来るまでの間、愛海のおばさんが運転してくれた車の中ではプリプリと怒っていたというのに。橋渡しをしたとはいえ仲直りが早い。

「――真帆ってテント持ってたんだね」

　いつのまにか志穂が私の建てたテントの周囲を見回っていた。

「ペコラのテントか。いいの持ってるなー」

「お父さんのだけどね。たまーに一人でキャンプしに行ってるから、勝手に借りて来た」

　一人用として使ってはいるものの、私と愛海が入る広さは十分ある。

「家族では行かないの？」

「行くけどお母さんと弟が虫大っ嫌いだから秋にしか行かない。年に二回くらいでそのときは大型のテント持ってくよ」

「なるほど。どーりで設営が手馴れてたわけだ」

「中学に入った頃からだったかな。お父さんから弟と一緒に無理矢理覚えさせられたんだよ。それ以来準備とかほとんど私達にやらせて自分だけのんびりするようになった」

「アハハ。こき使われてるね」

「ほんとだよ」とやれやれのポーズとため息を吐く。去年は誰にもやらせなかった薪割りまで弟にやらせてたし、今年は最初から最後まで全てやらされそうだ。

「……」

　そして愛海が妙に静かなことに気づく。一言も喋らず焚き火の炎をじっと見つめていた。






　――どした？






　焚き火を見て癒されているのだろうか。お父さんも二時間くらい焚き火を眺めながら、のんびりウイスキーを飲んでいることがある。

　それにしては食い入るように見てるな。まるで火に魅せられているように。

「……」

　……おかしい、全く喋らない。

　志穂は鈍いせいか、愛海の変化に少しも気づかずに「よーし、晩御飯作るかー」と言って一人嬉々として準備に取り掛かる。

　一方の愛海は取り憑かれたかのようにパチパチと音を鳴らす焚き火を見つめている。横顔を覗いてみると、紅い光が愛海の無表情を照らしていて妙に怖い。

「……」

　愛海の目は段々と燃え上がってきていた。まるで火が目の奥に燃え移ったかのように、煌々と瞳を妖しく揺らしている。

「そういえば二人共さ――」

　志穂の声でようやく愛海は我に返った。

　え？　あれ？　私何やってたんだろ？　みたいな顔をしているけど大丈夫？

「――夕飯どっかで買ってきたの？」

「え？　あ、うん。真帆と途中にあった道の駅で買ってきた」

　私何買ったっけ？　と愛海は私に尋ねてくる。ほんとに大丈夫？

「しっかりしなよ。今日は急なキャンプで準備してないからってことでレトルト買ったじゃん。カレーとパックごはん」

「そうだそうだ。私は星のおじいちゃまカレーで真帆はツルセンのドドンパカレーってやつ買った」

「まーた定番なの買ってー」

「だって志穂がおススメっていってたやつなかったし」

「うそだー絶対あるはずだよ」

「いや、ホントになかったよ。ねぇ？　真帆」

「ウホウホカレーって金沢のカレーなんでしょ？　ここら辺にはないんじゃない？」

　ウチの近所どころか隣町の大型スーパーにもなかった。志穂が世界最強と豪語する割にはどこにもない。

「おかしいなぁ。じゃあ今度ウチにストックしてあるやつあげるよ。とりあえず今日はそのカレーと私のキャンプごはん合わせて食べよう。実は調子に乗って買い過ぎちゃってさ」

「何買ったの？」

　志穂はなぜか恥ずかしそうに買ってきたものを公開。それを見た私も愛海も青ざめた。確かに量が一人分とは思えないほど多い。私達三人でギリギリっぽい感じ。

「真帆。レトルトだしカレーは家に持って帰って志穂のごはん食べよう。雲行きが怪しい」

　愛海の提案にそうした方がいいと頷く。去年花火大会で郁美がやらかしたのと同じことにはなりたくない。

「よーし、じゃあ私達も手伝うよ。志穂。私何すればいい？」と、愛海は嬉しそうな顔をして袖をまくった。










　キャンプごはんをなんとか綺麗に食べ終え、食後のコーヒーを飲みながら三人で焚き火を囲んでいる。

　でも愛海はまた火に憑りつかれているので実際は志穂と二人で話している。

「――そっか、郁美はおばあちゃんの家か」

「あたしもキャンプ行きたーいってブーブー言ってたよ」

「おばあちゃんって例の厳しい人？」

「そう。郁美のお母さんのお母さん。めんどくさーって郁美毎日ボヤいてる」

「真帆は会ったことあるの？」

「あるよ。いっつも和服で背筋ピシッとしてて、漫画に出てきそうな感じの厳しい人」

「つまり郁美は今厳しく躾けられてる最中なのか。そりゃあ行きたくないだろうね」

「志穂の恋人見たかったって悔やんでたよ」

「アハハ。じゃあ今度郁美の家にバイクで行ってやろうかな」

　そうして私は『恋人』という言葉であることを思い出す。

「……」

　チラッと愛海の方を盗み見る。

　こちらの会話に少しも参加しようとせずに焚き火を眺める愛海。

　彼女に確かめたいことがあった。

　そしてタイミングよく志穂が「水汲んでくるね」とペットボトルを持って立ち上がる。志穂の姿が完全に見えなくなったのを確認し、ここで聞くかと決断。愛海に近づく。

　頭の片隅で今日これなかった郁美を不幸に思った。どうにも彼女はこういうイベントが起こるときに限っていないときが多い。

　さっきから黙っている愛海は相変わらず焚き火を見つめたまま。私の視線に少しも気づいた様子はない。赤い彼女の横顔を見ると、花火大会の終わりに駅で綾と写真を撮っていたときの横顔を思い出した。

「――愛海」

「んー？」と焚き火の方を見ながら返事する愛海。気のない返事をしているときは不意打ちが良く効く。

「――綾とはどこまで進んだの？」

「んーまだとも――」

　そこで一瞬時が止まる。ギギギと愛海は首だけをこちらにゆっくりと向けた。表情は言うまでもなくあ然としている。






　――おいおい。瞬殺だよ。






「んー？　まだ友……何？　何て言おうとしたの？」

　不意打ち過ぎたせいか、愛海は驚愕の顔を隠し切れない。

「ええぇっ！？　いや、そうじゃなくて……」

「んー？　聴こえないよ？　ハッキリ言ってよ。まだ友達までしか進んでないって言おうとしたんじゃないの？」

「いや！　違くて……その」

「そういえば今日はどうして綾を誘わなかったの？」

「きょ、今日はいーかなと思ってさ」

「へー。Ｅって思ったんだ？」

「うん。Ｅの方がいいなってね……」

　わけわかんないこと言ってる。これはもう思考が完全にフリーズだ。

　そして志穂が帰って来た。

「なに？　どしたの？」と聞いてくるが無視して愛海に詰め寄る。

「誘うだけ誘えばよかったのにー。絶対嫌じゃないと思うよ」

「いや、でも……なんていうかその……」

「そういえば先週二人っきりで遊んでたね。そのときはどうだったの？　手くらい繋いだの？」

「えええ！？　なんでそんな――」

　愛海が壊れかかっている。そして事態を飲み込んだのか志穂が助け舟を出す為に動こうとする気配を感じた。

　そうはさせるかと、先に切り出した。

「――だって、好きなんでしょ？　綾のこと」

　ボトンと、何かが地面に落ちる。

　見るとペットボトルが落ちていた。コロコロと転がってその傍で志穂が棒立ちで固まっている。愛海もあ然とした顔。

「……」

「……」

　二人共石化してしまった。反論も何もなし。

　流れる静寂。

　それを破るように、はぁーっと私はため息をつく。

「――あのね。本当にバレやすいから注意したほうがいいよ？　二人共」

　呆れる位無防備な二人だった。

    
        
【第二十七話　真帆編】


「――いつから気づいてたの？」

　しばらく抵抗していた愛海だったがようやく観念した。そのせいか、またぶすっと顔に戻っている。

「随分前から変だなーとは思ってたよ」

「ホントに？」

「だっていきなり榎本さん榎本さんって言い出したかと思えば、いつの間にか連絡先交換して下の名前で呼び合うほどの友達になってるし。だから花火大会の日に愛海のことをじーっと観察してたんだよ。そうしたら割と早い段階であーこれは間違いないってなった」

「そんなに顔に出てた？」

「完全に恋してる女の子の顔だよ。志穂の動きもいつもと違ったから、愛海に協力してるなって気づいた」

「だからあのとき不気味なくらいニコニコして口数少なかったのかー」と頭を抱える志穂。

「ニコニコには気づいてたのにバレてるかもって思わなかったんだ？」

「てっきりネット麻雀で国士無双でも出したのかと思ってた」

「それは読み間違え過ぎ。しかも出たとしてもそこまで喜んでないよ」

「出したことあるの？」

「ないない。一年間毎日やってたとしても出ないやつだし」

「じゃあ嶺上開花リンシャンカイホウとかもそうなの？　漫画だとあんなに出てるけど」

「志穂。麻雀のルール知らないで漫画読んでるタイプでしょ？」

「いや、ちょっとは知ってるぞ」

「そんなこともーどうでもいいよ！」と愛海が遮る。

「真帆。絶対誰にも言わないでよ？　志穂が一つだけ何でも言うこと聞くから」

「おい、勝手に取り引きするな」

「大丈夫だよ。言わない言わない」

「頼んだよ。もうホントに死活問題なんだから」

「あーでも。今日は二人のケンカに巻き込まれたわけだし、二人には何か一つお願い聞いてもらおうかな。そっちの報酬はいただきます」

「うっ――」と二人は押し黙る。

「愛海は待ち合わせたときからプリプリしてるし、わざわざキャンプ場にまで来て二人の仲を取り持つのは大変だったなー」

　反論もなく二人はガックリと項垂れる。

「ケーキ二つ」と志穂がピースマークを作って交渉。

「郁美なら喜ぶけど私はいいかな。太るし。まあ何にするか思い浮かんだら言うから、気長に待ってて」

「うわー。真帆のお願いとか嫌な予感しかしない」

「これで実は郁美も気づいてたとかだったらおしまいだ。もう近くの崖から飛び降りるしかない」と愛海は崖のある方向とは逆の方を向いて言った。

「それはないと思う。花火大会のときは屋台に夢中だったし、私も何も言ってないし」

　後日、郁美と二人で遊んだ際彼女は特に何も言わなかった。気付いたことがあればすぐに口に出すタイプなので、あのとき何も言わなかったのなら、彼女は何も気付かなかったのだと思う。






　――それよりも問題はあの二人か






　綾と陽菜を思い浮かべるけど綾は判別がつきにくかった。見た感じはいつも通りにしているのでおそらく気づいてはいない。気づいているとしたら……。

「――陽菜はどうかなー」

　あくまで私の予想なので断定はしないでおくが、花火大会の日に愛海を見つめていたときの彼女の様子を見る限りでは、気づいているような感じはした。

「ぬあー！　ヤバイ！」と愛海が慌て出す。

「陽菜は黙ってくれるタイプだから大丈夫だよ」

　彼女は中学時代に綾を支えていた人だ。言いふらすような空気の読めないことはしない。

「……でも知られてるってだけで恥ずかしい」

「大丈夫だよ。陽菜は彼氏いるし、恋する女の子の気持ちはわかってくれるって」

　破局寸前らしいけどねと心の中でつぶやく。少し前にそんな噂を嫌いなクラスメイトから聞いた。

「そうだった。金本君と付き合ってたね」

　いいなー、と愛海。羨ましそうな顔。

「二人っていつから付き合ってたのかな？」

「一年前。付き合ったときの話は学年中に知れ渡ってたと思うけど聞いてなかった？」

「聞いてなかった。付き合ってること知ったのも今年だったし」

「志穂は――って聞くまでもないか」

「おい、どういう意味だそれ」

「だって興味ないだろうし、例え聞いてたとしても翌日には忘れてる感じがするんだもん」と愛海が説明。

「――そういえば、綾の名前も自己紹介し合ってたのに忘れてたよね」

「それは凄いね」

　志穂らしいと思った。

　一度でも綾の姿を見れば未来永劫その名前と姿を脳にインプットさせられるという伝説が流れるほどだというのに。

「新聞配達ってあれも暗記なんでしょ？　最初憶えるの大変じゃなかった？」

「あれはどっちかっていうと配達先の名前を憶えるんじゃなくて、配るルートをおぼえるからね。もちろん最初は苦労したよ。でもバイクに乗ってるのが楽しかったからさ、そのおかげで覚えられた」

「なるほど」

「人名地名だけを憶えるってのは、なんか昔っからダメなんだよね。徳川の将軍様の名前なんか学校で数時間かけて暗記させられても翌日には忘れてたし」

　そのおかげで中学時代志穂に恋していた男子を本人が気づかない内に失恋させてしまったというエピソードがあったことを、以前愛海からこっそり教えてもらったのを思い出す。

「――金本君と陽菜。どっちから告白したのかな？」と愛海は腕を組む。

「多分金本君だと思うけど。なんで？」

「……参考にしたいというかなんというか」と愛海は俯く。自分で言っておきながら恥ずかしそうにしている。

「参考にする必要ある？　難しいことは言わずにストレートに言うのが一番だと思うけど？」と志穂。

「え？　そうかな？　経緯とかいらないかな？」

「経緯って？」

「まずは初めて対面したときのエピソードから――」

「いらない」「いっらない」と二人一斉に否定。

「貴方のことが好きです。付き合ってください、でいーんじゃない？」と志穂。少し言いにくそうにしている。恋愛に興味がないはずの彼女でもこういうセリフは恥ずかしいようだ。

「真帆もそう思う？」

「うん。経緯とかはそんなにいらないよ。時間にして三十秒以内で締めた方がいいと思う」

「そうか。三十秒以内か……」と愛海は渋い顔。

「真帆。意地悪しないで。愛海マジに考えちゃうから」

「冗談かよ！」

「でも全体的に短めがいいのは間違いないよ。要は伝わればいいだけの話なんだし」

「……だよね。最後の好きですが大事なんだし」

　そこで私はあることを思いつきニヤリと笑う。

「よし！　それがわかったのなら近い未来の為に今から練習してみようよ。志穂で」

「そうだね」

「うん」と二人が言った後、少ししてから二人一斉に「え！？」と言って私を見る。息ピッタリ。

「な、なにいってんの？」と言われるも無視して続ける。

「まあ身長は大分違うけど志穂を綾だと思って告白してみなよ愛海。なんなら勢いでチューもあり」

「いやいやいや！　なんでそうなるの！」と二人は慌て出す。冗談で言ったつもりだったのだが結構な慌てようだ。

「まあまあ、まずは立って立って」

　ここは冗談で終わらせず、無理矢理やらせようと二人の腕を取る。志穂が抵抗するのは意外な反応だ。

「――いや、私より真帆の方が絶対いいじゃん。身長同じくらいなんだし」

　さっき愛海のほっぺに無理矢理キスしていた人とは思えない態度だ。

「いやー私より綾の方が大きいからさー」と私は強行する決意を示す。ちなみに志穂の言う通りで綾とは身長同じくらいだ。

「ほら！　私のお願い何でも一つ聞いてくれるんでしょ？　早速叶えて」

「えっ！？　そんなことに使うの！？」

「うん。だから早く願いを叶えておくれ」

「うええぇー！」っと一斉に声を出す二人。

「ほら、愛海もスタンバイ。まずは向かい合って」と二人の背中を押し、なんとかして二人を向かい合わせてから私は離れる。

「はい！　スタート！」

　バンと手を叩く。焚き火を間に挟んで向かい合っている二人は途端に黙り込む。

　愛海は俯き、志穂は明後日の方向を見ていた。そして気まずくなったのか口笛を吹き始める。

「告白の練習しないと寝れま１０テン！」

　手を叩いて二人に喝を入れると、ようやく顔を合わせるようになった。志穂が見下ろし、愛海が見上げる形は身長差があり過ぎるせいか、一見すると男と女にも見える。

「――え、えっと……あのね、志穂」

　最初に口を開いたのは愛海だった。告白する側から最初に口を開くべきなのでそれはいいと思う。

「その……私……」

　志穂は若干後ろに下がり気味なせいかヒヤヒヤしてしまう。ちょっとしたキッカケでダッシュで逃げてしまいそう。

　そして口火を切ったはずの愛海は口を閉ざすと、両手をもじもじとさせていて先に進めなくなる。

　焚き火の爆ぜる音がやたらと大きく響いた。

「前から……志穂のことが……す――」

　ようやく口を開いたと思いきやそこでなぜか止まってしまう。

　対する志穂は一言も発しない。

　愛海はそれ以上先が言えないのか『す』から先が出てこない。

　すき焼き一緒に食べませんか？　等と漫画みたいなことを言おうものならペナルティを加えると私は心を鬼にして黙って待つ。

「ううぅぅ……」

『す』ではなく『う』に変わった。愛海は唸り始める。

　これはダメかなぁ、と私が思いかけていたそのときだった。

「――好きです！」と、急に愛海は一気に吐き出す。

　目を瞑ってもうなるようになれと、恥ずかしさを声でかき消すかのように、志穂に向かって思いっきりぶつける。

「――志穂のことが、初めて会ったときから好きでした！　――わ、私と付き合ってください！」

　そしてどうだ！　言ったぞ！　といった気持ちを顔いっぱいに出した愛海はジッと志穂を見つめる。焚き火の明かりとは関係なしの赤い顔と上目で志穂をジッと見つめている。

　それが予想外の不意打ちとなってしまった。

　私も志穂もあ然として、沈黙してしまう。

「……」

「……」

　情けない私達の反応に堪らなくなった愛海が口を開いた。

「――え？　ねえ、なんで黙るの？　なんかおかしかった？」

「あ、いやその……」と何て言えばいいのかわからなくなってしまった私。

　志穂は俯いていた。

　いや、俯いたというよりも赤くなった顔を隠しているのだと思う。おそらく私も同じような顔をしているに違いない。

「ええぇっ！？　ねえ、どうしたの二人共」

　私と志穂の反応に狼狽える愛海。

　おかしくはなかった。愛海は何も間違ってはいない。

　ただ、私達が彼女の可愛らしさに赤面してしまったのだ。

    
        
【第二十八話　真帆編】


　私達の無反応に怒った愛海は、先にテントで寝てしまった。

　残った私と志穂はしばらくの間、焚き火を囲っていた。特に話すこともなく、火を眺めながらボンヤリとした時間を過ごす。

　志穂がずっと火を見つめている間、私は志穂の顔を何度も盗み見た。

「……」

　赤色に照らされている彼女の顔。

　それを見て、さきほどの彼女の横顔を思い返す。






　――うーん……。






　どうしようかしばらく迷った。














　――よし。聞こう。






　ようやく決断できたその瞬間、パチンと焚き火から大きく爆ぜる音が響く。

　それが合図となったのか「そろそろ寝よっか」と志穂は提案。出鼻を挫かれた。

「――そうだね」と、二人で焚き火の後始末を始める。

　火を消し、残った灰をスコップを使ってバケツに入れる。底ヶ浜キャンプ場では灰は管理棟にある灰捨て専用のゴミ箱に捨てることができる。

「ちょっと悪乗りし過ぎちゃった」とスコップを動かしながら反省する私に志穂は微笑む。

「大丈夫。愛海が本気で怒ってたらあんな怒り方じゃないよ」

「それでも明日謝る」

「そうだね。私も一緒に謝ろう。じゃないとしばらく愛海がウチに来てくれなくなるかもしれないし」

　愛海シェフの手料理が食べられなくなるのは痛いと、志穂は心配そうな顔をする。以前から噂は聞いていたが、そんなに凄いのだろうか？（ちなみに今日は焼肉だったせいか、愛海の実力は発揮されていない）

「そんなにおいしいの？」

「一度は食べた方がいいよ。こだわり女子だから一味違う」

「何作らせても？」

「いや、極めたやつだけ。それ以外は普通だよ。でもなぜかソーメンは固くて超マズイ」

　時間を決めて茹でるだけのものなのになぜか失敗してしまうという。不思議な話だ。

「作ってもらうとしたら、何がおススメ？」

「オムライスと言いたい気分なんだけど、真帆は辛いのが好きだから麻婆豆腐がいいと思う。あれもヤバイんだよねー」　

「まーぼーどうふぅ？」

　愛海が麻婆豆腐を作る姿が想像できない。

「一応聞くけど『クックダァー！』とか使ってるわけじゃないんだよね？」

『クックダァー！』とは合わせ調味料のことである。全国の主婦の頼れる味方でスーパーでもコンビニでも売っている。

「実はそうでしたとかだったらおもしろいんだけどね。でもウチはクックダァーかなり極めてるから、もし使ってたとしたら一口でわかる」

　鈴木家ご用達だというクックダァーは、麻婆豆腐なら甘辛から激辛まで何度も作ったことがあるから味を覚えているらしい。

「――ということは最初から最後まで全部愛海がやってるんだ？」

「実際調理してるところ見たことあるし、一口食べたらわかるよ。あの味はクックダァーじゃ絶対出せない」

「どんな味だった？」

「わかりやすく言えばそうだな……辛さと痺れと香りが超絶気持ちイイって感じ」

　全くよくわからない感想だった。










「――よし、こんなもんでいいか」

　灰をバケツに入れ終え、二人で管理事務所へと向かう。そこまでの道はＬＥＤランタンがなければとても歩けない暗さだ。

「真帆。怖くない？」

「隣に誰かいれば私は平気」

「そっか」

「愛海はすごい怖がりそうだね。夜トイレとか大丈夫なのかな？」

「昔はよく起こされてたけど、もう高校生だし大丈夫でしょ」

「小さい頃に愛海とここへ来たって言ってたね」

「うん。なぜかまなママを起こさずに私を起こしてたんだよ。あのおチビちゃん」

「アハハ。志穂ママだ」

「まなママは私の苦労も知らずにグースカ寝てたのを今でも憶えてる」

「憶えてるんじゃなくて、恨んでるんでしょ？」

「あたり」

　なるほど。昔から志穂は愛海に愛されてたのか。

「真帆は家族でここにきたことあるの？」

「ううん。家族キャンプはいつも隣県まで行く。県内は二つぐらいしか行ったことない」

「真帆のおじさんがソロキャンするときも県外まで行ってるの？」

「お父さん一人のときは県内だよ。ソロ用のキャンプ場があるんだ」

「え？　ソロ用とかあるの？」

「年に二回くらい行ってるよ。キャンプ場の名前は忘れちゃったなー。スマホで検索してみたら？　有名な所らしいからすぐ出ると思う」

「よし、じゃあ次の候補として考えるか」

「女子一人で行くの怖くないの？」

「熊とか幽霊はそりゃあ怖いけど、周囲にキャンパーがいれば平気かな」

「いや、そういう意味じゃなくて……」

　志穂の足元から顔までをザッと一瞥する。彼女の中では襲われるという心配は微塵もないのだろうか？






　――これは愛海が心配するわけだ。






「大丈夫だよ。ネット見ると結構ソロキャンプやってる女子いるし」

「うん、まあそうなんだけど……」

　実際、ソロキャン女子は何度か見たことはある。

「動画上げてるとあるソロキャン女子なんて、もっと凄いキャンプ場行ってたよ」

「どんなところ？」

「熊が出没しやすくて、しかも夜は心霊スポットにもなるっていうヤバイところ」

「最恐だね。そしてそこがキャンプ場として経営しているところが凄い」

　そんな話をしたせいか、何か出てきそうな気がして怖くなってしまう。歩道のすぐ隣にある林の中の闇を見ると、何かと顔を合わせてしまいそうで怖い。

「――大分寒くなってきたね」

　意識を別な方向に向けようとそう呟いたわけだが、寒くなってきたのは確かだ。家から車で一時間以内で来れる場所とはいえ、ここまで気温に差があるとは思わなかった。

　予備の上着があるから私は平気だけど、愛海は大丈夫だろうか。戻ったら愛海が寒がっていないか確認しよう。

「そういえば真帆って冷え症だったね」

「うん。末端冷え性。冬はこたつないと生きられないタイプ」

「そのせいか冬はあんまり一緒に遊ばなかったね。初詣も行かなかったし」

「あれは家の用事で行けなかっただけ。雪合戦はちゃんと参加したでしょ？」

「あーあのときは大変だったなー。郁美と真帆がすっごい厄介だった」

　グッパーで二手に別れ、相手が降参するまで雪玉を投げ合うという遊びをしたのだが、開幕から十分もしない内に雪塗れの志穂と愛海が白旗を揚げた。

「もしかしてまだ根に持ってる？」

「私はちょっとで愛海はかなり」

　愛海の提案で始めたことだというのに、そこまで恨まれているとは思わなかった。

「――ということは年明けにリベンジ来そうだね」

「やる予定らしいよ。愛海負けず嫌いだから。あの惨敗の後、来年に向けて対策を練ろうとか言い出してきて怒りを鎮めるのが大変だった」

「アハハ。可愛い」

　管理棟に到着したので灰を処分し、ついでにトイレにも行っておく。夜中に一人でここまで行くのは避けたい。

　トイレから出ると、志穂が管理棟の前で空を見上げていた。

「どしたの？」と彼女の隣に立って尋ねる。

「失敗したなーと思ってさ。満月に来ればよかったよ」

　残念そうに空に向かって呟く。今すぐに月を出せと横顔が文句を垂れていた。

「あーなるほど」と同じように空を見上げる。

　しかし月はなくとも僅かだが星が見える。不満を呟く空ではないと思った。風もなく静かな夜でこれくらいの星が見えるなら最高だ。

「――満月求めるなんて贅沢だなぁ」

「えーだってさー。満月の下でキャンプとかの方が絶対カッコイイじゃん」

「んー別になくても十分カッコイイと思うけど」

「いや、絶対あった方がいい。だから今度は満月の日を狙う」

「じゃあそのときはみんなで行こうよ」

「いいね。花火大会のメンバーで行こう。でもさすがにテント足りないか」

「うちの大型テント持ってくから大丈夫だよ。シュラフもあるし、四人までなら入れる」

「じゃあ私のテントに二人入れれば行けるね。足りないキャンプ道具は真帆から借りればいいし実現可能だ」

「志穂。バイト代入ったらちゃんとキャンプ用に貯めといてね」

「愛海みたいなこと言うな」

「アハハ」


「愛海、寝てるかな？」

　管理棟から戻ってテントの中を覗くと、シュラフに包まれた愛海が寝息を立てて静かに寝ていた。いい夢を見ているのか少しだけ顔がニヤついている。






　――うーん、不気味。






　これから彼女の隣で自分のシュラフを取り出さなければならない。あまり物音を立てないようにしなければと、テントに入ろうとすると、

「愛海もう寝てるし、こっち来れば？」と小さな声で志穂が誘ってくれた。

「え？　でもシュラフこの中にあるし」

「私のシュラフ二人用だよ」

「二人用？　随分大きめなの持ってるね」

「昔母さんと使ってたやつだからさ」

　そう言われ、志穂のお母さんは彼女が小学生の頃に死んだという話を思い出す。

「……いいの？　思い出の品じゃないの？」

「全然いいよ。本当に大事な思い出の品は家で保管してるし。破れても全然オッケー」と彼女は微笑む。

「――なら、お言葉に甘えようかな」

　志穂のテントの中に入り、寝る準備を済ませた私と志穂は一緒のシュラフに入る。

「結構広いね」

「愛海入れてギリギリ三人までいけるよ」

　じゃあ寝ようかと、志穂は腕を伸ばしてランタンの明かりを消す。

「おやすみー」

「おやすみ」

　それから五分ほど、流れる暗い沈黙の中で私はずっと目を開けていた。

　目はもうとっくに暗さに慣れている。

　向かい合って寝るのが恥ずかしいせいか、互いに背中を向けた状態だった。広いシュラフなので体がくっつくようなことはないけれど、志穂の体温はシュラフ越しに伝わってくる。

　寒くはないし窮屈さもない。居心地は良かった。

「――ねえ、志穂」と愛海に聴こえないように声を出して、志穂の方を向いた。いつの間にかポニーテールをほどいている彼女の背中が「んー？」と返す。良かった。まだ起きてる。

「あのさ――」

　聞きたいことがあった。

「なんじゃい」と志穂がこちらに体を向けて私と向かい合う。

　そうしてまた。予想外のことに出遭ってしまう。

「どしたの？」と優しく微笑む彼女を見た私は本日二回目の不意打ちに遭ってしまった。

「……」

　正直に言う。ドキリとした。

　暗くても、しっかりと見える髪を下ろした志穂の姿。

　私よりも１０センチほど背が高く、普段の言動から男の子みたいだと思っていた彼女が今までに見たことのない女の顔でこっちを優しく見つめている。

　彼女からしたらなんのことはない普通の仕草。

　でもそれに今、魔法がかかっている。

　自覚のない、彼女を見る私にだけ特別を与えている。

　それが宝石の様だと思った。






　――大人びているなとは思ってたけど……。






「――ん？　どしたの？」

　得したような気分になったのと同時に悔しくも思った。

　私のできるささやかな抵抗は気持ちを悟られないように冷静に努めることだけ。そして噛まないように注意する。

「――さっきさ、愛海の告白を聞いた時のことなんだけど」

　う、と志穂の顔が険しくなる。痛いところを突かれたというような表情だ。

「どうして固まってたの？」

「……真帆だって、固まってたじゃん」

　口をすぼめる志穂。全くもってその通り。

「うん。同じくらい固まってたね」

　そしてあのとき、俯いた志穂が僅かに見せた表情。

　あの意味が知りたかった。

「あのさ……せーので言わない？」

　あのとき私達が彼女に対してどんな気持ちを抱いたかを――。

「……」

　少しの間、志穂はじっと私を見つめる。

「――笑い無しでマジで言うの？」

「うん、マジで」

　うーんと苦い顔。これは無理かな。

「――いいよ」

　無理、と一蹴されるかと思っていただけに意外だった。

「でも言ったらそれから先はもうなーんも喋んない。絶対寝ること。そして明日には全て忘れること。それが約束できるなら言ってあげる」

　なるほど、と私は理解する。

「わかった。約束する」

「じゃあ真帆が合図して」

「うん。じゃあいくよ？　せーのっ――」










　ようやく言い終えた志穂は、慌てて背を向けると宣言通り一言も喋らなくなってしまう。

　長い髪で隠れているけれど、彼女の耳は真っ赤になっていることは間違いない。背中をつついて意地悪をしたい気持ちになってしまったけれど、約束があるからやめた。

　志穂の本音を聞けた。それだけで十分だ。

　我慢して私も背を向け、目を閉じる。私達を包むシュラフはポカポカと暖かくて、いい匂いがした。

　心地良いなぁ。

　全然眠気はなかったはずなのにすぐに眠れると思った。

　そして眠りに落ちる前にもう一度、志穂と私がせーので言ったことを思い返す。










「――すっごく可愛いかった」と私。

「……」

　けど志穂は何も言わない。

　せーので言わずに、じっと私の目を見つめてくる。

　先に言った私は何も言わず、黙って彼女の視線を受け止めた。

　挑発する気も催促しようとする気もない。口に出せるようになるまで待とうと思った。

　そうした形になってしまったことに疑問はなかった。

　気づいた変化に、気持ちがおぼつかないのかもしれない。

　だからそのまま背を向けられても、構わないとさえ思っていた。

「……」

「……」

　寝ころんだまま、会話もなく、見つめ合う。

　気まずさはなく、音のない世界が流れているのを全身で感じ取る。

　指先を伸ばすだけで簡単に破れてしまいそうな静寂の中で互いの瞳が静かにぶつかりあっていた。

　でもそれは手のひらをそっと合わせるかのような。

　ぶつかりあうという言葉に多くの矛盾を孕むほどの密着でありながらも、簡単に離れてしまうほどの脆さでもなく。

　そうしてジッと見ていたことが、その瞳の奥にある小さな赤い光を見つけることと繋がる。一瞬だけしか見えなかったそれにハッとして、それが静寂を破った。






『――っ』






　ギュッと、堪えるように彼女は口を結ぶと、左手でシュラフを軽く握る。

　そこに戸惑いと怖さが見えた。

　知らないジブンを見つけてしまったことで生まれた恐怖。

　それに絡まれて勇気が出せないでいる。

　好きな人に好きと言えないように、その一歩が踏み出せない。

　でもそれを口に出すことで、誰かに聞いてもらうことで自分を確認したいのだということが彼女の瞳から伝わってくる。

　そうしてシュラフを握っていた彼女の左手が、シュラフを離すとほんの僅かに私の方へと伸びてくる。　

　支えを求めている。

　そう感じた彼女の手。でもそれすらも戸惑ったのか、わずかに伸ばしただけで手を止めてしまい私と彼女の間にある、互いを繋ぐシュラフの上で彼女の左手が力なく沈んでしまう。

「……」

　じっと見つめる力を失った彼女の手が、胸をキュッとさせた。

　応えてあげたい。支えてあげたい。

　そう思ったから、自然と私も右手を伸ばしていた。

　小さな子供に勇気を与えるように、静かにそっと彼女の手の上に重ねる。






　――頑張って。






　口に出さず瞳で励ます。

　戸惑うことも、怖がる必要もないのだと彼女に訴える。






　それは――絶対に間違ったことなんかじゃない。






　少しだけ彼女の手を強く握る。

　そうした私の微力が彼女の背中を押すことができたのか、彼女の表情が少しだけ和らぐ。

　ありがとう――。

　そう瞳で言っているように見えた。

　そうして彼女は、一度の深い瞬きの後に決意を表す。






「熱くて――」






　小さな勇気を出した彼女の声。

　彼女の手から熱が伝わってくる。

　彼女一人では抑えきれない熱がドクドクとこちらへと流れてくる。






『――ドキドキしてたんだ』






　真っ直ぐにそう言った。

　そして慌てて私の手を払うと背中を見せて黙り込んでしまう。

　いきなりのことにあ然としたけど、少しだけ丸くなってしまう彼女の背中を見ると自然と頬が緩む。

　キュウッと、何かを隠しているかのように見える彼女の背中。

　それはもしかしたら体の中の熱を隠そうとしていたのかもしれない。










　そんな彼女を見た夜だった。

　忘れろなんて、無茶なことを言うなと思った。

　忘れられるわけがない。

　それほどまでに、このとき見せてくれた彼女の表情は胸を締め付けるほどに美しかった。

　たった一瞬しか見えなかった彼女の――赤い綺麗な輝き。

　生涯、忘れたくなんかない。

    
        
【第二十九話　陽菜編】


　自宅近くの公園にいる。三角形の屋根で覆われたテーブル付きのベンチ（最近知ったのだが東屋というらしい）に座り、公園の入り口の方を見ている。

　一人ではない。元カレの金本といる。謝りたいからと呼び出された。

　夏の炎天下にさらされた公園内には誰もいない。屋根が作った暗い空間の中でアタシと彼は白い世界を眺めている。

　どこからか蝉の声は聞こえるが遠くにいるのか意識していないと聴こえてこない。夏が覆っているとは思えないくらい静か。

　遠くにある青い空。山の上に浮かぶ白い雲。ふたつとも鮮やかに見える。いい天気。

　こんな日は嬉しくなるけれど、一緒にいる彼のせいで気分は曇りだ。

　ベンチは真ん中にあるテーブルを席が四方から囲っているタイプのもので、アタシと彼はテーブルを間に挟んで座ってはいるものの、向かい合わずに公園の入り口付近を見ている。

　本来は顔を合わせて座るためのものなのにそれに逆らって利用している。設計者もまさか別れたばかりの男女がこうして利用するとは思ってもいなかっただろう。

「だからさ――」

　厄介なことに、話の内容は前回の延長になってしまっている。

　当初は今までのことを謝りたいという話だった。いいと断ったけれど、面と向かって謝りたいからと押されてしまった。

　そして彼が謝った後、もう一度やり直そうと提案されたのである。来なければ良かったと後悔した。貴重な夏休みが台無し。

　不毛なやりとりが長いこと続いて、ようやく彼は諦めたのか黙る。そして少ししてから立ち上がった。

「――もういいわお前」

　そんな捨て台詞を残して去って行った。

　一人残されたアタシはうんざりしながら夏の日差しに焼かれる彼の背中を見送った。






　――意味わからん。まるでアタシが振られたみたいじゃん。






　彼の姿が完全に見えなくなった後、はぁーっと深いため息が自然と出た。これから卒業まであと何回顔を合わせなければならないのだろうか。誰か回避する術を教えてほしい。

　結局、初めて付き合った元カレは最後まで嫌なことしか残してくれなかった。






　――あー！　むしゃくしゃする。






　このまま家に真っ直ぐ帰れない。ストレスを発散しにどっかに寄ってから帰ろう。

　とりあえず公園を出るかと立ち上がるが、すぐにベンチに座り直す。炎天下であるこの白い世界をあてもなくブラつくのは嫌だった。少しだけこの小さくて黒い世界の中で考えることにする。スマホは家に忘れてきた。

「……」

　しばらく無心でじっと遠くを眺めた。

　公園内には相変わらず誰も入って来ない。毎年恐れられている熱中症から逃れる為、みんな家の中に閉じこもっているのだろうか。アタシ一人だけの完全貸し切り状態。この南中高度で外に出ているのはアタシだけではないだろうか。

　青い空を見上げながらこれからのことを考えていると、家が近いせいか綾の顔が浮かぶ。






　――今何してんだろ。






　家にいるかどうか確認したかったが、スマホがないからそれができない。






　――アポなしで行ってみるか。






　連絡なしにいきなり尋ねてはダメかもしれないが、いいやと思って足を動かす。断られてもいい。一目でいいから綾の顔が見たい。今日家族以外にあった人を綾で締めくくりたい。

「あっつい……」

　刺すような日差しでジリジリと肌が焼かれる。なんで四十度近い今日という日に外へ呼び出すんだよと、金本を恨む気持ちが益々ヒートアップ。

　鉄板の上を歩くような気分で足を動かし、綾の家の前まで辿り着く。

　閑静な住宅街にある綺麗な一軒家。

　ここで綾はおじさんと二人で暮らしている。

　久しぶりだ。最後に来たのは中学の頃。

　あの件が発覚するまでは、何度も来たことのある家。

　そのときには当たり前だった存在であるおばさんを思い出す。






『――随分大きくなったのね』






　記憶の中でそう微笑むおばさんの笑顔。

　それに照れていた自分。優しい笑顔で綾の大切な人だった。






　――でもあのときからもうおばさんは……。






　やめろと頭を振る。そして嫌な記憶を打ち消すように玄関前のインターホンを押す。少し待つかと思ったが、すぐにドアは開いた。

「――あれ？　陽菜？」

　顔を覗かせた綾。珍しく髪を結い上げている。

「オイッス」

「どうしたの？」

「いや、なんか顔見たくなったっていうかなんていうか……」

　まるで彼氏が彼女に突然会いに来たみたいだ。

「えっと……なんかいきなりごめん。忙しい？」

　きょとんとした顔をする彼女。しかしすぐに微笑むと。

「珍しいね。じゃあスイーツでも食べに行く？」とまさかの提案。

「――え？　いいの？」

「うん。丁度行きたいって思ってたから」

　とりあえず入ってと、彼女にリビングへと案内される。






　――ああ、来てよかった。最悪な一日が払拭された。






　そんな嬉しい気持ちでソファに座る。中学の頃も何度か座ったことがあるが、どんな感触だったかはもう忘れている。まるで初めて座ったみたいだ。

「着替えてくるから待ってて」と、二階へ上がった彼女を待っている間、座ったままでリビング内を見渡す。






　――相変わらず綺麗にしてるな。






　リビングは窓が多いせいか明るくて解放感がある。静かな風も入って来るので夏なのに涼しい。ここクーラーいらない。

　家に帰れば即クーラーのスイッチを入れる我が家とは大違いだ。






　――模様替えしてたんだな。






　入ったときに気づいたが以前と家具の配置が大分変わっている。

　綾が変えたのだろう。記憶の中のリビングと比較してしまったせいで、所々物がないことに気づいてしまう。

　なくなっているのは多分――おばさんの物だけだ。

　家具の配置を変えたのもそういうことだろうと、大きなテレビの横に置いてある置物を目にする。黄色い馬のような動物が後ろ足で立ち上がるポーズをとっている置物だ。






　――あれまだあるんだ。






　確か小学生の頃におじさんが海外で買ってきたやつ。何かの神様だと言っていた記憶があるけれど何かは思い出せない。






　――あんなに大きかったっけ？






　ソファから立ち上がり近づいてみる。結構しっかりした作りっぽい。

　触れようかと思ったが寸前のところでやめた。そうやって物を壊す過去が私には何度かあったから。

　もういいかとソファに戻ろうとしたそのときだった。






　ある匂いが鼻を掠め、アタシの足は止まる。






　匂いはほんの一瞬。しかしそれがあると感じただけで、驚いた後のアタシの体を固め、周囲の音を消し去る。

　そして数年前の記憶を呼び起こした。

「……」

　どこから匂ったのか。

　無意識に窓の方を見る。そして感じる静かな風。

　その中に同じ匂いは含まれていない。

　網戸のない両開きの窓を見る。両側に束ねられた白いカーテンが少し揺れた瞬間、ごくりと喉が鳴る。

　ゆっくりと顔を上げ、窓の上の天井を見上げる。この上は位置的に――。






　――おばさんの部屋だ。






　また小さな風が吹く。

　そこにも匂いはない。

　プッツリと遮られてしまったかのように、同じ匂いは運ばれてこない。

「……」

　慌てて窓を閉めてソファに戻る。そして綾が降りて来るまで、真っ白になりかけている頭でじっとしていた。

　綾の準備はいつもより長い。

　よかったとホッとする。

　アタシも……落ち着く時間がほしかった。










　かき氷にしようということで去年も行ったことのある喫茶店にした。夏はかき氷をメインに出している和風喫茶で静かで落ち着いた店内と偶に鳴る風鈴が心地良いところだ。

　今どきのかき氷といえば、やたらと大盛りでＳＮＳ映えを狙ったインパクトのあるかき氷ばかりだが、そこはシンプルな装いで提供してくれる。美味しいし飲み物とセットで千円超えないのがいい。志穂風に言うとすんばぁらしいぃ。

　隣を歩く綾と何味を食べようかと話しながら期待に胸を膨らませていると、着いた先で結構な行列が発生しているのを目にする。

「うわー混んでる」

　どうしようかと迷ったが、せっかくだし並ぼうと綾に言われて列の最後尾へ並ぶ。

「以前来た時は全然混んでなかったよな？」

「うん――あ、みてこれ」

　さっき家で会ったときとは違い、髪をいつも通りに下ろした綾がスマホを向ける。

　画面には今アタシ達が並んでいる店の評価を載せたサイトが表示されている。高評価が並んでおり、オープンしたての頃と違って今では並ぶのを覚悟しないと食べれないと書かれたレビューを目にして驚いた。店がオープンしたのは去年の夏ごろ。

「あのとき並ばずに入れたのはそういうわけか……」

「そうみたい。運が良かったんだね」

「超有名店になってるなんて知らなかった」

　テレビでも何度か紹介されていたらしい。

　地元民なのに全く知らない。地元あるあるのひとつだ。

「あっついね」

　日差しを遮る庇ひさしの中にいるとはいえ、屋外なので暑い。

　額の汗をハンカチで拭う。綾はスマホで店のＨＰを見て何味にしようか悩んでいる。

「いつも抹茶系だし……今回はいちごにしようかな」

　でもどうしようと悩む彼女の額を見て以前からおかしいと思っていたことを口に出す。

「――あのさ、綾」

「ん？」

「なんで汗かかないの？」

「――へ？」










　席に座れたのは並んでから一時間後のことだった。来るまでに時間がかかりそうなのですぐに注文。

「――そういえば綾。宿題やってる？」

「多分今週には終わると思う。陽菜は？」

「アタシは来週忙しくなりそうな気配。もしかしたらお願いするかも」

「去年も中学の頃も最後の方で一緒にやったね」

「アタシの伝統行事だからね。綾がいてくれてホント助かる」

「陽菜には今度なんか奢ってもらおーっと」

　そこでかき氷が到着。綾は結構悩んでいたのに結局は小豆の乗っかった抹茶かき氷にしている。一口食べ、幸せそうに微笑む彼女は基本抹茶スイーツを好んで注文する。メニューを見て悩むことはあるけれど、結局は抹茶になってしまうタイプ。

　アタシの方はというと、おススメ品や人気の商品を頼むことが多い。去年はいちごにして今回はマンゴーにした。

　一口食べた後、ふと視線がテーブルの上にある綾のスマホにいく。

「そういえばあの猫のキーホルダー買わなかったの？」

　ごくりと氷と小豆を飲み込む綾。

「――うん、やっぱ違うのにしようと思ってさ」

「ふーん」

　こっちを見ずに、視線をかき氷に向けている彼女を見る。






　――あんなに悩んでたのに？






　そんな疑問が浮かぶとアタシの頭の中に停滞する。

　それが粘着性を持ったものなのか、くっついて離れない。リビングで嗅いだあの匂いのせいだろう。

　浮かぶ予感が会話の邪魔をしようとする。これではいけない。

「――最近愛海達とは遊んでる？」

　自然に、なんとも思ってないような口調で言えたと思う。

「この前愛海と遊びに行ったくらいかな」

　何？　と聞き捨てならないセリフを聞いた。

「え？　まなみんと二人で行ったの？」

「うん」

　くそう。それはぜひとも監視したかった。

「陽菜。まなみんは禁止用語だよ」

「いや、でも一回ぐらい怒らせてみたいんだよね。かわいいし」

「志穂はよくやってるけど私達はどうかなー。まだ知り合って一年も経ってないからダメだと思うよ」

　いや、綾なら多分何言っても大丈夫だと思うよ、という言葉をマンゴーと一緒に飲み込む。

「そういえば、志穂と連絡取れないって言ってた話どーなったんだろ？」

「無事解決したみたい。一昨日くらいに愛海から『生存確認を完了した』『志穂捕獲』って連絡きたし」

「よくわかんないけど一件落着だったんだね」

「バイク買ったみたいでツーリングばっかりやってたんだって」

「そっか。新聞配達してるから免許持ってるんだった」

「うん。一年の頃に小型二輪取ったって言ってた」

「男子みたいだな」

「男子――うん、確かに。背も高くてカッコイイし、性格も男の子みたいなときがあるし」

「それならアタシの方が絶対カッコイイだろー」

「えー？　確かに陽菜も背高いし髪も短めだけど、男子みたいなカッコイイってのはないと思うなー。中身完全な女の子だし」

「いや、そんなことはない。少なくとも元カレよりは遥かに男らしいは――」






　――あ……。






　時が止まった。しまったと思ったときにはもう遅かった。綾にもまだ話してなかったことを今更思い出す。

　綾は緑色の氷と小豆の乗ったスプーンを持ったまま驚いた顔でこっちを見ている。そしてそれを食べずにスプーンを戻すと、困った顔へと変わってしまった。






　――いや、まあ……しゃーないか。






「ああっと……実はさ――」

　アタシは今日のことも含め、金本と別れたことを話した。

    
        
【第三十話　綾編】


　帰り道の途中で陽菜と別れ、真っ直ぐに家を目指して歩く。

　見上げた空に眩しさはもうない。日はとっくに沈み、夜が全体を覆い始めている。遠くの山の上で微かなオレンジが滲んでいるのを目にした。






『――金本と別れたんだ』






　喫茶店で苦笑しながら陽菜は話した。

　悲しんでいるようなところは少しもない。彼女の中で恋人だった彼はもうどうでもいい人になっていたことがわかる。

　今後、陽菜が金本君を想うことは二度とない。

　陽菜とは逆に金本君は謝ってやり直しをしようと提案してきたという。陽菜から別れを切り出されてから、ようやく彼は行動を起こした。

　不思議に思う。

　どうして彼はもっと早く行動できなかったのだろうか。

　傍から見ても二人の関係はどうにかしなければならない状態だった。両想いで恋人となったはずなのに、彼は陽菜のことをちゃんと見ていなかった。むしろその必要がないと言わんばかりに見ようとしなかったような気がしてならない。陽菜が自分から離れることはないという自信でもあったのだろうか？

　彼が酷く滑稽に見えてならない。

　陽菜には後悔しているようなところは少しもない。だから別れて正解だったのだ。

　ホッとした。良かったと、そう思ったと同時に彼女の恋が本当に終わったことを実感する。

「……」

　気が付くと、視線の先にあったオレンジは全て闇にのみ込まれていた。

　残さず食い尽くした闇が世界を完全に覆っているのを見ながら、私は胸の奥からゆっくりと浮かんで来るものを感じている。

「…………」

　それは寂寥感といったものではなく、あるひとつの疑問だった。






　ねえ――陽菜？






　喫茶店で目の前に座っていた陽菜の顔を思い出す。

　あのとき口に出せなかった疑問は、心の中でここにいない彼女に向けられる。　






　恋をして――何が良かったのかな？






　辿り着いた家の門の把手に手を掛けたと同時に心の奥底から浮かび上がった疑問が体中に響く。

　その疑問に、足首を掴まれたかのように体が止まった。フーッと、この時期に合わない冷たい風を首から感じる。

　静かに髪が流されるのを意識しながら、把手に掛けた自分の手を見つめる。

　そこに答えがあるかのようにジッと……。






　陽菜の恋が始まった一年前。

　恋をしている彼女の顔を目にしたとき、我が目を疑った。

　恋した相手のことだけを追い求める……あの曇った瞳に赤い頬。

　似ていた。母だったあの女の顔と……。

　とても醜いと感じていたものと重なってしまった……。

　親友をそんな風に見ていた自分を恐ろしく思った。

　勝手な思い込みは頭を振っても消えることはなく、自分の奥底へと張り付いて声を出す。

　陽菜も、あの女と同じだと思いかけてあの頃の私は違うと否定した。






　陽菜の恋はあんな汚いものではない。






　私が見たものとは違う……絶対に違うんだと声を上げて耳を塞いだ。

　そう思ったから。だから、一年前の私は迷っていた陽菜の背中を押して恋を選ばせた。

　それは私の心配ばかりしている陽菜に自分のしたいことをしてほしいという気持ちもあった。

　けど本当は……実らせた恋が見せてくれるものを知りたかった。

　どんな輝きか陽菜に見せてほしかった。

　ずっと醜いと感じていたものが、そうではないと否定できるものがあることを教えてほしかった。

　それなのに……実ったはずの陽菜の恋はすぐに終わってしまった。

　お互い通じ合っているように見えた二人は少しも通じ合えていなかった。

　陽菜の恋からは何も見えなかった。

　陽菜の恋は彼女を幸せにはしなかった。

　辛いことだけ、嫌な思い出を与えられただけ。

　それだけだった……。

　陽菜は……。






「――恋に、傷つけられただけだ……」






　望んでいたものを目にできないまま、別のものが出て来る。

　口から出て行ったそれは、脇をすり抜け静かな夜へと溶けていく。

「……」

　頭の中で、ぐるぐると何かが回り始める。

　形も色も見せないそれが回るのを感じ、慌てて手を動かす。ガチャリと静かな世界の中で響く門の音。ギィーッと、開いた門の音が心を縛っているように聞こえる。

　いけないと、門を閉めた後に動かした足はどこか他人のもののように一歩、二歩と不安定に動く。視界もフラフラとしてきた。

　油断すれば倒れそうな二本の足はなんとか玄関のドアまで辿り着かせてくれた。

　ポケットから取り出した鍵を鍵穴に差し込もうとした際、自分の手が震えていることに気づく。

　大丈夫。大丈夫だからと言い聞かせながらなんとか鍵穴に通した鍵。

　回してガチャリと音を立てさせる。






「恋……」






　鍵から手を離すと、そう呟いていた。

　口から出たそれは外に吐き出したものなのに風に流されるでもなく体内へと戻り、奥底へと進んで行く。

　水の中を落ちていくようにゆっくりと深く沈んでいったそれは底へと辿り着くと、音を立てずに横に倒れた。

　そうして自分の体の中にその意味を沁み込ませるようにして、その言葉は溶けていく。






　恋。

　人を、欺いてきたもの。

　夢と理想をたくさん混ぜただけの、中身のないもの。

　綺麗にみせて、とても汚いもの。






　どうしてこれが人を幸せにすると大人は嘘を吐くのだろうか？

　幸せにするよりも傷つけたり、壊したりすることのほうが多いのに……それなのに、どうして嘘だらけの絵本やドラマを作って、私達に夢と幻想を見せるのだろうか？

　大人はいつだってそうだ。

　いつだって本当に汚い物を後ろで隠して、私達子供には綺麗なものばかりを見せつける。

　そうやって油断して、背中を見せた私達を見てどう思っているのだろうか？

　自分の汚さがバレずに済んだって、ホッとしてる？

　嘲笑ってる？　現実を知って落ち込む私達の姿を見て、愉快だと笑ってる？

　……何で気づかないのかな？

　そうやって自分を隠して、子供に愛を説いてる姿が一番醜いのに……。

　大人が子供に与えたものなんて、そのほとんどが夢で幻想だった。

　恋はいろんなものを壊す……。

　恋は暴力的で平気で人を傷つける。

　だから陽菜も傷ついたんだ

　そうやって、私の家も壊したんだ……。










「……ただいま」

　微かな眩暈の中、自然と口に出た言葉。

　誰もいない、真っ暗な玄関の中で呟くのはこれで何回目だろうか。

　榎本と表札に書かれた一軒家。

　ここには、幼い頃の私が求めていたものが全て揃っていた。

　自分の部屋。家族が集まるリビング。花を育てられる庭。あの女と一緒に肩を並べられるキッチン。

　それら全てが幼い私の求めていたものだった。

　それがたったひとつのキッカケで不要になってしまうのだということを、あのときの私は少しも考えたことはなかった。

　ずっと、この家で幸せが続くと思っていた。

　三人住まいだったこの家は今、とても広く感じる。

　いらない場所が多かった。

　誰も来ないリビング。何もない庭。広すぎるキッチン。






　そして――母だったあの女の部屋……。






　一番いらない部屋だった。

　それだけで家自体をいらないと思うことが何度もある。

　それだけ捨てることができるのならよかったのに、家の一部になっているせいでそうすることができない。私が家を出る以外に目の前からあの部屋は消えてくれない。

　自然に消えることなどありえない。人の手でどうにかしなければ、あの部屋はいつまでも存在し続ける。

　私が死んでも――あれは残る。

　どうすればいいか、数年前の私は必死で考えた。

　考えて考えて考えた。

　そうして浮かんだ答えは、綺麗にすることだった。

　あの部屋にあるものを全て消せばいい。

　目にした不快な匂いも汚れも、全て消せばいいのだと思った。

　すぐに実行した。すぐに終わらせるつもりだった。

　それなのに……。

　何時間も、何日もかけてやったのに……。

　どんなに消しても、匂いも汚れも完全にとれなかった。

　必ず蘇ってくる。どんなに頑張っても完全に消えてくれない。

　何度も心を折られた。

　一度、目を背けて何かに没頭して逃げることも考えてみた。けどこの家の中でやれることなんて、やりたいことなんて何もなかった。

　昔やっていた習い事は全部やめた。どれもあの女に勧められてやっていたものだった。

　続けていれば、自分があの女になってしまいそうな気がして怖かった。二度とやりたいとは思わない。

　新しく何かを始めてみても、続けることもできない。

　諦めて逃げて、部屋で横になっているだけの日々しか過ごせていない。暗い家の中でじっとしているだけだった。

　あの女が家を出てからずっと、止まっていた。

　今になっても進めなかった。

　母だったあの女の影が、私から離れてくれない。






『――好きな人ができたの』






　生まれて初めて、家族に嫌悪感を抱いた。

　頭の中にこびりつく、母だった女の顔と声。

　なんの罪悪感もなくあの女はそう言った。

　鮮明に蘇る、私と同じ顔。






『わかってほしい』

『私についてきてほしい』

『綾と離れたくない』






「なに……言ってるの？」






　お父さんはあんなにあなたのことを想っていたのに？

　仕事が終われば、いつも真っ直ぐ家に帰ってくるのに？

　私やあなたの誕生日も結婚記念日も大事にしていた。

　仕事で家に帰れないときも、家を空ける日も電話は必ずしてくれた。口数は少ないかもしれないけど、私達家族を大事にしている優しいお父さん。

　そんなお父さんを……どうしてあなたは裏切ったの？






『――恋したの』






　胸に、ヒビが入った。

　恋？

　ねえ？　何、言ってるの？

　恋って……？






『――あの人に、恋したの……』






　そう言って顔を両手で塞ぎ、ボロボロと涙を落とす。

　彼女が想っていたのは、実の娘でもなければ夫でもなく、家族の誰も知らない男。

　それを聞いて私の胸からもボロボロと何かが落ちていった。

　一枚ずつ、落ちれば落ちるほどに、何かが失っていく感覚がした。






『――綾。お願い……』






　彼女から名前を呼ばれる度に、胸を踏みつけられている気がした。






「――ふざけないで！！」






　現実にも発した声が幻をかき消す。

　それが良かった。

　なんとか幻覚から逃れられた。

　耳に入って来るのはあの女の声ではない。玄関中に響く自分の荒い息。

　片手で頭を押さえながら、慌てて周囲に目をやる。

　私を出迎える影はない。

「……はぁ…………はぁ…………はぁ…………」

　耳に鳴る自分の息。

　あと何回……これを繰り返すのだろうか。

　思い出すだけで今もこんな状態になってしまう。誰もいない玄関で、一人意味のない怒りを投げている。もうここにいない人に何度もそれをやっていた。

　無意味だとわかっているのにそれを繰り返す。

　その度に感じる自分の惨めさ。もうやめろと怒鳴るもう一人の自分。

　目を閉じる。

　わかっているのに、わかっているのにどうしてと……。






『――綾』






　ああ……ダメだと、その場でしゃがむ。

　回ってきた視界。そしてすぐ近くで影が出て来るのを感じる。

　目を塞いでいてもわかってしまう。

　狂った女の顔がこっちを見ていることを。






『おかえりなさい』と声が聴こえる。






　また……引き起こしてしまった。

    
        
【第三十一話　綾編】


　自室のベッドで横になっている。

　眠っていたわけではなく、何も考えずに目を開けたり瞑ったりを繰り返していただけだった。

　アレを引き起こしてしまったときは、収まるまで待つしかない。










　だいぶ落ち着いてきた。どれぐらい時間が経っただろうかと、スマホに手を伸ばそうとするとスマホが光を発する。多分お父さんだ。

　今日は家に帰らない日だから心配して送ってきたのだろう。

　一言だけ返事を送る。返事さえ送ればお父さんは安心する。






　――起きないと……。






　上体を起こし、部屋を見渡して眩暈がないことを確認する。

　大丈夫。もう動ける。深夜かと思ったけど、まだそこまでの時間帯ではなかった。

　夕飯の時刻はとっくに過ぎている。でも食欲はない。食べないといけないけど、先にやらなければならないことがある。それが終わるまでは何も口にする気にはなれない。

　昼にやっていた掃除の続きをしようと服を着替える。

　今日は陽菜がいきなり家に来たから途中までしかできなかった。










　準備を済ませ、あの部屋へと向かう。

　ドアを目前にした際少しだけ躊躇ったものの、ドアノブに手を掛け一気に開けた。






　――うわ……。






　入った瞬間、マスク越しからでも感じる匂いで顔が引きつる。






　――また匂いが……。






　予想よりも酷い。昼に使った洗剤の量が足りなかったせいだろう。急いで窓を開け電気を点ける。






　――イライラする。






　窓の傍に置いてあったペール缶とモップに手を伸ばす。昼に陽菜が家に来てから、そのままにしていたものだ。

　ペーパーモップと掃除機は昼にかけたけど次が途中のままだった。

　缶の中にある液体をモップに付け、匂いの発生源である部屋の隅の方からフローリングの床を洗浄していく作業。

　半分やったけど、またいちからやりなおした方がいいと思った。思った以上に匂いが強い。

　部屋の隅から隅まで丁寧に磨いていく。部屋はあまり広くはないけれど、入念にしなければ匂いはとれない。






　――二時間くらいかかる……。






　本当はやりたくないけど、やらないとこの匂いは消えない。この部屋だけで済むならいいけど私の部屋まで来そうな気がしてならない。

　それが一番怖い。考えただけでも吐きそうになる。

　そうならないよう、意識して手を動かし続けた。










　洗剤の匂いが部屋に充満するようになってきた。あともう少しだ。

　この匂いも苦手だけど、部屋の匂いに比べたらこっちの方がまし。

　スマホで時刻を確認する。予想よりもペースが早い。やっぱりこの洗剤に買い直しておいて良かった。

　二年前にも使っていたこれは業務用洗剤なので通販でしか手に入らない。汚れは落ちやすいし希釈倍率も高くて万能だけど、独特な匂いがキツい。

　そのせいで中学の頃、陽菜に気づかれてしまった。

　もうやめることを条件にお父さんには言わないでおいてくれたけど、やめることはできなかった。バレないようにと匂いのない別の洗剤を今まで使っていた。

　約束を破ってしまったことに罪悪感はあった。

　けど止められずにこの一年はいろんな洗剤に手を出していた。ネットの評価を参考にして、市販業務用問わず住居用洗剤を色々と使ってはみたけれど、効果は期待したほどのものではなかった。

　台所用洗剤もダメだったので迷ったけどこれに戻した。

　それで正解だった。家に誰もいないときでないと使えないけど、洗浄力が高いから今までよりも早く終わらせられる。匂いの問題はあるけれど、昔と違って家には誰もいない日の方が多い。だからあまり心配はない。

　これからもこれにしようと思ったとき、モップを動かしていた手が止まる。

「……」

　今日、陽菜が突然来たことを思い出したのだ。

　あれは驚いた。この洗剤をまた使い始めてからいきなり陽菜が家を訪ねてきたのだ。偶然とは思えなかった。

　本人はスマホを家に置いてきたから直接来たと言っていたけど、全部バレているのではないかと内心ヒヤヒヤしていた。

　宅配かと思って確認もせずにドアを開けて陽菜の顔を見た際は、一気に心臓がドクドクと動き出した。頭の中も真っ白になりそうだった。






　――気づかれてないとは思うけど……。






　あのときは自分の体から洗剤の匂いはしなかったはず。偶々部屋から出ていたし、いつもこの部屋を掃除する際に羽織っている服も脱いだ。玄関から出る前は消臭スプレーも使っていたし、大丈夫なはず……。

　陽菜はずっとリビングにいた。この部屋の窓も全部閉めた。

　喫茶店でも……彼女からは何も言われなかった。

　多分、気づかれてない……だからあまり考えない方がいい。

　これ以上気にすると余計に気づかれる。次に陽菜と会ったときは、彼女の顔をあまり見ないようにしよう。

　そして次からは、家に誰が来たかちゃんと確認してからドアを開けないと――。

　そう思っていたそのとき、突然スマホが着信を鳴らす。

　やけに大きく響いた音のせいでびっくりした。静かな室内で鳴ったせいか、大音量で鳴ったように聴こえた。

　お父さんかなと、ポケットからやけにうるさいスマホを取り出す。そして覗いた画面に表示された名前を見て更に驚かされる。

「――陽菜？」

　画面を凝視する。

　室内が着信音だけでいっぱいになる。塞ぎたくなるほどの耳障りなそれが、嫌な予感を想起させる。

　どうしようか迷っていると、着信が切れた。

　ホッとした。






　――後で電話しよう。






　そう思ったのも束の間だった。また陽菜からの着信が来る。

「……」

　もしかして、何かあったのだろうか？

　一瞬そうは思ったものの、違うような気はする。

　鳴り続けるコール音が、私を逃がさないと言っているように聴こえる。おそらく、これを無視しても三回、四回と続けてかけてくる。

　それも応じなかったら……陽菜はここまで来るかもしれない。

　電話に出よう……。

　ゆっくりと指を画面に近づける。受話器を取るボタンを指でタップし、スマホを耳に当てておそるおそる声を出した。

「……はい」

「綾。今何してる？」

　唐突な質問。

「……」

　問い詰めるような声に、言葉が詰まる。






　――ああ……これはもう気づかれてる。






　嘘はつかない方がいいと思った。

「……掃除してる」

「どこを？」

「……あの女の、部屋」

　少しの沈黙を挟み「――そっか」と、陽菜は穏やかな声を出す。

　もし……少しでも嘘を吐いていたら陽菜は何て言っただろうか。想像するだけでもこわい。

「――今、家の前にいるんだ」

　そう言われ、マスクと被っていたフードを外した私は、スマホを耳にあてながらゆっくりと部屋の窓の方へ近づく。カーテンのない開いた窓から見下ろした先、門の前で陽菜が自転車の横で私を見上げていた。

「――入ってもいい？」

　こっちを見上げながら、スマホを耳に当てて話す陽菜。私も同じようにして話す。

「……汚れちゃうよ？」

　匂いは大分とれたと思うけど、それでもいいの？　と尋ねる。返答は早かった。

「綾、大丈夫だよ。汚れも匂いも、もうとっくに消えてるから」

　彼女はそれ以上何も言わず、黙って私の方を見て待つ。

「……うん」と頷く。反論なんて何もない。

「……そうだね……」

　目を閉じて、今度は小さく。

　情けなくて、涙が出そうになる。

「そうなんだろうね……」

　陽菜の言う通りだった。

　そんなもの……もうあるわけがないんだ……。

　電話を切ると、彼女をこの部屋に招く為に玄関へと向かった。

    
        
【第三十二話　陽菜編】


　通された部屋へ入ると、昼にも感じたあの洗剤の匂いだけが鼻を通ってくる。強い植物系の香りで少しキツイかもしれないが、耐えられないほどではない。

　綾が用意してくれたスリッパの音を鳴らしながら中を見渡す。彼女の言う洗剤の香以外の匂いはしないし、汚れなんてものもどこにも見当たらない。






　――前と同じだ……。






　最後にこの部屋に入ったのは、中学を卒業する前。

　匂いも汚れもないこの空っぽな空間の中、綾は今と同じ洗剤を使って掃除をしていた。

　元々あった家具等の置物は全部当時の彼女が処分した。茶色のフローリングの上にも部屋を囲む白い壁にも物は何ひとつない。何もない部屋というものが、ただここに存在しているだけだった。






『何度やっても落ちないの……』






　そう言っていた綾の手を、あのときのアタシはすぐに止めさせた。

　おじさんに言わないことを条件にもうやめると言っていたけれど、それは守られることはなかった。約束を破ってしまうほど、彼女のコレは止められなくなっていた。






　――そのことに今日になって気づいた……。






「……」

　鏡のように綺麗なフローリングを見下ろす。まるで業者が清掃したかのようなこの部屋はおそらく家の中で一番綺麗な場所だろう。

　ここまでやっても汚れは完全に落ちないと言う。無理もなかった。






　ここで――おばさんは浮気相手の男といたのだ……。






　それを綾が目にしてしまった。

　娘や夫のいない時間に男を連れ込んだ女の本性を見てしまったのだ。本人は家に呼んだのは初めてだと言っていたらしいけど、実際どうかはわからない。

　アタシは嘘だと思ってる。おそらく綾もそう思っている。そうでなければ彼女がここまでの執着を見せたりはしない。






　ここで綾は呪いをかけられた。






　目にしたもの、耳にしたもの、匂ったものは今でもふとしたキッカケで姿を現し、彼女に不必要な掃除を強要する。

　数年経った今も、彼女はそれに囚われている。

　さっきアタシが外で見上げていた窓を見る。カーテンすらない窓にも曇りや汚れが一つもない。まるで鏡のようだ。

　窓ガラスに映る綾は左腕の肘に右手を添え、俯いていた。まるで親にイタズラが見つかってしまったときの子供のように見える。

　両端は網戸もせずに全開にしている。開けた窓から見えるのが薄い闇だけなのは向かいの家の明かりがひとつも点いていないせいだろう。住人は不在にしているようだ。

　部屋にはもうひとつ窓がある。静かな風を送ってくる両開きのそこも全開にしていた。隣は空き地なので隣家は見えない。こちらも同じような薄闇を覗かせている。

　この窓の下にリビングの窓がある。昼はここから出た匂いが風に乗って下の窓に送られたようだ。

「――いつから、気づいてたの？」

　視線を下げたままで、綾は尋ねた。

「……今日の昼リビングの窓に近づいたとき。そのときに洗剤の匂いがしたんだ」

　顔を上げた綾は窓の方を見る。

「それまでは少しも気づかなかった」

「……どうして、そのときに言わなかったの？」

「匂いがしたのはほんの一瞬だったから、気のせいだと思ったんだ。だからあまり考えないようにしてたんだけど。時間が経てば経つほど気のせいじゃないって思うようになって。喫茶店にいたときも、家に帰った後もずっと綾のこと考えてた。そうしたらこんな時間でも掃除してるんじゃないかっていう予感がして、それが頭から離れなくて。それで居ても立っても居られなくなってここへ来たらおばさんの部屋の明かりがついてたから……」

　それを聞いた綾は口を閉ざし、何かを考えている表情をする。

「――綾。次は気をつけないととか思ってない？」

　ピタッと少しだけ動きを止めた後、正直に答える。

「うん。思ってた」

　それを見て今日限りで完全にやめさせることはできないことがわかる。

「あとそういうときの陽菜の予感が当たっちゃうのがコワイなって思った。こんな時間に掃除してるかもなんて、普通思わないよね」

「そうだね。それは言えてる」

　自分でも不思議に思う。確信があったわけではない。でも今、綾があの部屋で掃除しているんじゃないかという予感は少しも頭から離れなかった。どうしても行かなきゃという気持ちに駆り立てられたのだ。

「なんでだろうね。付き合い長いからかな？」

「そうじゃないと思う……」

　そう答えて綾は部屋の隅の方を見る。

「……同じ家で一緒に暮らしてた家族のことだって少しもわかんなかったんだから。一緒に過ごした時間の長さなんか関係ないよ」

「……」

　同じ方を見ながら、おばさんの顔が脳裏を過よぎる。

　あの人の浮気は発覚する一年以上も前から始まっていた。






『――大きくなったのね』






　アタシの身長がおばさんを超えたときに見せた、あの優しい顔。

　恥ずかしくなって照れたアタシの目に彼女は歪んで映っていなかった。

　今思い返すと、あの笑顔は恐ろしく感じる。

　あんな笑顔を出す人が隠れて男と会っているなんて……当時のアタシは少しも思わなかった。






　そうだった。

　あのときはアタシも大人の汚さを知ったのだ。






「――同じ血を分けた家族でもね、本当に知ってることなんて半分もないんだよ。だから一緒に過ごした時間なんかじゃなくて私が悪いことをしたから、陽菜との約束を破ったからだと思う。悪いことって続かないんだよ。いつかはいろんな偶然が重なってわかっちゃうの。内心ね、陽菜にはいつか絶対バレるって思ってたんだ……」

「……」

　……心底、自分にウンザリする。

　偶然の要素だけでここに来れたわけじゃなかったと綾に言ってやりたかった。ここに来れたのは、アタシがちゃんと綾を見るようになったからだと。

　金本と別れてからそうするようになった。

　別れなければ、きっと今も綾のことに気づかなかった……。

　そう言いたい気持ちを抑える。

「――おじさんは気づいてるの？」

　言いたい言葉をのみ込んで、別のものを出す。

　出してしまえば、自分が崩れてしまいそうな気がした。今は自分の後悔を話す場なんかじゃないと、自分自身に必死で言い聞かせる。

　ほんとに自分にはウンザリする……。

「……気づいてないと思う。お父さん、この部屋には絶対近づかないから」

　おじさんは娘とは逆にここを避けている。それに加えて仕事の忙しさで綾の行動に気づいていないようだ。






　――おじさんは大丈夫なのだろうか？






　離婚した後、おじさんの表情は綾とアタシに心配かけまいと平静を装っていたけれど、酷く落ち込んだ背中は誰の目にもわかるものだった。

　もしかしたらおじさんにも、おばさんの影が視えているんじゃないだろうかとそんな予想が浮かんでしまう。

「――自分の思い込みだってことはわかってるの」

　綾はさっきからずっと部屋の隅の方を見つめている。そこに、彼女にしか視えない誰かがいるかのように。

　一瞬、脳裏にこっちを見て微笑むおばさんの姿が浮かび、少しだけ身震いする。

「感じているものが全て幻覚だってこともわかってる。わかってるんだけど……でも、どんなに頑張っても、何度やっても必ず蘇ってくるの。ずっと続くんだろうなって、最近だと諦めの方が大きくなっちゃった。家を出ない限り、大人になってもずっとコレは続くんだろうね……」

　淡々と語る彼女の横顔が、僅かな影を作る。それが窓の向こうにある闇を連想させた。

「今日も――最後までやらないとダメなの？」

「うん。できれば邪魔しないでほしい。やりきらないと……眠れなくなっちゃうから」

「アタシも手伝う」

「いい。私にしかできないことだから」

　陽菜はもう帰ってくれていいからと、アタシの手伝いはいらないことをハッキリと示す。

　そう言うだろうとは思ってた。

「じゃあさ。何も手伝わないし邪魔もしないから終わるまで待ってていい？」

　そこで、と部屋の外の暗い廊下を指さす。

　指さした先を見ながら、綾は理由がわからないといった顔をする。

「綾が終わるのを見届けないと、アタシも眠れない」

　そう言うと綾は少し驚いた顔でアタシを見る。

　そして「――ありがとう。じゃあ、ちょっとだけ待っててね」と、少しだけ微笑んでくれた。

    
        
【第三十三話　陽菜編】


「陽菜。匂い大丈夫？」

「平気―」

　部屋の外。暗い二階廊下に座って綾の掃除が終わるのを待っている。

　声が聴こえるように部屋のドアは僅かに開けてある。ドアの隙間から漏れる僅かな光が、アタシがいる暗い空間に小さな線を引いている。

　ドア一枚隔て、互いに顔を見合わせていない状態でも普通に会話ができた。途中で話すことがなくなっても、無理して会話を続けようとするところはどちらもない。

「………………」

「………………」

　言葉がなければ綾は掃除に集中し、アタシはぼんやりとする。話すことがないなら、好きなように過ごせばいいと、互いに了解していた。

　やっていることを止めようとは思わない。無理にやめさせても、彼女はアタシがいなくなった後で必ずやる。それならやり終えるまで傍にいてあげたほうがいいと思った。彼女が納得するまで待つ。

「――そういえばさ、猫のキーホルダーって本当に買おうと思ってたの？」

「ううん。可愛いとは思ったけど、買う気はなかったよ。……そこも気づいてたんだ？」

　やっぱり、あれはフェイクだった。

　アタシに何を見ているか聞かれたときの対策。

「気づいたのは今日だけどね。あのとき本当は掃除用具か何か見てたの？」

「この洗剤の購入を考えてた。もうひとつ候補があって、どっちにしようかなーって性能見ながら悩んでた」

「わざわざ通販アプリまで開いてたなんて、準備がいいね」

　綾から洗剤の匂いがしなかった理由といい、バレないように徹底していたことに驚く。

「陽菜に怒られたくなかったからさ。……でも意味なかったね。見破られちゃったし」

「いや、上手く隠せてたよ。今日まであまり気に留めてなかったし。昼にその匂いを嗅いでなかったら、絶対気づかなかったと思う……」

「――この匂いもよく覚えてたよね。結構前のことなのに」

「それは結構印象に残るよ。そういえばそれってお隣さんから苦情とかないの？」

「今のところは大丈夫かな。右隣は空き地だし左隣はこの部屋から家まで結構離れてるから匂いは届いてないと思う」

「なら大丈夫か……」

　そこでハッとする。






　――なんか、いつも通りな感じになってるな……。






　互いに緊張もなく、いつも通りの自然な会話ができている。

　電話をかけたときは、あんなに緊張していたというのに……。

「綾。学校ではさ――おばさんの影とかは視えたりしないんだよね？」

　高校入学してから今までにそんな様子は見たことはないが、念のために尋ねる。

「学校ではないよ。偶にちょっとしたキッカケで思い出すことはあるんだけど、眩暈を起こすほどじゃないから、普通にはしていられるかな」

　家の中とその周辺でしか影は出ないんだと、綾は話す。

「そっか……」

　じゃあ綾が家を出たら、全て解決するのだろうか？

　どうだろう。そんな簡単なものではない気がする。

「ねえ、陽菜？」

「んー？」

「――どうして怒らないの？」

「……約束破ったこと？」

「……うん」

「怒らないよ」

「……どうして？」

　怒れないよと、心の中でつぶやく。

　廊下に差し込む光の線が、ゆらゆらと揺れているのを目にする。綾がいる部屋に入った外からの風が、微かにドアを揺らしているのだろう。

　その不安定な光に向かって言う。

「――綾のこと、ちゃんと見てなかったから」

　この一年彼女を見ていなかったことに今さら気づいた。






『――少しも気づかなかった』






　さっき言った自分の言葉。自然に出た言い訳。






　――ちゃんと見ていたら、気づけたはずだ。






　大事な人を見ようとしなかった。

　気づこうとしなかった。






　そんなアタシが綾に――何を言える？






「……」

　綾は何も言わなかった。

　黙ってモップを動かしている。アタシは光の線ではなく、暗い廊下の隅にある闇を見ていた。周囲の黒をかき集め、隅っこで大人しくしているそれをぼんやりと見ていると、そこから何かが浮かんでくるように思えてくる。

　視えてくるものがあるとしたら、なんだろうか。

　ぼんやりと考えてみる。

　幽霊、おばさんの影、それとも……自分の後悔か。

「……」

　どんな嫌なものでもいいと思った。

　何が出て来ても、今のアタシは目を逸らさずに向かい合う。

　来るなら来いと、闇を見つめる。

　逃げることだけは絶対にしない。










　綾の掃除が終わり、一緒に夕飯を食べてから綾の家を出た。

　自転車には乗らずに押して帰り道を歩く。静かな夜が覆った住宅街の中、回る車輪の音だけが流れている。明かりを点ける家が多いはずなのに、不思議とどの家からも音は聴こえてこない。

　そんな静かな夜は自分に過去の再生を行わせた。






『――もう、大丈夫だから』






　浮かんでくるのは綾の声。

　彼の所へ行ってあげてと背中を押してくれた一年前の……あの声。

　それが頭の中で響くのは自分への戒めだ。






　大丈夫じゃなかった。

　綾は……ずっと進めていなかった。






　どうしてそれに気づかなかった？

　なんでちゃんと彼女を見ようとしなかった？

　足を止め、俯いて目を閉じる。

　答えはもう……とっくにわかっている。






「アタシが恋なんて、選んだからだ……」






　開いた口から出た答え。

　口に出したのは、心の中だけでなく体全体にその言葉を沁み込ませるため。

　自分のことばかりで少しも綾を見ようとしなかった。

　小さな溜息が漏れた後、抑えていた後悔が体中を震わす。

　そして開いた目から落ちた水滴に思わずハッとした。

　夜道の中でも確かに見えたそれ。彼氏と別れたときには一滴もでなかったものが綾を想うだけで簡単に落ちて、本当に大事なものをアタシの瞳に示す。






　ああ……ちくしょう。

　本当に自分に腹が立つ。

　アタシは……アタシはなんで……。






　なんでアタシはあのとき……恋なんてしてしまったんだ。

    
        
【第三十四話　志穂編】


　パチッと目を開ける。

　視界の真ん中にあるのは和室の天井で、端には電灯がぶら下がっている。暗闇に慣れた目でこれを見つめるのは今日で何度目かわからない。

　違うなぁと、すぐにまた目を閉じる。






　――あのときか？






　普段はゆっくりと動く頭をフル稼働させ、闇の中で記憶を再生。

　誰もいない映画館で一人映画を観ているかのように席に座った私はボンヤリと真っ暗なスクリーンを眺める。

「……」

　けどなかなか上映は開始されない。当然だ。ただでさえ物忘れの激しい私が、過去の記憶を再生させているのだ。時間かかるに決まってる。

「――上映開始までもう少々お待ちください」

　一人アナウンス風につぶやく。スクリーンを前にした私はウンザリしながらポップコーンを食べているだろう。

　キャンプの日から、暇さえあればずっとこれをやっている。

　天気の良い日があっても愛車と出かける気にもなれず、部屋を暗くしては記憶の再生を何度もはかっていた。

　夏休みの宿題はもう終わらせた。もちろん真面目にやってない。けど終わらせた。だからもう邪魔はない。






　――お？






　ようやく見つかった。こんなやりとりもあったなと、手に入った記憶フィルムを再生させる。席で足を組む偉そうな私はしばらくの間映像を眺めていると、あるシーンに差し掛かった瞬間ストップと止める。少し巻き戻して再生し、目を閉じる。

　そして数秒後に目が開く。これも違うなーと言う。それから先を観ることもなく映像を完全に終了。次の記憶を探す。

　はぁっと息を吐いた後、一体いつだったかとまた天井を見る。そこに答えが書いてあると思って見るわけではなく、偶々そこにあるから見ている。小さい頃からずっとそこにある天井は愛海以上の長い付き合いだ。

　部屋の戸を叩く音がした。

「――志穂。いるか？」

　父さんの声。そういえば今日は家にずっといたな。

　大丈夫か私？　と、父親の存在すら希薄になりつつある自分の頭を心配する。

「んー」と気のない返事をすると、ガラッと戸が開く。半袖のシャツにハーフパンツと夏を満喫している恰好の父さんは、布団の上で大の字になっている娘を見つめる。

「……何かが見つからなくてだれてるって感じだな」

　一分もしない内に一発でわかった。すげぇ。

「なんでわかったの？」

　仰向けのまま、少しあごを上げて尋ねる。逆さまになった父さんが腕を組みながらうんうんと一人頷いている。

「父親だからわかるんだよなぁ」

「はぁ、そっすか」

　父さんあるあるの謎解答。父親だからなんたらかんたら……。

「そんなことより今日の晩飯どうすんだ？　どっか食い行くか？」

　上体を起こして部屋に飾ってある時計を見上げる。もうそんな時間か。

　今日の食事当番私だった。でも何か作る気力なんてない。父さんもそうみたいだ――とはいえ外に出る気力もないわけで、かといって何も食べない日は作りたくなくて……。

「んー、あー、おー……にゃむにゃむにゃむにゃむ」とハッキリしない頭の中身を口に出して公開すると、なるほどなと返ってきた

「んじゃあ今から近くのセブン行ってくるから。着くまでに何が食べたいか連絡しろ。じゃないとお前の分は買ってこないからな」

「あざーす。パパ大好き」

　こうした会話を以前愛海の前でやったら何でそれで成立するのと驚かれた。我が家では至って普通の会話だというのに。

「無断で人のバイク借りたりさえしなければ俺も大好きだぞ」

「ぐはぁっ！」

　見えない銃で撃たれたかのように、仰向けに倒れる。

「磨いたはずのバイクに足跡ついてたぞボケナスビ」

　そう言って戸を閉め、父さんは去って行った。

「やっちまったー」

　最後に父さんのバイク使ったのは……納車前だったか。あのときは浮かれてたから足跡なんて消そうと微塵も考えてなかった。

　何回か風呂掃除の当番押し付けられそうだなと思いながら、コンビニに向かって走る父さんのバイク音を耳にする。目的地までは片道十分くらい。その間に何買ってきてもらうか考えないと……。

　でもまあその前にと、バイクの音が完全に消えてからまた目を閉じて記憶を振り返る。あのときかなーこのときじゃないかなーと、朝からずっとやっているのがこの作業。

　なんだか、雲をつかもうとしているようだった。

　目に視えるのに……手に入らない。確かにあるのに、それがわからない。

　そんなものを探そうとしていたなんて言えばお前大丈夫か？　とか父さんに言われそうだ。






　――ほんと……何やってんだろうなー私。






　貴重な残り少ない夏休みは一日中記憶の回想ばかり。

　こんな休日の過ごし方は生まれて初めてだ。

　果たして夏休み中に区切りをつけられるかどうか……。

　延長戦だけは勘弁願いたい。

　結局、新たに掘り起こした記憶も違った。いつなんだーと頭を抱える。ずっと寝そべっているだけとはいえ、疲れてきた。

　少し脱線するかと明日のことを考えることにする。






　――あいつ……明日本当に郁美に言うのかな。






　昨日いきなり愛海から電話が掛かって来た。そんなもん出られるはずがなく、無視して電話が切れた後に適当な理由で電話に出れないとメッセージだけ送った。それからメッセージだけのやり取りで場を凌いだ。






『郁美にも綾のこと話そうと思うんだけど、どうかな？』






　愛海の用件はそれだった。いきなり電話だったので緊急性のあるものかと思えばそうではないが重要な相談ではある。

　キャンプの日。真帆にバレた愛海は郁美にもバレたらどーしよーとか言ってたからどんな心境の変化かと思った。けど話を聞いてみた限りでは、それなりに考えた上での決断だったのでそれならいいと思うと返事。本当なら電話で聞いてあげるべき相談なんだけどそのときは無理だったのだ。






　――今も無理だ。多分明日も明後日もだ。許せ。






　更に愛海は明日一緒についてきてほしいと無理な注文をしてきた。当然それも断腸の思いで断る。そして代役で真帆を推薦。押し付けるような形になってしまったけど、でも普通に考えれば私よりも郁美の理解者である彼女の方が適任ではある。真帆なら喜んでついて行ってくれるだろうし。






　――それにしても郁美か……郁美ねぇ……郁美。






　打ち明けることに問題はない。彼女も真帆と同じで理解はある方だと思う。






　――そうじゃなくて……そーじゃなくてーええぇぇいおいおいおい。






　私も郁美に用があるんだよー。

　それもできれば早いうちに済ませたいというかなんというか。だから郁美がおばあちゃんの家から帰って来るときに会おうと計画していたというのに、どうしてこういうときだけタイミングが合うんだコラ。

　私も含めて三人で明日一緒にとかいうわけにはいかない。愛海にも真帆にも会えないし会いたくない。

　今やつらと顔を合わせることは死を意味する。

　特に真帆。あんなことがあった後でやつと顔を合わすのは本当にキツイ。忘れろとはいったけど向こうは当然忘れるわけがない。言葉には出さず、表情で言うという一番嫌なパターンで来そうだ。ニコニコした彼女の顔を思い出すと赤面する。更にキャンプの夜を思い出すだけで恥ずかしすぎて……死ぬ。






『熱くて……ドキドキしてた』






　うわあああああああああああああああああああー！　と、原稿用紙一枚使うだけじゃ足りなくなるほどに叫びたくなる。

　代わりに枕を両手でギュウギュウする。そして壁に向かって思いっきり投げた。顔を両手で覆って嗚咽じみた声を出す。

「死じにたい……死じにたくないけど……死じにたい」

　落ち着くまでに少しの時間を要した。










　ようやく頭が冷えて来たので明日のことを考える。

　明日会うとしたら、なんとしてでも二人にバレずに郁美と接触を図らなければならない。郁美を喫茶店に誘うと言っていたから会うのは午後。それも三時のおやつと考えて三時集合。おやつ食べながら話すだけなら、やつらが食い終わる時間プラス郁美の帰宅時間を予想するとなると……会えるのはおそらく夕方六時くらいか。






　――夕方道路混むから嫌なんだよなぁ……。






　でも郁美と二人で会話するにはそこを狙うしかない。行きと帰りの渋滞は我慢だ。






　――ああ、でもその前に二人には内緒にしてくれって最初に伝えておかないとな……。






　なんか忙しい。こんな風に考えなきゃいけないのが面倒臭い。でもしないと目的は達成できない……今から連絡しとくか。

　簡潔な用件とあの二人には内緒ねっていう文章を考える。スマホを開いて、サササと文章を入力する。

　一通り入力が終わったので読み返すとなんかキモチワルイ敬語の羅列だった。しかも簡潔にしたつもりなのに文章がやたらと長い。

　内容を変更する――あ、でも人にお願いするわけなんだから敬語の方がいいのか。

　よし、とそこから更に試行錯誤を繰り返し、ようやく文章を完成。けど今度はこれを送ることに躊躇する。それくらいとっても頼みにくい内容なのだ。

　どうして私ってこういうお願いできないんだろう。郁美ジュース買ってこいとかだったらノータイムで言えるのに……。

　送るのを後回しにすることにした。今はまだ冷静じゃない。数時間後にもっかい見直してから文章を送ろう。






　――なんでだろう。なんでこんな悩むんだろう。一人でウキーってなるし……。






　そもそもなんでこうなった？　何がキッカケだった？

　そこでパッと浮かぶのは愛海の顔。

　……私に好きな人ができたことを告げたあのときの愛海の顔が出て来る。

　そうかあれだ。愛海があんなこと言い出したのが全ての始まりだ。

　全部あのおチビのせいだ。

　愛海が――。






『――女の子なの』






　その瞬間。雲の中に入れていた手が何かを掴む。

　今の今まで一人悶々としていたのを忘れてしまうほどに、振り返った光景に目を奪われていた。肉眼は天井を見ているはずなのに、視界に現れる光景は全く別の場所を映す。

　朝焼けの下。あの丘の上にあるバス停。

「……」

　心の中の自分も何も言わなくなる。

　見つけられずに半ば諦め気味になって脱線していたことが思いがけない発見へと繋がる。

　掴んだものを目にした瞬間、訪れたのは理解だった。すぐにそうできるほどにそれは確実なものだった。

　あのときだったんだと、得られた答えに納得。

　振り返った彼女の顔を思い浮かべた後、耳を澄ますようにそっと目を閉じてあのときの声を再生する。

　紅い光。真っ直ぐな瞳。怖くても恐れずに出した勇気。

　浮かべた映像、流れる彼女の声。

　それらの後に私は口を動かす。






　――いち、に、さんと。






　パチッと開いた目。相変わらずの見慣れた天井。

「……」

　もう寝っ転がることもないと上体を起こす。

　答えが出た。

　だからもうこの作業は必要ない。得られたものをしっかりと認め、今後のことを考えるという次の手順に移る。






　――大変なことになったなぁ。






　ポリポリと頭を掻きながらそう思った。

　そのタイミングで耳に入ってきた父さんのバイクの音でハッとする。






　――しまった！　買ってきてもらうものいい忘れた！






　夕飯抜きが確定。一気にだるくなって布団に引っ張られるようにまた仰向けに戻る。布団からおかえりなさいと言われるように包まれる（そして郁美に連絡することを忘れてしまったことに明日の昼頃気づくのであった）

　全部……アイツのせいだ。

　まなみーん！

    
        
【第三十五話　郁美編】


「――というわけで私、上塚愛海は綾に絶賛恋活中なのです」






　客があたし達しかいない静かな喫茶店の中、まなみんから突然のカミングアウトを受けた。

　隣に座る真帆は黙ってニコニコしている。以前から知っていたようだ。

「――絶賛ってなんだよ？」

「……言葉の綾・」

「うわー！　死ぬほどつまんねー！」

「いや、今のは狙って言ったわけじゃないから！」とまなみんは顔を真っ赤にして否定。狙ってただろ。

　今日はばーちゃんの家から帰る途中まなみんから突然の連絡を貰った。






『これからスイーツ食べに行かない？』






　目を光らせ、なにがあっても行くと即答。友達からの誘いはポケットマネーさえあれば基本断らない。しかも今はばーちゃんの家で蓄積された疲労と持たされた大量の土産と着ている和服の所為でストレスがマックスに近づいていた。大噴火を起こさぬよう、リラックスの為に糖分が必要だと心が叫んでいたところだった。

　駅に着くと荷物を一旦コインロッカーへ預ける。荷物が多いせいでロッカー内がパンパンになってしまった。あとひとつだけなのだが納まるか難しい。






　――うおおおーー！　入れぇーーー！　絶対三百円で納める！






　ＪＫの小遣いを守る為に最後の紙袋を無理矢理押し込み、なんとかロッカー内に納める。入ったら急いで扉を閉めて施錠。

　これでよし。紙袋には大事なものが入ってるとばーちゃんから言われたけど過去にそう言われて渡された物は大概ろくなものじゃなかった。だからいいだろう。

　一応後で文句言われたときの対策として満員電車でギュウギュウされたというストーリーを考えておく。同情を買う為にも父親ほどの年齢の男二人にギュウギュウされたと言っておいた方がいいだろう。

　よし行こうと、待ち合わせ場所である駅の外へと向かう。

　草履を鳴らしながら構内を歩く。和服のせいで周囲からの視線が半端ない。あたしモテモテだなーとか勘違いしちまうよ。

　駅を出るとまなみんではなく、燦燦さんさんと輝く太陽の日差しが出迎えて来る。

　あっちーので一歩だけ後退。

「おーい。リアルお嬢様―」

　声のした方を向くとまなみんと真帆。二人は並んで日陰に守られたベンチに腰掛けている。志穂の姿はない。

「誰がリアルお嬢様だ。目立つからやめろ」

　婆ちゃんの家は金持ちかもだけどあたしの家は至って普通だぞ。

「てか志穂はどーした？」

「一昨日からずっと夏休みの宿題やってるから今日は私達だけー」

「あれま。まだ終わってなかったんだな」

　なんだよメイクチェックできないじゃん。あれ当てるの楽しいのに。

「全く手つけてなかったから部屋に引きこもり中なんだって」

「それはやばいな」

　ばーちゃんの家に幽閉されてたからとはいえ、あたしでもちゃんとやったのに。新学期まで残りわずかだが果たして間に合うのか？

「郁美の和服去年の夏休みに着てたのと色が違うね。新調したの？」

　今年のも綺麗だねとまなみんが私の着ている和服の模様を指さす。深緑の地色に花と蝶が描かれているこれは初めて着たものだ。

「わかんね。多分古いやつ」

　いつもばーちゃんが勝手に選ぶから新しいのか古いのかは全然わからん。高校生になってからサイズを測られたことがないから多分古いやつ。






　――そもそも去年の夏休みって何色着てたっけ？






「よく去年の柄憶えてたな」

「だって綺麗だったし、あと色的に郁美に一番合ってるなーって思ったから」

「褒めてくれるのは嬉しいけど、あたしはどうも和服が苦手だからなぁ。似合っててもプライベートで着たいなんて少しも思わないよ」

「えーもったいない」

「そんなことより早くパフェ食べたい。さっさと案内しろー」

　そう言って文句を言うまなみんの背中を無理矢理押して喫茶店へと案内させた。










　そして店内の席に座ったと同時に周囲を見回したまなみんは話があると言ってカミングアウトしたのである。

　好きな人ができて、相手は女の子で、あの綾だという。

　口から出た自然な感想は、ほえーだった。

　当初は志穂だけにしか言わない計画だったのだが、あたしが行けなかったいきなりキャンプのときに真帆にツッコまれてバレたのだという。

「――それでなんであたしにも言っとこうってことになったんだ？」

「真帆にバレたとき真帆は応援してくれるって言ってくれたからさ。真帆がそう言うなら、郁美も同じこと言ってくれるだろうと思って」

　まなみんはたった今届いたばかりのパフェを受け取ると、いつものように写メを撮ることなくスプーンを動かしパクパク。随分と早いペースで食べ始めている。

「――まあ、確かにあたしも真帆と同じ応援派だな」

　身内に一人似たようなタイプの人がいる。まなみんが女の子好きになったって聞いても、驚きもしないし嫌悪することもない。






　――まあ、まだ確定じゃないけどあたしも同じっぽいしな。






　チラっと笑顔の真帆を一瞬だけ見るとすぐにパフェに視線を戻して一口パクる。

「いーんじゃねって思うよ」

　そう言ってやると、まなみんは恥ずかしそうに俯いてパクパク。

「――郁美は本当に全然気づいてなかったの？」と真帆。

「うん。少しも」

　本当にピクリともわからなかったけど、でも言われてみれば今までのまなみんの行動は不自然だったかもしれない。

　いや、気づくの遅すぎだろと自分で自分にツッコむ。

　どうにも昔っから、あたしはこうした恋愛要素には疎いところがある。いろんな予想を立てたりすることはあるけど外れることが多い。

　相手が女の子だと聞いたときも、頭の中では別の予想を立てていた。






　――これは当たってると思ったのになぁ……。






　口に出すかどうか迷ったけど、まなみんが怒るかもしれないからやめておく。「――それに真帆が私と志穂はバレやすいっていうからさ、できれば今後は二人にそこをカバーしてもらいたいというかなんというか……」

「そんなにわかりやすかったのか？」と真帆の顔を見る。

「勘の鋭い人はすぐ見抜いちゃうと思うよ」

　ということは綾本人が気づいてしまっている可能性もあるということか。それはやばいな。

「うん、おいしい」とあたしらよりも早めに食べ終えたまなみんはおかわりくださいと近くを歩いていた店員に追加で注文。

　そして見てわかるくらい顔が赤い。

　体中に熱を持ってしまっているからか冷たいパフェで冷ましている。さらっとカミングアウトしたがかなり緊張していたか。つまんないこと言ったのも、そうした緊張から出てしまったのだろう。






　――お腹壊すなよー。






「ん！？　やっぱこのキンキンストロベリーにする！」と注文を変更しているまなみん。あたしと真帆は顔を見合わせ、互いに笑い合う。

　そこであたしのスマホが鳴ったので慌てて画面を覗く。てっきりばーちゃんかと思ったら志穂だった。






『愛海と真帆に気づかれるな』






　なんだそれ？

　とりあえず言われた通り二人に気づかれないように返信するとお願いがあるから後でちょっと会えないかという内容の返信。






　――志穂があたしにお願い？　珍しいな。














　まなみん達と別れ、真っ直ぐに帰宅。喫茶店で長く過ごしていたせいで思ったよりも帰宅に時間がかかってしまった。

　ばーちゃん家で溜まったストレスは予想以上に多かったようだ。つい話が盛り上がってしまった。癒されたのはいいが、おかげで着替える時間を失う。しゃーないかと和服のまま待ち合わせ場所へと向かった。ご近所さんと会わないことを祈りながら。










　歩いてすぐにある河川敷は、だいぶ日が落ちているのでランニングや犬の散歩をしている人が多い。みんな真っ黒な影になって動いている。

　言われた通りの場所へ向かうと、階段に腰掛ける志穂を発見。夕焼けに照らされながらぼんやりと河を眺めている。

「……」

　どういうわけか、長い黒髪ポニテが目に留まる。

「おーい」と声をかけながら彼女の方に向かって歩く。そしてこっちを振り返ったときのその表情を一目見た瞬間おや？　っと思った。

「お？　まさかの和服バージョン」

　声はいつもと変わらない彼女から違和感。






　――なーんか変だな。






「――ばーちゃん家からの帰りだからさ」

　正体不明のそれを引きずりながらも普通に返す。

「そういえば去年の夏もそんなときに会ったね」

　立ち上がった志穂は距離をとるとカメラマンがよくやる両の親指と人差し指で長方形を作ってその中にあたしを入れる。

「はーいポーズとってー。スマイルスマイルー」

　しょうがねーなぁーと、一度背中を見せ「いくぞー」と言った後、くるっと振り返ってからダブル横ピースとニカっと笑顔でポーズをとる。

　パシャリと、いつの間にか手に持っていたスマホで写メを撮られた。

「おい、マジで撮ったのかよ」

「うん。後でおっぱい大きくしたやつをみんなに送るね」

「頼んでもないのに盛るな。そして拡散するな」






　――はて、違和感は気のせいか？　いつも通りの志穂だな。






「バイクないけど、ここまでどうやってきたんだ？」

「父さんの車。近くで用事があるからってことでついでに送ってもらった。一時間ぐらいしたらまたここまで迎えに来てもらう」

「なるほど――ってか宿題はもういーのか？」

「終わったよ」

「え？　一昨日から始めたんだろ？　随分早いな、早すぎるぞ。適当か？」

「そんな小学生みたいなことするか。ちゃんと工夫したよ」






　――工夫？






　意味がわからなかったが、長くなりそうな気がしたので流すことにする。

「へーやるじゃん。頑張ったな」と適当に。

「でしょ？　本気を出せばこんなもんだよ」

「うん――で？　本題は？」

「にゅ？」

「にゅ？　じゃなくてさ、頼みがあるんだろ？」

「ああ、えーっとその……なんていうかその……」

　俯くと急に志穂はもじもじとしだす。そして黙り込む。

「……」

「……」






　――なんだこの沈黙？






「おい。志穂が呼び出したんだろ？　はやく言えよ」

「えーっと……ちょっとお願いがあって……」

「それは知ってる。その内容を言ってくれよ」

　なんか言い難そうな感じだ。しかもまなみんと真帆に内緒にした上でのお願い。






　――なんだろう。想像つかない。






「――実は、女子力ちょっと上げたいと思ってて……」

　カァーカァーと、カラスの声が頭上で鳴った。

「……は？」

　おかしいのは気のせいじゃなかったようだ。何があった？

「え、それでなんであたしなんだよ。そっち系はまなみんとかに聞くのが一番だろ？」

「とある事情があって聞けない」

「とある事情？」

「……それも言えない」

　なんでだよと思ったが、とりあえず聞かないでおく。

「そうか、わかった――それで？」

「それで頼みっていうのが……ほら、私いつも郁美に見抜かれるくらい大雑把だからさ、ちゃんと自分でできるようになりたくて……。昔愛海から教えてもらったんだけど、いいかげんというかなんというか、とにかく中途半端にしか覚えてなくて。だからちゃんとしっかり初めから覚えたいっていうか……」

「？？？」

「だから……郁美シスターに教えてもらえないでしょうかと……」

　そう言われて私の脳は一瞬の思考停止の後、インプットされた情報を正確に理解する為に情報の反芻はんすうを行う。






　郁美シスター。郁美シスター。郁美シスター。

　あたしシスター。あたしシスター。あたしシスター

　姉。姉。姉。

　……千明ちあき――千明！？






　カチャカチャカチャピーン！　と理解したと同時に驚く。志穂の口から予想外の名前が出てきた。

「え！？　ちーちゃんに！？」

　それだけで今度は迅速にその意味を理解。大手化粧品メーカーに勤める姉を指名する理由はひとつしかない。

「――もしかして、ちゃんとメイク学びたいってやつか？」と、おそるおそる尋ねる。

「……」

　俯いたままの志穂は頬を赤らめてもじもじした後、目を瞑って静かにコクリと頷いた。

　それを見てあたしは固まった。






　――はぁぁぁぁぁぁーーーー？






　長い髪を束ねたポニーテールがリスの尻尾のように見えたせいか、あたしよりも頭一つ分背の高い志穂が小リスのように愛らしく見えた。誰だこの女の子……。

「お、おい！　どーしたんだよ！？　今日は小動物に見えるぞ！？　何があった！？」

「う、うっさい！　私だってそんなときがあるんだ！　いいからさっさとお前のねーちゃん出せバカ！」

「うおっ！」

　取り乱したせいかめちゃくちゃなことを言い出した。この世界で今日姉をカツアゲされたのはあたしくらいじゃないだろうか？






　――そしてなんで志穂はこんなに冷静さを欠いてるんだ？






「出せって今から教えてもらう気かよ。さすがに今日は無理だろ？」

「あ、いや、ごめん。つい……教えてもらうのは別の日で大丈夫っす。それで、できれば郁美シスターに会わせてほしいっていうか……」

「……なんで普通に郁美のお姉ちゃんって言わねーんだよ……」

　まなみんのカミングアウトといい、今日は色々起こるな。

「とりあえずうちに来い」

　丁度今ちーちゃんは家でプレステ５をやってる。

「え、いいの？」

「うん。会わせてやるからパッと連絡先交換してきなよ」

　行くぞと志穂を従えて我が家に戻る。飲み物を準備するのが面倒なので途中にある自販機で冷たいカフェオレを買ってやることにした。






　――それにしてもちーちゃん。ちーちゃんか……。





    
        
【第三十六話　郁美編】


「お邪魔します」

「うん。入れ」

　とりあえず二階のあたしの部屋で待たせる。カフェオレを渡して座布団に座らせる。

「うおー、一年振りの郁美の部屋だ。変わってない」

「模様替えとかしないからな。悪いけど先に着替えさせてくれ」

「いいけど、私外出た方がいい？」

「女同士なんだからいいよ」

　そのままいろと言って和服を脱ぐ。ようやくこの縛りから抜け出せる。

「もしかして、恥ずかしいのか？」

「ううん。郁美なら平気」

　そっかと言って、髪にささってる髪留めを抜いた手が一瞬止まる。






　――あたしなら平気？






　チラッと鏡越しで志穂を見る。志穂は気にした様子もなく、あたしの机の方をじろじろと見ている。






　――誰だったら平気じゃないんだ？






「――そういえば、まなみん以外でメイク教えてくれる人っていないのか？」

「付き合いの長い美容師さんがいるんだけど、用事でしばらくは県外にいるらしくて。それで郁美のお姉さんのこと思い出した」

「なるほどなー」

「最初は動画とか見ればいいかと思ったんだけど、やっぱり直接教えてもらった方がいいと思って」

「そうした方がいいよ。ちーちゃん腕は確かだから」

　脱いだ和服を仕舞っていつもの私服に着替える。やっぱりこれが一番だ。

「早いね。和服って着るのも脱ぐのも時間掛かるかと思ってた」

「それよく言われるよ。着ない人はわかんないよなー。そういえばまなみんが最近和服に興味持ち始めたらしくて、さっきはいろいろ聞かれたよ」

「ふーん……」

「じゃあ呼んで来るから待ってろ」

「うん……」

　急にテンションが下がったように見えた志穂を残し、部屋を出る。

「……」

　歩きながら今の志穂と河川敷で見た志穂を思い返す。

　そうしたことでおかしいと思っていた謎がするっと解けていった。頭の中であるひとつの答えが浮かんでくる。






　――そういうことだよな……。






　とりあえず今は先に志穂のお願いを叶えてやることを優先しようと、二階一番奥にある姉の部屋のドアをノック。中から「んー？」と声がした。

「入るよー？」

「ほーい」

　ドアを開けた先にテレビ画面に釘付けでこっちを見ないちーちゃんがいる。カチコチと手に持っているコントローラーの音を鳴らしていた。

　歳の離れたあたしの姉はゲームが趣味の社会人。メイク技術が高く、就職する数年前からメイク動画を動画投稿サイトやＳＮＳ等に上げていたせいか、業界だけでなく若い女の子からもそれなりに知られている。

　あたしも真帆もち－ちゃんから手ほどきをしてもらった。

　確かに評判通りの腕だったし、実の姉とは思えないくらい教え方も丁寧。この近辺で初心者がメイクを教えてもらうのにこれほど適した人はいないと思う。

　ただし内面に問題がある。

　簡単に言えば変人気質で癖が強い。おまけに気が強くヤンキーではないがヤンキー要素も少しばかり入ってる。

　そのせいでばーちゃんとは絶縁していた。だからあたしと一緒にばーちゃんの家へ行くことはなく、ここ数日はずっと家で一人留守番をしていた。

「どしたー？」

　イヤホンを片耳だけ外してくれたので聞く耳は持ってくれるようだ。とりあえず簡潔に用件だけ言う。

「えー今いいところなのにー」

　気に入ってるゲームをやってるときは高確率で文句が帰ってくる。買ったばかりだという新作ゲームはちーちゃんの手を止めるような内容ではなかったようだ。

　つまりタイミングが悪い。これは無理かもなー。

「ちなみにどんな子？　前も言ったけどさ、私の好みに合わないと断るよー。うおっと！　あぶねぇ！」

　慌ててゲームのコントローラーをカチコチと動かす。話しながらよくプレイできるな。

「前にも言ったけど、ちーちゃんの好みなんかわからんって」

「まずは美少女じゃなきゃダメだな。あとあたしの好みに合うか」

　そういえばそんなこと言ってた。

　……まあ志穂なら大丈夫か。

「――ん？　真帆って美少女かな？　あれは普通だろ？」

「お前しっつれーだな。あの子は二十代で光り始めるタイプだぞ？　街でギャンブルとカフェインと煙草が好きなスーツの似合う美人いるだろ？　あの子は将来あんな怪しい光を出すタイプだよ――ってうわー！　　いきなり下段出すなー！」

「なんだよその未来予想図。ちーちゃんの方が失礼だろ」

　占い師という異名を持つちーちゃんは、なぜかメイクをしながら相手の将来を予想するところがある。






『メイクしてると相手の将来が視えちゃうことがあるんだよなー』






　そう言っていたちーちゃんはいずれ会社を辞め、メイク占いで大富豪になるらしい。

「そんなにおもしろいのそれ？」

　画面にはアクロバティックな動きを見せるおばあちゃんの投げたクナイをちーちゃんの動かす忍者が刀で弾いている。火花が凄い散ってる。そしてなんかこのおばあちゃんあたしらのばーちゃんに似てるな。

「緊張感がいい。それよりその子どーなの？」

「お気に召すと思うよ。普段は少年みたいなやつなんだけど、今は小リスみたいだし余計にやる気でるはず」

「普段は少年で今は小リスってどんな美少女だよ。嫌な予感しかしないんだけど？」

「とりあえずあたしの部屋で待たせてっから、一目見てよ」

「いいだろう。ダメなら明日から出張だからって嘘つくからなー」

「わかったから早く来てよ」

　そう言って姉の部屋を出ると、中から「うわー！　これで二十三回目だー！」と意味不明な叫びが聞こえた。

　それから五分ほどでちーちゃんはやってきた。

　ノックもせずに突然ガラッと戸を開け、志穂を一目見たちーちゃんは、固まったかのように部屋の外から棒立ちで見つめていた。

「……」

　じーっと見て一言も喋らない。

　さすがに志穂が動揺しているので「ちーちゃん」と声を掛ける。すると志穂に急接近。

「ちょっとお顔見せてー」

「え？　あ、はい」と志穂は緊張した顔をする。ちーちゃんはジロジロといろんな角度から志穂の顔を見る。志穂はやや後ろに下がり気味。

　ちーちゃんの目が鋭い。そして志穂の髪に少しだけ触れ、梳いたり指先に絡めたりすると「連絡先交換しよっか」と自ら率先して提案。どうやらかなりお気に召したようだ。

「――よし。じゃあ今度連絡する。よろしく鈴木さん」

「よ、よろしくお願いします」と志穂は少し頭を下げる。

「美容師も要るな。アイツに連絡するか」とぶつぶつ言いながらちーちゃんは自室へと戻って行った。バタバタバタと響かせている足音を聞きながら、ちーちゃんが久々に本気になっていることがあたしにはわかった。

　それだけに不安にもなる。足音が完全に消えたのを見計らい志穂に尋ねた。

「なあ志穂。本当にいいのか？　断るなら今だぞ？」

「いや、平気だけど。それよりお姉さん怖い顔してなかった？　いいのかな？」

「あれは大歓迎だから心配するな。それよりもちーちゃんから連絡来たらあたしにも教えてくれ、あたしも一緒に行く」

「どして？」

「念のためだよ。ちーちゃんめんどくさい女だから」

「めんどくさい？」

「すぐトラブル起こすんだ。だからばーちゃんとも絶縁してる」

「えっ、そうなの？」

「だから絶対連絡してくれ」

「うん……わかった」

　これでよし。あたしが盾になってやらんとな。

　ちーちゃんから連絡来たときは目を光らせねばと自分に強く言い聞かせる。










「――今日ありがとね」

　志穂のおじさんが家の前まで迎えに来てくれたので、彼女を玄関まで見送った。

　そして靴を履き、玄関の戸に手を掛けた彼女を見て「――あのさあ志穂」と呼び止める。そうしようと思ったのは、今日彼女と会ったときから抱いていた違和感の答え合わせをしたかったからだ。

「ん？」

　そこで振り返った彼女の瞳に、赤く光るものが混じっているのを見つけ、あたしの目はそれに吸い寄せられる。

「……」

　一瞬の色だった。

　今はそんな光は微塵もない。たった一回の瞬きで消えてしまう。

「なに？」

「あー、いや、そのさ……」

　ちょっと言い難い。ポリポリと首の裏を掻く。

「志穂さあ――」

　でも、言ってしまえと躊躇っていた言葉を口にする。






「――――――だろ？」






　志穂は少しだけあたしの目をじっと見つめた後、照れ臭くなってきたのか俯く。そしてあたしと視線を合わせないよう僅かに顔を横に向けながら頬を掻いた。

「……なんでいつもわかるのよ」

　以外にも正直に白状してくれた。






　――さすがにあたしでもわかるよ。






「いっつも志穂のメイクチェックしてるからかな。そんな感じのメイクしてるなーって思ったんだ」

「そんなメイクってどんなメイクよ？」

「志穂だって何度か見たことあるだろ？」

「……」

　はぁーっと、深いため息をつく志穂。

　でもその顔は少しも嫌そうじゃなく、むしろ逆に見える。

「……新学期までに、なんとかしないとね」

「夏休みの宿題より大変なことができちまったな」

　これからの志穂のことを思うと、彼女にとっては大変な二学期になるだろう。この予想は外れないと思った。

「言わないでよ？」

　わかってると、親指を立てて安心させてやる。

　その瞬間、暗かった玄関内に赤い光が差し込む。薄い玄関の戸を突き抜け、図々しくも上がり込んでくる赤い光。

「郁美――」

　その中で志穂はあたしを見て軽く微笑む。

「――次は学校でね」

　そう言って戸をガラッと開け、ピシャッと閉めて出て行く。

「……」

　呆然と立ち尽くす。

　うん、またなって言おうと思っていたのに言えなかった。

　後に残された私は閉められた赤い戸をじーっと見つめていた。

　そうして少し熱くなった頬に触れると、俯いて赤く染まった床を見下ろす。






　――なんだよあの顔。






　志穂が去って車の音が完全にしなくなった後なのに、あたしは玄関を前に用もなく突っ立っていた。






　――メイクなしで、色っぽい顔できるじゃん。






　赤い静寂の中、去る前に見せた彼女のほころんだ顔。

　いなくなった後でも自然とそれを思い返す。

　忘れないように、無意識に自分の脳裏に焼き付けているのだと思った。






『――綺麗を作るのが私の趣味であり生き甲斐だ』






　一年前、ちーちゃんがあたしと真帆にそう言っていたのを思い出す。

　でもさすがの我が姉も、あれを作るメイクことなんてできないだろうと思った。

    
        
【最終話　志穂と愛海編】


　キャンプの日から志穂と会えない日が続いている。

　遊びに誘っても、夏休みの宿題が終わってないからと断られていた。

　夏休み最終日もダメだった。ラストスパート。明暗を分ける一日。そう言われてしまっては大人しく引き下がるしかなかった。仕方なく、ラスト夏休みは朝から晩まで新作料理の研究に費やした。

　そして迎えた新学期初日の朝。

　パチッと、アラームが鳴る時刻よりも少し早くに目を覚ます。

「……」

　驚くほどにスッキリした目覚め。また目を閉じても眠れる気はしない。スマホを覗くと志穂の配達終わりを知らせるアラームが鳴るまであと少しだった。

　ゴロゴロしながら、無事に宿題終わったのかなーとか考える。志穂のことだから適当に書くという最終手段を使っている可能性が高い。それをやっていたとしたら地獄の補習行き確定だ。






　――大丈夫かな……。






　そうして志穂のことを考えていると、すぐにアラームが鳴る時刻はやってくる。

　部屋中に鳴り響くコケコッコー。いつもなら慌てて止めるそれを、のんびりとした動作で止めた。






　――今日はさすがにいるよね。






　置き上がって窓辺に行くと、そこに置いてある双眼鏡を装着。覗いて見えるのは丘のバス停。志穂が配達終わりに行く場所。






　――今日もいないか……。






　新学期初日だし、さすがに今日はいるかと思ったのに。

　周辺もよく見まわしてみたが、バイクに乗る志穂の姿はない。

　双眼鏡を外して見上げた空は彼女好みの青色なのに姿を現さない。宿題との戦いで疲れているのかもしれない。配達が終わった後真っ直ぐ家へ帰ったみたいだ。

「あーあ……」

　残念と、ベッドに戻って仰向けに倒れる。






　――今日こそは会えると思ったのに……。






　仕方ないとは思うけど、残念な気持ちはなかなか取れない。

　会って、しばらく会えなかった分の空白を埋めたかった。

　もちろんこの後学校で会うわけなんだけど、あの場所で志穂と話したかった。朝焼けを見ながら彼女とのんびりするあの時間は、居心地が良くて気に入っている。

　二人きりで話したいこともたくさんあった。

　新しい料理を習得したこと。陽菜と長電話したこと。郁美と真帆の三人でパフェ食べに行ったこと。


　そして――綾のこと。


　寝返りを打って体を横にし、スマホを開く。

　写真データの中にあるお気に入りから再生したのは、花火大会の日に綾と二人で並んでいる写メ。赤い顔をしている私の隣で、優しく微笑む彼女がいる。

　見る度に、ドキドキして手や胸が熱くなる。

　まるでこのときの綾を目の前にしているかのように、体の中はあのときの再生を行う。これを見ると興奮して眠れなくなってしまうので、寝る前にこの写メだけは再生しないようにしていた。

　二人きりで遊べるようになるまで近づけたというのに、この日のことを思い返すだけでこうなってしまう。それほどまでにこのときの綾は私にとっていつも以上に特別だった。






　――告白のときはこれ以上だ……。






　間違いなくこんなもんじゃない。もっと緊張するし手足も震える。心臓なんて破裂しそうになる。

　でも……それでもちゃんと伝えることはできる。

　好きって……付き合ってくださいって言える。






　だから――もう告白する日を決めた。

　それをこれから志穂に伝えようと思っていたのだ。






　ドキドキと、動いていた胸が急に不安な動きへと変わるのを感じる。

　まただ。告白のことを考えると、いつもこれに襲われる。

　告白してもしダメだったとして、その後もずっと今までのようにいられるかなとか、そんなマイナス思考が動き始めてしまう。

　こうした気持ちは常に周囲を飛んでいるせいか、少しでも隙を許せば遠慮なく入ってくる。そして図々しく私の決意を揺らしてくる。

　気づけば、スマホの画面が真っ黒になっていた。

　じっとみつめる画面はどんなに奥を見ようとしても光が少しも視えてこない。

　それがまた余計な考えを生ませてしまう。

　告白してこうなったらどうしようか。

　綾の姿も私の姿も一切視えなくなってしまったらと、そんな不安が襲ってくる。

　何度追い払っても、いろんな形に化けてはしつこくやってくる。

　以前の私はそれで逃げてしまった。

　そして激しく後悔して、自分に腹を立てた。






　――もう……そうなりたくない。






　そう思ったから綾を好きになったとき、この恋は絶対に最後まで進めようと心に決めたのだ。最後まで進めるように、ちゃんと動いてみせると。

　綾に恋してからは彼女のことを知る為に、私のことを彼女に知ってもらう為に必死で動いた。志穂のおかげもあったし不器用でダメなところも多かったけど、進んでこられた。行動して良かったって思う。

　だってここまでこれたから、綾と一緒にいるときに感じる居心地の良さを知れたのだ。

　遠くから見つめているだけでは、過去の私のままでは絶対に知れなかったこと。

　知っていく内に、気持ちはどんどん熱くなっていた。

　最初の頃よりも好きになっている。初めは見た目だけだったかもしれないけど、今はそれだけじゃない。彼女の隣にいるのがすごく安心する。

　それだけに、この居心地の良さは大きな不安や恐怖を生み、失うことの大きさを突き付ける。

　それでも行くの？　と、また私を揺らして来る。

　その度に振り払う。

　何度でも、何度でも振り払う。






　――それでも行くんだ。






　絶対、綾の前に立つ。

　それは今までの情けない自分に勝つ為だとか、そういう理由だけじゃない。

　綾のことが本当に好きだから。向かい合いたいんだ。

　いくらでも揺らしにくればいい。いろんな闇を見せて私の足を竦すくませようとすればいい。どんな恐怖や不安が来ても私は絶対行く。

　綾は女の子を好きになる私を否定する人なんかじゃない。

　彼女と一緒に過ごしてきて、それがわかった。

　好きだと伝えてどんな返事が来るかはわからない。わからないけれど、彼女は決してこんな私を蔑んだりはしない。それだけはわかる。告白した後も綾はずっと友達でいてくれる。

　だからその日を迎えたときは、恐れず向かって行く。正面からぶつかる。

　志穂にはそれを見てほしい

　逃げずに、綾と向き合う私を彼女に見せたい。

　そうしようと、そうしなければと思うのは、志穂に対する後ろめたさからだった。

　今までずっと彼女は私の恋を応援してくれていた。

　それなのに、いつも中途半端な形で終わらせて、それを無駄にしてきた。

　そうやってずっと、支えてくれた志穂に悪いことをしてきた。

　だから今度はちゃんと最後までいく。

「……」

　目を閉じて、今会えなかった志穂の姿を思い浮かべる。

　私の中の志穂は、あの丘のバス亭にいる。

　遠い朝焼けを背にする彼女。長い髪を静かな風に揺らせて微笑んでいる。

　志穂――と、心の中で親友の名を呼ぶ。

　会って言いたかったことを私の中の彼女に投げる。






　ねえ志穂。

　私、あともう少ししたら綾に告白する。

　そのときはちゃんと告白するよ。逃げずに固まらずにちゃんと好きって、付き合ってくださいって言うよ。

　真っ直ぐにぶつかるよ。だから――。

　だから、ちゃんと見ててね。志穂。

　私、絶対に逃げないから。










　　　　　　　　＊










　配達が遅れてしまったせいで、いつもより大分時間が掛かってしまった。朝日はもうとっくにその姿を出している。






　――こういうときに限ってこれだ……。






　遠くの空から放たれる赤い光を目で捉えながら、急いでバイクを走らせる。ようやくバス停へと辿り着いたが、愛海の姿はなかった。






　――いないよね……。






　私がいないから帰ったか。それとも今日はここに来る気がなかったか。どっちにしろ、ここで彼女と顔を合わすことはできなかった。






　――いいかげん、会わなきゃいけないのになぁ。






　決意が固まって、ようやく会おうと思ったときに限って些細なトラブルが起きて配達が遅れる。そうして会える機会を逃してしまった。

　とはいえ、今日から新学期だからこの後学校で嫌でも顔を合わせることになるわけなんだけど……。

　でも、できれば二人きりになれるここで会っておきたかった。

　あのキャンプの日から宿題を理由にして愛海を避けていた。もう終わっていたのに、まだ終わってないと嘘までついて。

「……呼び出そうか」

　彼女に連絡を取ろうとスマホを手にする。






　――やめた。寝てるかもしれないし。






　こんなことなら昨日の夜、配達終わりにここで待ち合わせしようって誘えばよかった。どうしてそうしなかったんだろう。






　――たった一言、連絡するだけなのに……。






　軽いため息をついて、ポケットから棒付きの飴玉を取り出して口に咥える。今日はこれが溶けるまでここにいようと思った。溶け切っても彼女が姿を現さなかったらすぐに帰ろう。帰って時間までグースカ寝よう。

　舌に広がるいちごミルクを味わいながら、空を仰ぐ。

　見上げた青色の下を、赤い雲が静かに流れている。青の前を陣取る赤に図々しさは感じられず、むしろ青と赤の調和をとって綺麗な模様を見せる。ただ青くではない空は、見上げる人に不快感を少しも与えない。

　青くて、赤い空。

　あのときの空に似ていると思った。






『志穂。私ね――好きな人ができた』






　数カ月前、この空の下で愛海がそう言ったのを思い返す。

　あれからいろんなことが起こった。

　綾と陽菜の二人と知り合って友達になった。

　私がバイクを買った。

　バイクにのめり込み過ぎたせいで愛海を放置して怒らせてしまった。

　真帆に愛海の恋がバレた。

　郁美のお姉さんと知り合った。






　そして――自分の恋に気づいた。






「……」

　困ったなぁと、頬を掻く。

　本当に不思議なくらい噛み合わない。

　なんでこんなタイミングで気づいてしまったのだろうか。






　――これから毎日が大変だ。






　バレないようにしないと。今のところ彼女には私のことなんか視えていないだろうから、余計なことさえしなければ大丈夫な気はする。大人しく、普通にしていれば不審に思われないとは思う。






　――普通に……できるかな。






　意識するとなると難しいだろう。でもやるしかなかった。

　バレたら邪魔をすることになってしまう。それだけは何があっても避けたい。

　私のやるべきことは彼女のサポートであって、決して自分の恋を進ませることなんかじゃない。そう決意したのだ。

「……」

　選んだことに後悔はない。

　辛くもないし、この気持ちに気づかなければ良かったなんてこともない。むしろ、気づけて良かったと思っている。

　キャンプの日、愛海と真帆が来てくれて良かった。二人が来てくれなければ、一生気づかなかったかもしれない。仮にもっと後で気づいたとしても、そのときは後悔しているかもしれない。困ったなぁレベルの今なら安いもんだ。

　最初は戸惑ったし勘違いかもしれないと思ったけど、真帆にも見抜かれているし、郁美にも簡単に見破られた。二人に見抜かれると、ずっと前から私ってそうだったんだなって思えて、そんな自分を笑って受け入れられた。

　もう気持ちは落ち着いている。

　ショックでもなんでもないし、否定する気持ちなんか少しもなかった。

　むしろ、納得していた。

　今まで異性に対してそうした気持ちにならなかったのも、愛海が女の子を好きになったと聞いた後に感じていたモヤモヤも、今では全て理解できる。

「……」

　目を閉じて、会えなかった愛海の姿を思い浮かべる。

　この空の下、遠い朝焼けを背にして赤く微笑む彼女。

　想うだけで、ドクドクと脈打つ鼓動が体中に響く。

　キューっと胸を焦がし、体を熱くして指先にまで熱を与えていく。

　ガリっと、飴を砕いた音の後、冷たくて静かな風が吹く。熱い体を微かに撫でてくれるのが心地良くて自然と頬が緩んだ。






　――きっと、今の私も赤く笑ってる。






　愛海……。

　心の中で、想い人の名を呼ぶ。

　今も、そしてこれからも出せない言葉を私の中の愛海に投げる。

　愛海。私も……恋したんだよ。

　びっくりだよね。でも困ったことに本当なんだよ。

　キャンプの夜、愛海の告白を聞いたときに気づいたんだ。

　でもあのときが始まりじゃなかった。気持ちが芽生えたのはもっと前から。

　何で気づかなかったのかな。

　小さい頃から、ずっと当たり前のように傍にいたからかな。

　これが恋だって全然気づかなかった。






　いつ芽生えたのか、この数日過去を振り返ったらわかった。

　あのときじゃないかって、そう思えることがあったんだ。






『――え、榎本さん。二組の……女子』






　青く赤いこの空の下で愛海が好きな人の名前を教えてくれたとき。

　恋をしたときにしか見せない、あの愛らしい表情を見せてくれたとき。

　あのとき、三秒くらいの時間が流れていた。






　その三秒間――確かに私は、愛海に見蕩れていたんだ。






【第一部　了】





    OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		【登場人物紹介】


		【第一話　志穂編】


		【第二話　志穂編】


		【第三話　愛海編】


		【第四話　志穂編】


		【第五話　志穂編】


		【第六話　志穂編】


		【第七話　綾編】


		【第八話　志穂編】


		【第九話　志穂編】


		【第十話　志穂編】


		【第十一話　戸田自転車商会編】


		【第十二話　愛海編】


		【第十三話　戸田自転車商会編】


		【第十四話　綾編】


		【第十五話　志穂編】


		【第十六話　志穂編】


		【第十七話　綾編】


		【第十八話　志穂編】


		【第十九話　陽菜編】


		【第二十話　陽菜編】


		【第二十一話　志穂編】


		【第二十二話　愛海編】


		【第二十三話　陽菜編】


		【第二十四話　戸田自転車商会編】


		【第二十四話　愛海編】


		【第二十五話　志穂編】


		【第二十六話　真帆編】


		【第二十七話　真帆編】


		【第二十八話　真帆編】


		【第二十九話　陽菜編】


		【第三十話　綾編】


		【第三十一話　綾編】


		【第三十二話　陽菜編】


		【第三十三話　陽菜編】


		【第三十四話　志穂編】


		【第三十五話　郁美編】


		【第三十六話　郁美編】


		【最終話　志穂と愛海編】









Guide



			Cover


    		本文


    		扉


    		目次








OEBPS/Images/embed0000_HD.jpg





